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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章　悪女と剣士







　蠟ろう燭そくの黄色い炎ほのおが、水晶球の中で揺らめいていた。

　三本足の丸まる椅い子すに浅く腰掛け、巫み女こアマラは透すき通るような肌をした両手を透明な球の上にかざした。

（月げつ蝕しよくの時は近づいている。なのに……）

　球が輝かがやきを増し、中で躍おどる光の色が様さま々ざまに変化し始める。

（……私は未いまだに〝四人〟を見み出いだしていない）

　アマラが水晶球の中心の一点に向けて精神を集中させると、それに応こたえるかのようにある映像が現あらわれる。その映像は、影として現われることも、もっと抽象的な形に見えることもあるが、数は常に四つ。

　今回はどうやら、鳥の姿を取ったようだ。

　漆しつ黒こくの烏からす。

　黄金の鷹たか。

　枝をくわえた鳩はと。

　そして、今までははっきり見えることが稀まれだった、もう一羽。

　大きく翼つばさを広げた白鳥である。

　これらはみな、創そう造ぞう神しんエルをも生み出した至し高こう神しん〝一の神〟が、巫女であるアマラに探さがすようにと命じた四人の人間を表あらわすものだ。

「……フレオリック」

　アマラはひとつの名を口にした。

　フレオリックは、元ヤーバシアの国王。黒衣に身を包んだこの黒髪の男は、妃きさきと弟を殺して国を捨て、妃の父であるザモーラ太たい主しゆから金貨五千枚の賞しよう金きんをかけられた剣士である。その手に握るは、抜けば冷気を発する氷ひよう剣けんグリード。氷ひよう竜りゆうの息で妖よう精せい族ぞくが鍛きたえた魔ま剣けんだ。

「彼は確かに、四人のうちの一人」

　そうつぶやいた途と端たん、アマラの身体からだを息苦しいばかりの歓かん喜きが包み込む。

〝一の神〟が、アマラの判断が正しいことを認めたのだ。

「もう一人はシャインデル」

　再び歓喜がアマラを襲う。

　シャインデルは、元アゼラの百人隊長。主君を屠ほふって国を追われた彼もまた、金貨五千をその首にかけられている。彼が使うのは、炎の鉄てつ杖じようエルドゥルである。

（……私が捜さがし出せたのは、この二人だけ）

　アマラは水晶球から手を遠ざけ、意い図と的てきに〝一の神〟との意識の交流を断たった。

（あと二人……。どうして見つからないの？）

　彼女は立ち上がり、銀色の美しい髪を搔かき上げながら天幕テントの中を見渡す。

　見慣れた光景。入口に『アマラの水晶占うらない』と刺し繡しゆうされた垂たれ幕が下がるこの小さな天幕が、アマラの仕事場であり、生活の場だ。

　この数年、女占い師として『ティーズの驚きよう異いの一座』と行動を共にしながら、アマラはエレネイの全土を回ってきた。だが、残りの二人に該がい当とうするような人間には、未だに出会っていない。もちろん、会っていても気がつかずに見過ごしてしまった、ということも考えられる。フレオリックの時も、シャインデルの時も、最初の出会いでは四人のうちの一人とは確信できなかった。それとはっきり分かったのは、ずっと後のことだった。

（いったい誰なの、あなたたちは……？）

　アマラは寝台に仰あお向むけに倒れて寝ね返がえりを打つと、明かりを消そうと燭しよく台だいに手を伸ばした。

　その時。

「アマラ、まだ起きてますか？」

　天幕の外で声。アマラははっとして飛び起きると、乱れていた着衣の前を合わせる。

「お、起きてるわよ。……入って」

　急いで手て櫛ぐしで髪を整ととのえ、丸椅子に腰掛け直してから、彼女は外で待つ人物に言った。

（……馬ば鹿かみたい。どうしていまさら取り繕つくろうのかしら？）

　恋人を迎える少女のような自分の慌あわてぶりに、アマラは胸の内で舌打ちする。

　だが、彼の声を聞いた時の鼓こ動どうの高まりは、否定し得ない事実だ。

　彼、魔ま道どう士しセイル・グレイ。一座では、仮面劇の俳優と楽がく士しを兼ねる、金髪に水色の澄すんだ瞳ひとみを持つ青年である。セイルもまた、エレネイで勢力を伸ばしつつある至し神しん智ち教きよう団だんを敵に回して、賞金をかけられたお尋たずね者だ。

「ごめんなさい、アマラ」

　セイルは白い外がい套とうを羽は織おった姿で、アマラの天幕に入ってきた。

「よお」

「邪じや魔まするよ」

　セイルに続いて入ってきたのは、哲学者のような顔つきをした赤茶色の髪の青年と、浅黒い顔色の黒髪の青年だった。

「……なんだ、あなたたちも一いつ緒しよ」

　アマラはガッカリした様よう子すを隠そうともしなかった。

「まあ、そう言われると思ったけどな」

　ニヤリと笑ったのは黒髪の方、カミロという名の座員で、アマラの友人だ。

「で、どうしたの、雁がん首くび揃そろえて？」

　アマラはため息をつき、セイルに向かって尋ねる。

「ええ。ついさっきですが、ヒュオンがあなた宛あての手紙を預かったんです」

「これだけど、持ってきた奴がどうも気になってさ」

　赤茶色の髪の青年が、封ふう蠟ろうした羊よう皮ひ紙しを手渡す。

「そいつ、賞金稼かせぎらしい臭においをさせてたもんでね」

　ヒュオンはアゴのあたりに手をやった。まだ髭ひげを伸ばしていた頃の癖くせである。

「心当たり、ありますか？」

　セイルが聞いた。

「ないわね」

　アマラは首を傾かしげ、手紙を開く。

　そして……。




「ちょっと、また旅に出なくちゃならなくなったみたい」

　内容に目を通し終わると、彼女は言った。

「おいおい、お前さんがこの前の旅から戻ったの、つい半月前だぜ」

　と、カミロ。

「どうせ今夜で、この街での興行は終わりです。みんなで一緒に行きませんか？　僕たちでもあなたの役に立てるかも知れませんよ？」

　セイルが提案すると、アマラは頭を振った。

「急ぐのよ。一座を連れてじゃ、間に合わないの」

　四人の間に、短い沈黙の時が流れる。

「……なら、仕方ねえな」

　そう口を開いたのは、カミロだった。

「行けよ。ただし、一人じゃ駄だ目めだぜ。セイルとヒュオンを連れてきな」

　アマラが反論しようとするのを制して、彼は続けた。

「なあ、アマラ。このところのあんたはさ、以前みたいなムカつくような余裕がないんだよ。何が原因か話しちゃくれないだろうが、危あぶなっかしくて見ちゃいられねえ」

「実は……」

　セイルが肩をすくめる。

「ここに来る前に、他の一座の面々とも相談したんですよ。手紙の内容がどうであれ、あなたに協力しようって。あなたはみんなにとって大たい切せつな仲間なんです」

「セイル……」

　自分を見つめる彼の純粋な視線に、アマラはくすぐったいものを感じて視線をそらした。

「本当は、ついていくのはセイル一人でも大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだが、女性陣が反対してね」

　カミロは笑う。

「あんたがセイルを毒どく牙がにかけるんじゃないかって心配して……」

「で、俺も同行することになった訳わけ」

　元剣士で、今は一座の雑用係であるヒュオンが、カミロの言葉の後を引き継ぐ。

「こっちも渡りに船、いい息抜きさ。この一座、人使い荒いもんなあ」

「さあ、こっちは俺やビゲリスに任まかせて、行きな。……セイル、頼んだぜ」

　カミロはアマラの肩をポンと叩たたき、金髪の青年にウインクする。

「ええ。……でも、留る守す中ちゆうこれ幸いとギルとつるんで、女の子のお尻しりを追い掛ける、なんてことはないでしょうね？」

　セイルは、疑いの視線をカミロに向ける。

　ギルというのは一座の人形使い。カミロの女おんな癖ぐせの悪さは彼譲りだ。

「そうそう、俺抜きでそりゃないわな」

　ヒュオンも、カミロの目の前で指を振った。

「どうせ俺は信用ねえよ！」

　カミロは、セイルの首を絞しめる振りをする。

「……ありがとう、みんな」

　三人のやりとりに微笑を向けながら、アマラは丸テーブルの上の水晶球をそっと撫なでた。

「で、どこに向かうんですか？」

　振り返ったセイルが尋ねる。

「南のアムサールよ」

「アムサール？……あのアムサールですか？」

「ええ。十日以内にあの街に行かないと、多くの人の命が失われることになるの」

　アマラはうなずいた。




　　　　＊　＊　＊




　シュウウウウウッ！　

　短剣の銀の刃が蒼あお白じろい半透明の身体からだを両断すると、幽ゆう鬼きは霧と化して四し散さんした。

　だが、半分骸がい骨こつ化かしたおぞましい姿の幽鬼たちは、疾しつ走そうする馬車に次々と襲いかかる。

「ひいいいっ！　フレオリック様～っ！」

　助けを求める野の太ぶとい悲ひ鳴めい。

　黒衣の剣士は、黒馬の背から馬車の上に飛び移ると、髭ひげヅラの賞金稼かせぎに嚙かみつこうとしていた幽鬼を両手の短剣で十字に斬きり裂いた。

「速度を落とすな。森を抜ければ、幽鬼どもは追ってこられない」

　常に冷静さを失わない剣士の声が、御ぎよ者しや台だいの賞金稼ぎに命じる。

「はい～っ！」

　ダル・ハーは、揺れる馬車の上から振り落とされないように踏ん張りながら、必死になって手た綱づなを握った。黒い枝をからませ、道に覆おおいかぶさるように張り出している木々が、馬車の両側を凄すさまじい勢いで後方へと流れてゆく。

「リック！　こっち！」

　右側の窓にしがみついた幽鬼の手に虚むなしくナイフを突き立てながら、金髪の少女が声を振り絞しぼって馬車の中から剣士の注意を引いた。

　青銅製の少女の武器では、怨おん念ねんの塊かたまりである幽鬼を傷つけることはできないのだ。

　幽鬼は、鋭するどい爪つめが光る手を少女の首へと伸ばした。薄暗いシーヴァルドの森に巣食う黒の幽鬼たちは、その手で触ふれるだけでも精せい気きを吸い取ることができる。

「ピュティア！」

　銀の短剣が一いつ閃せん。また一体の幽鬼が、冥めい府ふへと還かえされた。

　しかし、息をつく間もなく、今度は左の窓に幽鬼が取りつく。黒衣の剣士は、素す早ばやく馬車の屋根の上を移動し、窓にしがみつく幽鬼を蹴けり落とした。

　ブルルッ！

　主人の動きに呼こ応おうして馬車の左に回り込んでいた黒馬が、落下した幽鬼を踏み砕く。

　黒馬の蹄てい鉄てつも銀製。幽鬼には有効な武器となるのだ。

　だが……。

　足場の悪い馬車の上でのこと。幽鬼の襲しゆう撃げきをことごとく防ぎ切ることは、リック、いや、かつて剣鬼と呼ばれたヤーバシアのフレオリックにとっても至し難なんの業わざだった。

　ここまではよく守り抜いたものの、とうとうリックは馬車の揺れで体勢が崩くずれた一瞬の隙すきをつかれた。死角から馬車に近づいていた幽鬼が、後方の窓から馬車に侵しん入にゆうしたのだ。

「た、大変です～っ！」

　やや緊張感に欠ける悲鳴が馬車の中で響く。

　先ほどの金髪の少女、ピュティアの声ではない。もっと幼おさない娘のものだ。

「……ちっ」

　リックは短剣を鞘さやに戻すと、馬車の内部に滑すべり込もうと窓の縁ふちに手をかけた。

　その時。

　馬車に入り込んだ幽鬼が、甲かん高だかい悲鳴とともに再び窓から弾はじき出された。

　身体の真ん中に大きな穴を開けられた幽鬼は、そのまま空中で四散する。

「……まったく」

　そうつぶやきながら、細身の剣を片手に窓から顔を出したのは、豊かな赤毛を風になびかせたひとりの女。

　化け粧しようはきついが素す顔がおの美しさは分かる。自信に満ちた緑色の瞳ひとみの持ち主。彼女こそ、元モスルの宰さい相しよう夫人で、〝血ち塗まみれの貴婦人〟と徒あだ名なされる賞金首、サイベルである。

「まだ、終わらないのかしら？　あなたも噂うわさほどの腕じゃないのね」

　サイベルは不愉快さを隠そうともせずに、フレオリックを見た。

「ちょっと、サイベル！　文句があんなら、あんたも戦いなよ！」

　リックの相あい棒ぼうである金髪の少女ピュティアが振り向き、貴き婦ふ人じん然ぜんとした女に突っかかる。

「毎度毎度すいませ～ん、ピュティアちゃん。でも、うちのご主人さまも、口ほどは悪い方ではないんです～」

　五歳の時からサイベルの侍じ女じよを務める、現在十一歳のフロランド──先ほど悲鳴を上げた幼い娘──が、弱々しく女主人を弁護する。

「口と同じほど悪かったらたまんないよ！」

「フロランド！　口ほどは、とはどういうことかしら!?」

「ごめんなさ～い」

　ピュティアと女主人の両方から反撃を受け、二人に挟はさまれて座すわる少女は身を縮ませた。

「お前ら、遊ぶな！」

　御者台のダル・ハーは、必死で馬車を駆かりながら叫さけぶ。

「こっちの身になってみろってんだ！」

「……ダル・ハー、お給料」

　サイベルは涼しい顔でひとこと言った。

「く～、申し訳ありません！　奥方様～！」

　彼女に一日銀貨一枚で雇やとわれているダル・ハーは、自や棄けくそ気味に怒ど鳴なった。

「ダル・ハー、出口が近い。……速度を上げろ」

　今度はリックが賞金稼ぎに指さし図ずする。

「分かった！　分かりやしたよ！」

　ダル・ハーは手綱を操あやつり、六頭の馬の足をさらに速めた。

　馬車の前方に、小さな明かりが見え始めている。

　だが、幽鬼たちもこのまま、森に入り込んだ獲え物ものを逃のがす気はないらしい。ざっと数えただけでも二十を越す蒼あお白じろい影が、馬車の行く手を阻はばむように森の出口に集結していた。

「つ、突っ切れるのかよ！」

「大だい丈じよう夫ぶに決まっているでしょう」

　窓の縁ふちに手をかけたサイベルは、身軽な動きで自分の身体を馬車の屋根に引き上げる。

「この馬車、木製に見えるけど、全面に鉄板が仕込んであるのよ。簡単にはバラバラにならないわ。それに……」

　彼女は、右手の中指で七色に輝かがやく指輪をかざした。

「私たちには、この魂たましいの指輪の加か護ごが……」

「……ピュティア、フロランドを」

　リックは金髪の少女に声をかけると、漆しつ黒こくの外がい套とうをひるがえして黒馬の背に飛び移り、馬車の前に出た。

　そして、銀の短剣を胸の前で十字に組むと、幽鬼の群れに向かって黒馬を突っ込ませる。

　輝く軌き跡せきを描いた短剣は幽鬼たちを斬きり裂き、耳をつんざく断だん末まつ魔まの叫びとともに青い炎ほのおと霧が噴ふき上がった。黒馬が突入した幽鬼の群れの中心に穴が開あき、そこにサイベルの馬車が続く。

「ダル・ハー！　頭を下げなさい！」

　と、言うが早いか、サイベルの靴くつの尖とがった踵かかとが賞金稼ぎの後頭部に食い込んだ。ダル・ハーは否いや応おう無しに前まえ屈かがみになる。

「蛇じや神しんクネプの名において！」

　サイベルが高く掲かかげた魂の指輪が、眩まばゆいばかりに七色の光を放った。

　馬車に飛びかかる幽鬼たちはその光に触れると、銀で斬られたのと同じように苦しみながら、次々と霧と化して四散してゆく。

　そして……。

　突然、道の左右に密集していた暗い木々の列が途と切ぎれた。

「突とつ破ぱしたぜっ！」
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　馬車が幽鬼の群れを振り切り、眩まぶしい光の中に飛び出すと、ダル・ハーは快かい哉さいを上げた。最後までしがみついていた幽鬼も、日光の下に出ると空気に溶とけ込むように消えてゆく。

「リック！　大丈夫!?」

　窓から身を乗り出して、ピュティアが黒衣の剣士の様子を確かめた。リックは黒馬を反転させ、そっけない態度ながら片手をわずかに上げて心配が無用であることを報しらせる。

「お～し、もういいぞ！」

　ダル・ハーは手綱を引いてゆっくりと馬車を停とめた。

「……やれやれ、今度こそ本当にくたばるかと思ったぜ」

　賞金稼ぎは、ようやく抜け出た森を振り返り、額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　すると……。

「もう、あんたがいけないんだよ、サイベル！」

　馬車の扉とびらが開き、まずピュティアがトンッと飛び出してきた。

「この森を突っ切るなんて言うから！」

　少女は頰ほおを膨ふくらませながら、続いて降りてくる長身の女を見上げる。

「ふっ、この私を迂う回かいさせようなんて、たかが森のくせに生なま意い気きなのよ」

　サイベルは傲ごう慢まんともいえる表情で首を振った。

「……でも、前に通った時より、幽鬼の数がだいぶ多かったですよ。……あっ、目が回る」

　サイベルの侍女フロランドは、馬車に酔ったのか、フラフラと降りようとして踏み板から足を滑らせ、ぬかるんだ道にベチャリとお尻しりから落ちる。

「……痛いですう～」

「世話の焼ける」

　サイベルは幼い娘を引き起こした。

「でも、確かにあの化ばけ物ども、前よりのさばるようになったわね。……ほんと、あなたたちと一緒に旅をするようになってからロクなことがないわ、ピュティア」

「そりゃこっちの台詞せりふだよ！」

　憤ふん慨がいしたピュティアが言い返す。

「大体、ブレーグをあたしたちより十日も前に発たったくせに、何でまだラエティアあたりでブラブラしてたのさ？　そっちが途中でのんびり遊んでるから、あたしたちが追いついちゃったんだろ！」

「ほほほほっ！　あなたみたいな雑草には分からないでしょうけど、行く先々で盛大な歓かん迎げいを受けるものだから、これ以上急ぐことはできないのよ！　私のような美しく、高貴な人間を迎えることは、どこの街にとっても大変な栄えい誉よですもの！」

「こ、この女！……ねえ、リック、何か言ってやってよ！」

　さすがのピュティアも、口ではサイベルに勝てない。

　リックに助け船を求めるが、この数日の旅で二人の口くち喧げん嘩かにも慣れたのか、彼は聞こえぬ振りで黒馬の馬ば具ぐの調子を確かめることに専念する。

「ねえ、二人とも仲良くしましょうよ～。せっかくまた一緒に旅ができるんですから～」

　フロランドが仲ちゆう裁さいに入ろうとするが、もちろん彼女では話にならない。

「目的地が同じでなきゃあ、死んだってこんなオバさんと旅なんかしないよ！」

　ピュティアはフンとそっぽを向く。

「今の発言は万ばん死しに値あたいするわね。もしここがモスルで、宰相である夫が健在なら、あなたは縛り首よ！　この知的で優雅な私に向かって、よくもその小こ汚ぎたい顔で言えること！」

「ヘンだ！　あんたなんかにどう思われようと構かまやしないよ！　リックがキレイと思っててくれればそれでいいんだもんね！」

「…………」

　二人の背はい後ごで、リックがこめかみに指を当てる。

「関わり合いにならねえ方がいいな」

　こそこそと御者台から下りたダル・ハーも、フレオリックのところまで逃げる。

「……なあ、ほんの少しばかし潮しおの臭においがするぜ。海が近ちけえのか？」

　鼻をヒクヒクさせながらあたりを見回し、賞金稼ぎは尋たずねた。

「東に向かうと一日程ほどで港街に出る。そこから南に狭い渓けい谷こくを行けば、ミシュハバードまではあとわずかだ」

　リックは静かに答える。

「……お前、どうしても行くのか？」

「あの街には、待ち人がいるからな」




　ミシュハバードを支配する三神しん官かん。

　リックはこの一年の間に、そのうちの二人までと遭そう遇ぐうしていた。

　一人は友として。

　もう一人は敵として。

　タレントゥムで肩を並べて剣を振るった神官戦士ダイモニオンは、ピュティアを介してこうリックに言った。

「その腕を生かしたかったら、月げつ蝕しよくの時までにミシュハバードに来い」

　ブレーグの街で彼を追いつめた神官魔ま道どう士しハインは、別れ際ぎわにこう告げた。

「その目で真実を確かめろ」




　リックは馬具を調整する手を止めて、ダル・ハーを振り返った。

「……ふっ。賞金稼ぎが賞金首の身を案じるのか？」

「けっ、バカ言え！　他の奴にその首を持ってかれたくねえだけよ。お前とサイベル、合わせて金貨一万の賞金は俺のものだからな」

　ダル・ハーは黄色い歯を見せて笑う。

　その時……。

「……ダル・ハー、聞こえたわよ」

　背後で冷たい声。

「あなたの魂こん胆たんなんてとっくに分かってるわ。私を殺やろうなんて、まともに下げ僕ぼくの役が果たせてから考えることね」

　ピュティアとのかけ合いを中断したサイベルがいつの間にか、すぐ後ろに立っていた。どうやら彼女、自分の悪口ならどんな離れた場所からでも聞き取れる耳を持っているらしい。

「だ、大それたことを言いました！　許してくださいませ、美しく気け高だかいご主人さま～！」

　ダル・ハーは涙をポロポロこぼして、サイベルの裾すそにすがりつく。そんな賞金稼ぎを道みち端ばたのゴミかなにかのようにギュッと踏みつけ、サイベルはリックに話しかけた。

「さっきの戦いで嫌いやな汗をかいたわ。この先の港街っていうと、アムサールでしょう？　〝南海の黒くろ百ゆ合り〟亭で熱いお風ふ呂ろに入りたいわね」

「あんた、行ったことあるの？」

　サイベルとリックの間にピュティアが割り込み、挑戦的な視線で赤毛の女を見上げる。

「エレネイ東岸では一番栄さかえている貿易港よ。通りに並ぶ店は、半島中からやってくる贅ぜい沢たく品ひんで溢あふれているし、宿はどこもそれなりに清潔、それに食事も悪くはないわね」

　サイベルは肩をすくめた。

「私のような目の肥こえた人間が見れば、辛かろうじて我が慢まんができるという程度のものだけど」

「嫌いや味みな女」

　ピュティアはべえっと舌を出す。

「……やれやれ」

　リックは、そんな少女の首根っ子をつかむと、黒馬の鞍くらの上に放り上げた。

「お前はこっちに乗れ。二人を一緒にしておくと騒そう々ぞうしいからな」

「いいの!?」

　少女は喜き色しよく満まん面めんになる。ここ数日、サイベルの馬車に押し込まれ、リックの後ろに乗るのは久しぶりだったのだ。

　だがすぐに、

「あっ、でも胸の傷、大丈夫？　まだ、治なおっていないでしょ？」

　と、ピュティアは、黒衣の剣士がブレーグで負おった深ふか手でのことを心配する。

　鐙あぶみに足をかけてひらりと鞍に跨またがったリックは、これには直接答えずに、

「落ちるな」

　と、少女の手を自分の腰に回させた。

「……剣鬼と呼ばれた男が、随ずい分ぶんと甘いこと」

　サイベルはフンと鼻で笑うと、侍女を振り返って声をかける。

「さあ、フロランド。私たちも出発よ！」

「は～い、分かりました！」

　フロランドは馬車の扉を開いて、女主人が乗り込むのを待つ。

「……あら、そういえばダル・ハーは？」

　この時になってサイベルは、賞金稼ぎの姿が御者台にないことに気がついた。

「……あの～、サイベル様」

　ぬかるみに頭をめり込ませたまま存在を忘れられていたダル・ハーは、ようやく泥どろだらけの顔を上げた。

「俺の背中を踏んづけてる足、そろそろどけてくれませんかね？」







　第一章　来訪、血ち煙けむりの街







　地平線上にアムサールの街と、その背はい後ごにそびえる険けわしい山々が見えた時、立ち上る幾筋かの黒い煙にピュティアは眉まゆをひそめた。

（嫌いやな感じ……。こういう予感って、あたし最近よく当たるんだよね）

　ピュティアは、黒馬に同乗する剣士の外がい套とうをギュッとつかんだ。

「戦いだ」

　少女の不安を察したように、リックは告げた。だが、黒馬の進路を変える様よう子すはない。

「あの街を避けて行こう、なんて気は起こらない？」

　一応ピュティアは尋たずねてみた。

「陸路で半島の東側を通る迂う回かい路ろはない。ユガまで戻って、西の街道を行く時間もない」

　そっけない言葉が返ってくると、少女は口を尖とがらせた。

「無理は駄だ目めだからね。前の戦いの怪け我がだって治なおっていないし、グリードだって……」

　鞍くらに下げてある氷ひよう剣けんグリードは一度折られて再生した際に、剣自身が戦うべきときを選ぶ厄やつ介かいな剣となった。剣自身が必要と認めたとき以外には、決して鞘さや払ばらわれることはないのだ。

「小こ煩うるさい娘だ」

　リックは頭を振る。

「……数年もすると、きっとサイベルによく似た女になるだろうな」

　確かに、ピュティアには仔こ猫ねこの印象があり、サイベルはときおり、背中の毛を逆さか立だてた山猫のように見えることがある。

　同じ猫科なのだが……。

「な、な、な、な、な、な、なんであたしがあんな化け粧しようオバケに！」

　ピュティアはすぐさま、声を高くして抗議した。

　さらに……。

「聞こえたわよ、フレオリック！」

　わざわざ後ろの馬車から身を乗り出して、地じ獄ごく耳みみのサイベルが声を張り上げる。

「この私のように洗練され、知的で、華か麗れいで、清せい楚そで、その上愛らしくて、誰もが崇すう拝はいしたくなるような素す晴ばらしい女性に、その無教養で、やぼったくて、不潔で、貧びん乏ぼう臭くさくて、体型貧弱で、口元に締しまりのない、ひねくれた小娘がなれる訳わけないでしょう!!」

「よくも並べたもんだ」

　うんざりした顔をしたのは、御ぎよ者しや台だいのダル・ハー。

「……もう、恥はずかしいです～」

　その隣となりで、小さなフロランドはもっと小さく身を縮ませた。




　しかし、延えん々えんとやり合っていたピュティアとサイベルも、街に入ると押し黙ってしまった。言葉を失う凄せい惨さんな光景に、アムサールは満ち溢あふれていたのだ。

　サイベルは、フロランドを御者台から下がらせた。

　ピュティアは、口と鼻を手で覆おおいながら周囲を見渡す。

　瓦が礫れきが散乱する通りに人影はなく、広場の井戸からは腐ふ臭しゆうが漂ただよう。家々の大半は焼け落ち、今なお煉くすぶっているものも多い。壁や石いし畳だたみには、おびただしい量の暗あん褐かつ色しよくの血けつ痕こんが残る。

　そして、街のところどころに打ち立てられた木の柱には、首を落とされた遺体が逆さにぶら下げられ、海からの風にゆっくりと回転していた。

　一本の柱につき、およそ五人から七人の干ひ涸からびかけた亡なき骸がら。まだ若い娘や子供のものも少なくない。そうした柱が、ほぼ角ごとに立てられているのだ。

「……惨ひどいもんだぜ。どこのどいつがこんな真ま似ねを？」

　馬車を街の中心部まで進ませたところで、最初に口を開いたのはダル・ハーだった。

「あたし、吐きそ……。まともじゃないよ、こんなの」

　いろいろな街で悲ひ惨さんな光景は見慣れたつもりだったピュティアも、思わず目を背そむける。

「ここ数年、エレネイの各地で紛ふん争そうが起きている。これもそのひとつに過ぎぬ」

　とは、ひとり冷静なリックである。

「でも、ここはつい半年前まで平和な貿易港だったわ……」

　フロランドと交代してダル・ハーの隣となりに座すわったサイベルが、唇くちびるを嚙かむ。

「ほら、あそこの店では宝石も買ったし……。あの店では、特注の靴くつを作らせたのよ。そう、あっちの宿屋にはよく気のつく可か愛わいい女の子がいて、そこの店の魚料理は……」

　サイベルは次々と焼け跡あとを指さしていったが、やがて、言葉に詰まって空を仰あおいだ。

　再び、沈黙の時が流れる。

　だが、開けた広場らしきところまで馬車がやってきた時……。

「どうやら、感かん傷しように浸ひたっている暇はなくなったな」

　リックが皮肉げにつぶやいた。ダル・ハーに目で合あい図ずを送って馬車を止めさせると、手た綱づなをピュティアに預けて黒馬から下りる。

「馬車のそばを離れるな」

「うん」

　ピュティアもようやく、あたりの気け配はいに気づいた。十や二十の数ではない。殺さつ気きに満ちた無数の目が、こちらからは見えない場所から自分たちを凝ぎよう視ししているのだ。

　リックは、鋼鉄の剣の一振りを握ると、ゆっくりと黒馬から離れる。

「…………フロランド、顔を出しちゃ駄だ目めよ」

　サイベルも、御者台の背もたれの裏にある隠し扉とびらに手を伸ばした。隠し扉の中には、陶器の刃の内部に強い酸を仕込んだ短剣が収おさめられているのだ。

「動かぬ方がいい」

　リックたちの前方から、男の声が聞こえてきた。若いが、深みのある声である。

「動けば、最初に死ぬのはそこの金髪の娘だ」

「また～っ!?」

　ピュティアが抗議の声を上げる。

「どうして、いつもいつもあたしなのさ！　たまにはサイベルでも狙ねらいなよ！」

「あら、いいじゃないの、薄はつ幸こうの美少女っぽくて。……柄がらじゃないけれど」

　サイベルは肩をすくめた。

「……弓か」

　リックは、引き絞しぼられた合成弓が軋きしむ小さな音を耳にした。音から推すい察さつすると、ピュティアに狙いをつけている射しや手しゆの数は少なくとも八人。それも左右に分かれている。どちらか一方だけなら距離を詰めて斬きり伏せることもできるが、二方向となるとかなり難むずかしい。

　しかし……。

「やってみろ」

　リックは言った。

「この娘に向かって矢を放てば、同時に貴き様さまの首が飛ぶ」

「よしなさい、フレオリック」

　サイベルがたしなめるように口を挟はさむ。

「あの声の主は、殺してくれと自分から懇こん願がんするまで、私が苦しめてやるんだから。あんな、姿も見せずに脅おどしをかけるような卑ひ怯きよう者ものはね」

「……なかなか手て厳きびしいことを言う女だ」

　暗がりから、背の高い男が姿を現あらわした。野性的な顔立ちだが、目には知性が宿っている。その胸に下げているメダリオンは、至し神しん智ち教きよう団だん員いんであることを示すものだ。

　ひと呼吸遅れて、彼に寄り添うように白銀色の髪の少年が、そしてさらに五十人ほどの武装した男女が広場に現われた。全員が、長身の男と同じメダリオンを下げている。

「ランベール」

　白銀色の髪をした十七、八の少年が、長身の男にささやいた。

「この連中、やはりワズガの？」

「……それを一応、確かめなくてはな」

　ランベールと呼ばれた男は厳しい表情でうなずき、リックたちの方を向き直った。

「聞いた通りだ、答えてもらおう。余よ所そ者もののようだが、ワズガの雇やとった傭よう兵へいか？」

「ワズガって？……リック、知ってる？」

　ピュティアが聞くと、リックは頭を振る。

「いや、記憶にないな」

　ところが、包ほう囲いしている男の一人が、サイベルの顔をにらみながらランベールに告げた。

「あの女、前にワズガがアラアト・アル・ガバルに招まねくのを見たことがあります」

「……やはり」

　と、目を細めるランベール。

「ですが、子供もいます。あの子たちも傭兵でしょうか？」

　白銀色の少年がそっと彼に尋たずねる。

　しかし……。

「親子連れを装よそおっているんだ！」

「だまされるな！」

　険けん悪あくな雰ふん囲い気きが周囲を支配していた。大たい勢せいは、一行を始末する方に傾かたむいているようだ。

「ランベールさん、今のうちに片づけよう！」

「そうだ！　どう見ても、あの母親らしい女は善人じゃない！」

　彼らは口々に言った。

「……この若く美しい私が、一体、誰の母親だって言うのよ。フロランドが私の娘だなんて思うような頭の腐くさった奴には、この踵かかとをお見舞いしてやるから」

　悪党扱いされたことより母親と言われたことで、サイベルの顔に陰険な表情が浮かぶ。

「なあ、知ってんのか？　そのワズガって奴？」

　ダル・ハーが、そんなサイベルに尋ねた。

「ワズガというのは、この街の領りよう主しゆよ」

　サイベルは答える。

「半年前にこの街を訪おとずれた時、表ひよう敬けい訪ほう問もんをしたけれど、友人とは言えないわね」

「どうして？」

　と、ピュティア。

「私を酔わせて、おイタをしようとしたからあの坊や、キツいお仕置きをしてあげたの」

　サイベルは、爪つめでワズガの顔に赤い格こう子しを刻んでやった時の感覚を思い出して、笑みを浮かべた。

「……その説明で、我われ々われがワズガと無関係だと納なつ得とくさせられると思うか？」

　リックが片かた眉まゆを上げて、サイベルを見る。

「できないわね」

　サイベルは認めた。

「ここに集まっている頭の悪そうな連中、私たちを殺したくてうずうずしているもの」

「ご主人さま～、どうしてそう相手を挑ちよう発はつするようなことを～」

　馬車の中でフロランドが呻うめく。

「ふんっ、能のう書がきはいいから、かかってくればいいのよ。こんな口先だけの雑ざ魚こども、何百人いようと敵じゃないわ」

「こ、この女！」

　ランベールの仲間たちは、いよいよ殺気立つ。

「……他人の振り、してえなあ」

　ダル・ハーはボヤくが、すでに手遅れだ。

「ワズガの一派とあれば、諸君らの命、貰もらい受けねばならない」

　ランベールは断だんを下くだし、射手に合あい図ずするため右手を高く上げた。

「……サイベル、左側の連中は任まかせる」

　リックの手が、腰の剣の柄つかにかかった。

　サイベルも短剣を逆さか手てに握って、すぐにでも馬車から飛び降りられる体勢を取る。

　ダル・ハーは背の戦せん斧ぷを億おつ劫くうそうに抜き、ピュティアも投げナイフに指を伸ばした。

　だが、その時……。

「テースッ！」

　一人の少女が声を振り絞しぼりながら、広場に駆け込んできた。長い髪をした、華きや奢しやな感じの女の子だ。腰には、この子の身長では扱いかねるような長剣が差してある。

「骸むくろ兵へいの襲しゆう撃げきよ！　北の避ひ難なん所じよが！」

　一行とランベールの中間に立った少女は、白銀色の髪の少年に向かって荒い息で告げた。

「しまった！　じゃあ、この連中は陽よう動どう!?」

　少年がランベールの顔を見る。

「くっ！　アリューズ、お前と埠ふ頭とう地区の者は、残ってこの連中を片づけろ。他の者は私に続け！」

　ランベールは踵きびすを返して、暗くら闇やみの中に姿を消した。リックたちを囲んでいた者たちも、三人に二人が彼の後を追う。この場に残った手て勢ぜいは、射手を入れても二十人弱だ。

「アリューズ？　どうする、全員殺やるのか？」

　弓を構えていた男の一人が、少年に命令を促うながした。

「……少女たちは」

　アリューズは、ピュティアとフロランドを見て口ごもる。

　ほんの一瞬のためらい。

　だが……。

「甘いわね！」

　この隙すきを、サイベルは見み逃のがさなかった。御者台から身を翻ひるがえすと、急を報しらせにきた少女の背中に素す早ばやく回り込んで、その首に短剣を突きつけたのだ。

「きゃあっ！」

　少女はサイベルの腕の中でもがく。

「動くな！」

　短剣の先端が、白い喉のどにわずかに食い込んだ。今度はサイベルが命じる番だ。

「少しでも動けば、この娘の喉を搔かき切るわよ！」

「……ご主人さま～、さっきそういうの、卑ひ怯きようだって言いませんでしたか～？」

　馬車の窓から頭を出したフロランドが、ため息をつく。

「うるさいわね、やられたことは三倍にしてやり返すのが私の主義なの！」

「……根っからの悪ワ女ル」

　ピュティアは黒馬から下りながらボソリと言ったが、アリューズたちが手を出せずにいるのを見て肩をすくめた。

「……まあ、いいか」

　やられたらやり返す、という信条は、ピュティアも嫌いではない。

　一方、喉に刃を押しつけられた娘は、震えながら潤うるんだ目でアリューズに助けを請こう。

「テ、テス……」

「……みんな、逆らうな」

　アリューズは唇を嚙み、仲間に命じた。

「ほほほほっ、いい子ね！」

　サイベルは勝ち誇る。

「それじゃ、こっちの言う通りにしてもらいましょうか。まず、全員武器を捨てなさい！」

　アリューズと仲間は、サイベルの言葉に従った。

「さて、と。つぎはどうしようかな？　熱い香こう草そう風ぶ呂ろと、豪華な海鮮料理でも用意してもらいましょうか？　それにお金も、幾らあっても困らないわね。もちろん、手て形がたで」

　図に乗るサイベル。

「……この女の腹黒さ、とても俺じゃあ太た刀ち打うちできねえよ」

　ダル・ハーは、彼女にかけられた賞金を手に入れることを諦あきらめた。

　だが……。

「やれやれ」

　リックはサイベルのそばに行くと、彼女の手から短剣を取り、人ひと質じちの少女を引き寄せた。

「ちょっと、何を!?」

　啞あ然ぜんとするサイベルには構わず、リックは少女を解放し、アリューズの方に向けてそっと背中を押してやる。

「……行け」

　少女は戸と惑まどい、リックとサイベルの顔を交互に見み比くらべたが、リックが軽くうなずくとアリューズの方に駆け出した。

「テス！」

「イヴリン！」

　イヴリンと呼ばれた少女は、アリューズの胸に飛び込んで鳴お咽えつする。

「……どういうことだ？」

　少女の髪を撫なでながら、アリューズはリックの灰色の瞳ひとみを見つめ返した。

「まさか……、本当に領主の傭兵ではないのか？」

「無関係だ。さらに付け加えれば……」

　リックはうなずき、サイベルを視線で示した。

「この女たちとも、たまたま旅の目的地が同じというだけで、それ以上の関係ではない」

「え～、リックさん、あんまりです～！」

　フロランドが、傷つけられたと言わんばかりの表情になる。

「一緒に仲良く、ここまで旅してきたじゃないですか～」

「他人で結けつ構こうよ」

　サイベルはフンとそっぽを向く。

「……やはり信じられないな」

　アリューズは頭を振った。

「こんな不ふ審しんな組合わせの旅人は、今までに見たことがない」

「ねえ、馬ば鹿かじゃないの。私が本気になればあなたたちなんかとっくに死んでいるのよ。全員、無事に息があるのは、ひとえにこの私が忍耐強く、慈じ愛あいに満ちた人間だからよ」

　サイベルは腰に手を当てた姿勢で、アリューズの仲間たちを睥へい睨げいした。

「アリューズ、やはり殺そう！」

　仲間たちがアリューズを見る。

「待ってくれ……」

　少年はみんなを制そうとするが、彼らの殺気はサイベルの暴ぼう言げんで抑おさえきれないところまで高まっていた。

　だが、先に制止が効きかなくなったのはサイベルの方だった。

「もう、面めん倒どう臭くさいっ！」

　と、彼女はアリューズの一党の真っ只ただ中なかに突っ込んでいく。

「これでどう!?」

　徒と手しゆと思われたサイベルの手の中に、もう一本別の短剣が現われる。

　刃が奔はしり、四人の射手が握った弓の弦つるがすべて断ち切られ、慌あわてて剣を振り上げた連中も肘ひじに短剣の柄つかを当てられて、痺しびれた腕から武器を取り落とした。

　瞬まばたき数回ほどの時間で、手て勢ぜいの半分が得え物ものを失ったのだ。
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「……次には本気で命を頂いただくわよ」

　サイベルはスカートをめくり上げて短剣を太ももの靴くつ下した留どめに戻すと、アリューズに向かって言った。

「この人たちは……」

　武器を奪われ茫ぼう然ぜんとたたずむ仲間たちを見て、ようやくアリューズが断を下した。

「僕の一存で解放することにする。……みんな、それよりも今はランベールたちが心配だ、北の避難所に急ごう！」

「お、おおっ！」

　我われに返った一党は、武器を高くかかげて応こたえた。

　イヴリンも、泣いて赤くなった目を擦こすり、うなずく。

　リックは口笛を短く吹いて黒馬を呼んだ。そして黒馬が来ると、素早くその鞍くらに跨またがり、さらにアリューズの腕をつかんで自分の後ろに引き上げた。

「……あの？」

　戸と惑まどうアリューズ。

「急ぐのだろう。道は指示しろ」

「は、はい！」

　黒馬は呆あきれた様子でブルルッと嘶いななくと、石畳を蹴けって北に走り去った。

　それに続くのはイヴリンら、アリューズの仲間たち。

　広場に残されたのは、サイベルとピュティアたちだけだ。

　しばらくして……。

「あ、あ、あいつ！　よくもあたしを置いてったなあーっ！」

　ようやく置いてきぼりを食わされたことに気がついたピュティアは、地じ団だん駄だを踏んだ。

「……ピュティア、乗りなさい」

　サイベルは激げつ昂こうする少女に声をかけ、御者台に戻る。

「ダル・ハー、あいつらを追うわよ！」

「へっ、なんでまた？」

「あんなに不愉快な思いをさせられて、このまま引き下がれるものですか！　絶対、あの連中に、熱いお風呂と最高級の食事を用意させてやるんだから！」

「はいはい、仰おおせの通りに」

　逆らうと後が恐こわいので、ダル・ハーは仕方なしに手綱を握った。

「こっちですよ、ピュティアちゃん！」

　フロランドが開あけてくれた扉からピュティアが飛び乗ると、六頭立ての馬車は車輪を軋きしませながら走り出した。
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　北の避ひ難なん所じよは、かつては倉庫だったらしい、漆しつ喰くい壁かべの大きな建物だった。

　黒馬がそこに着くと、ランベールたちはその建物の前で何者かの集団と剣を交まじえていた。

　襲しゆう撃げき者しやの集団は、全部で六十人ほど。

　みな、一いち様ように焦点の合わぬ澱よどんだ目を持ち、まったく表情がない。かなり傷いたんだ服をまとい、手にした武器や盾たては、どれも、錆さびたり、捻ねじ曲まがったりしている。そして、ふやけたようなその肌は灰色と紫の斑まだら模様に覆おおわれ、あちこちに膿うんだ醜みにくい傷きず痕あとを残していた。

「……まるで墓場から起き上がった死人だな」

　黒馬から下りながらリックがつぶやいた。

「死人なんです！」

　少年は片かた刃ばの曲きよく刀とうを鞘さや払ばらいながら吐き捨てるように言い、戦いの中に身を投じていった。

「退ひくな！　相手はもう、お前たちが知っていた者たちではない！」

　戦闘の中心ではランベールが剣をかかげ、士気を鼓こ舞ぶするように叫さけんでいる。

　だが、彼らの側の分ぶは良くない。

　アリューズが死人だと断じた連中は、斬きられても痛みを感じないのか、新たにできた傷口からドロリとした赤黒い液体を流しながらも、そのまま戦いを続ける。

　一方、生なま身みの人間であるランベール側はそうはいかない。

　次し第だいに傷つけられ、戦闘不能に陥おちいる者の数が増ふえてゆく。ランベールを囲んで守るように戦っていた数名の部下も、休む間もなく押し寄せる敵に一人一人倒れていった。

　ランベール自身、その剣で敵の攻撃を受け止める羽は目めになることも、数度に及んでいる。

「避難所の中に入れては駄だ目めだ！　デリク、シャロンの援えん護ごに回って！」

　アリューズは仲間に指示を出しながら、果か敢かんに動く死体に挑いどんでいった。

　ザクッ！

　一体の死人が、少年の曲刀に腕を飛ばされた。両刃斧おのを握ったその灰色の手は、石いし畳だたみの上に転ころがってピクピクと痙けい攣れんする。だが、片腕を失った死人は逆の腕で武器を拾い上げ、再びアリューズに立ち向かう。

「……きりがない」

　アリューズは額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　相手は数で勝まさる上に、疲れや苦痛を知らない死人たちだ。少年は疲労から次第に壁かべ際ぎわに追い詰められ、とうとう二体の死人に挟はさまれた状態で曲刀を弾はじき跳とばされた。

「くっ！」

　その反動で転倒するアリューズ。死人が無む造ぞう作さに振り下ろした手て槍やりが彼の腕をかすめ、石畳に当たって鋭するどい金属音を立てた。

「……これまでか」

　アリューズは死を覚かく悟ごする。

　その時。

　リックが戦いの中を風のように駆かけ抜け、目にも留とまらぬ速度で抜ばつ刀とうした。

　ズシュッ！

　アリューズを串くし刺ざしにしようとしていた死人たちが、一いつ刀とうのもとに背骨を断ち切られて倒れる。だが、切り捨てられた死人たちは、上半身と下半身がほとんど分かれかけた状態になってもまだ動き続け、なおも落とした武器を拾おうと手を伸ばした。

「頭です！　頭を切り離せば！」

　手槍で傷ついた腕を押さえながら、アリューズが叫さけんだ。

　リックはこの助じよ言げんに従い、死人の首をはねる。

　一瞬、死人たちは全身の筋肉を震わせ、傷口から腐ふ臭しゆうとともにどす黒い液体を噴ふき上がらせたが、その後はもう二度と動こうとはしなかった。

「なるほど……。立てるか？」

　リックは死人が活動を止めたのを確認すると剣を鞘に収おさめ、少年に手を差し出した。

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　リックに引き起こされたアリューズは頭を振る。

「あなた方を疑っていた僕を、これで二度も助けていただきましたね」

「お前に死なれては、この街の状じよう況きようを知るのに後々面めん倒どうだからな」

　リックは、残りの動く死体を片づけにかかった。

　無む駄だを一いつ切さい廃した最小限の動き。まるで舞まいのような優雅な太た刀ちさばきだ。

　鋼鉄の剣の切れ味が鈍にぶるのを遅らせるため、相手の得物と己おのれの剣を打ち合わせることをせず、正確に急所の首だけを断ってゆく。肉を斬る鈍い音を残して、黒い影は駆け抜け、ほんの十呼吸ほどの間に三十以上の首が大地に転がった。

「彼に続け！」

　アリューズの叱しつ咤たに仲間たちは反撃に出る。もちろん、曲刀を拾ったアリューズ自身も。

「一体に多数でかかれ！　怪け我が人にんは無理をせず交代しろ！」

　ランベールの命令が飛んだ。

「ためらいは捨てろ！　連中はもう友でも家族でもない！　ただの腐った肉にく塊かいだ！」

　ランベールとアリューズの一党は、徐々に劣れつ勢せいを挽ばん回かいしてゆく。

　リックのように一いち撃げきで首をはねられる者は皆かい無むだが、彼らでも前後左右から剣を打ち込んで四し肢しをバラバラに刻めば、死人を屠ほふることが可能だったのだ。

　もちろん、リックの足元には首を失った死体の山ができる。

　そして……。




「……つまらないわね」

　全すべてが終わった後の戦場を見渡して、サイベルはつぶやいた。

　サイベルの馬車が到着した時、戦闘はほぼ終了していたのだ。

「これじゃこの愚おろか者どもに恩を売れないじゃない」

「ご主人さま、お願いですから不ふ穏おん当とうな発言は……」

　フロランドが頭を抱かかえる。

「リック！」

　ピュティアは黒衣の剣士に飛びつくと、その背中をガリガリと引っ搔かいた。

「ひどいよ～！　絶対離れないって約束じゃないか～！」

　だが、涼しい顔でリックは肩をすくめる。

「仕方ないだろう。三人も乗せるのは嫌いやだと奴が言うのだからな」

　黒馬は少女を見ると、当然だという顔で鼻の穴を膨ふくらませた。

「……あんた、もう飼かい葉ばあげないからね」

　ピュティアは黒馬の長い顔をにらんだ。

「テス、大だい丈じよう夫ぶ？」

　馬車とほとんど同時に避難所にたどり着いたイヴリンは、アリューズの側そばに駆け寄り、傷の具合を確かめようとした。

「かすっただけ。平気だ」

　アリューズはそっけなく少女の手を振り払い、リックの方へ向き直る。

「本当にありがとう。あなたが加か勢せいしてくれなかったら、全員が骸兵にやられていました」

「骸兵とは、あの死人どものことだな？」

　と、ピュティアを背負ったままのリック。

「ええ。ワズガの手勢のほとんどは傭兵か、でなければああした甦よみがえった死体たちです」

　アリューズはうなずく。

「ねえねえ、それって、前にユガで見た、屍し食しよく鬼きみたいなもの？」

　ピュティアが小声でリックに聞いた。

「いや、もっと簡単なものだな。粗そ悪あくな肉人形といったところか」

　彼は不快の色を、わずかにその瞳に浮かべる。

　と、そこへ……。

「……なぜだ？」

　剣を収めたランベールはリックたちの前にやってくると、アリューズを詰きつ問もんした。

「なぜ、この連中を生かして連れてきた？」

「この方たちは……」

　アリューズは事情を説明し始めた。




「……そうか。アリューズが信じたのなら、私も信用しよう」

　話を聞き終わると、ランベールはアリューズの頰ほおに優しく手を当てて、リックの方を振り返った。

「すまなかったな。今このアムサールの街は内戦状態にあり、余よ所そ者ものに対して警戒心が強くなっているのだ」

「警戒心が強くなってる？　こっちは殺されそうになったんだよ！」

　ピュティアは憤ふん慨がいする。

「そもそも、内戦ってなにさ？」

「分からないの、おバカさん。さっき、ワズガの名前が出たでしょ？　この連中、領主に牙きばを剝むく逆ぎやく賊ぞくなのよ」

　サイベルが言い放つと、一時和なごみかけたランベールの仲間たちの目が再び殺気を帯おびる。

「逆賊というのは当たらない」

　ランベールは、黒い血のこびりついた剣を拭ふきながらサイベルを見た。

「真に逆賊と呼ぶべきは、我々領民を裏切ったワズガの方なのだ」

　この言葉に、周囲の者たちが大きくうなずく。

「詳くわしいことは中で説明しよう。アリューズ、この方々を案内してくれ。私もすぐ行く」

　そうアリューズに告げると、ランベールは近づいてきたもう一人の若者に声をかけた。

「バスティン、死者の数は？」

「二十七人。これほどの襲撃にしては少ない方です。……ただ、その中にジーナが」

「気の毒をしたな。……私が代わろうか？」

　ランベールは若者の肩に手を置く。

「いえ、この手で」

　バスティンと呼ばれた若者は、並べて横たえられた戦死者のところへ行くと、ひとりの少女の遺い体たいの傍かたわらで膝ひざをつき、その白い首筋に手にした短剣の刃を当てた。

「ちょっと！」

　この光景を見たピュティアは慌あわててリックの背から飛び下り、止めに入ろうとする。

　だが、

「何も知らないくせに口出ししないで！」

　と、その前に立ちはだかったのはイヴリンだった。

「けど！」

「……遺体をこのままにしておけば、ワズガ一派に骸兵にされてしまう。それを避けるためには首をはねて、逆さ吊づりにして完全に血を抜き取らなくてはいけないんだ」

　ランベールの隣に寄り添うように立ったまま、アリューズが説明した。

「死んだ少女はバスティンの許婚いいなずけだよ。他の人間に任まかせることはしたくないんだと思う。せめて、僕たちに火か葬そうを行なえるだけの物資があれば……」

「じゃあ、あんなにたくさんの死体が逆さ吊りになってたのは……そのため？」

　ピュティアは、ゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

　イヴリンはうなずき、恋人の首を抱いて肩を震わせるバスティンから目をそらす。

「だから余よ計けいな口出しはしないで」

　しかし……。

　そんなイヴリンに冷笑を向けたのは、サイベルである。

「あなたに、それを言う資格はあるのかしらね？」

　サイベルはさっと手を伸ばし、イヴリンの腰の剣を半分ほど抜いてみた。

「……あら、やっぱり」

「な、何が言いたいの！」

　気け色しきばんだイヴリンは、サイベルの手を振り払う。

「ごめんなさいね、勇敢なお嬢ちゃん」

　サイベルはスカートの裾すそをつまんで優雅に一礼した。

　イヴリンは顔を真っ赤にして唇くちびるを震わせたが、それ以上何も言おうとはしなかった。

「さあ、ついてきてください」

　アリューズは感情を圧おし殺した声で言い、避難所に向かって歩きだした。




　避難所の地上部分は使われていないらしく、ほとんど無人だった。

　サイベルとリックたちは、隠し扉とびらを通って地下へと案内される。

「ひどいね、これ」

　ピュティアはつぶやいた。

　暗く、不衛生で狭い地下は、みすぼらしい姿をした、瘦やせ細った人々で満ち溢あふれていた。

　みな口を開く元気さえないのか、聞こえてくるのは呻うめき声と子供の泣き声だけ。明かりさえろくになく、ピュティアは時々、横たわっている人間につまずいて転びそうになった。

「服が汚よごれるわね」

　低い天てん井じようと湿った床ゆかに、サイベルは不平を漏もらす。

「ダル・ハー、後で馬車から香水を取ってらっしゃい。臭くさくて堪たまらないわ、ここの空気」

「も～、あたしは何も聞こえません！」

　フロランドは、女主人の毒舌に耳を塞ふさいだ。

「不衛生なのは勘かん弁べんして欲しい。薬も、食料も、全部の避難所にいき渡るだけの量がないんだ。その上、近隣の村からも避難民が流れ込んできている。ワズガが僕らの補給を断つため、真っ先に近くの村々を焼き払ったからなんだ」

　アリューズが説明した。

「港から物資は持ち込めないの？」

　と、口を絹のスカーフで覆いながらサイベルが聞く。

「港に入ろうとする船を、ワズガは砦とりでからの攻撃で片かた端はしから沈めている」

　アリューズは湿った土壁にこぶしを叩たたきつけた。

「くそっ！　このままじゃ確実に街は滅ほろぶ！　まともな奴のすることじゃない！」

「……テス」

　リックがアリューズに声をかける。

「何でしょう？……あっ」

　アリューズは、彼の方を振り返りかけてはっとした。

「髪は短く刈り、男の服に身を包んではいるが、やはり女か」

　そう指摘されて、アリューズは俯うつむいた。

「テスという名とともに、女は捨てました。ワズガとの戦いが続く限り、僕は男です」

（また、女！　道理でリックが優しいと思った！）

　ピュティアは歯は軋ぎしりし、腹立ち紛まぎれに目の前を行くダル・ハーの脛すねを思いっきり蹴ける。

「ってえ！」

　八つ当たりされたダル・ハーは、片足でピョンピョンと跳はねた。

「……イヴリンがテスと呼んだので、気がついたんですね」

　アリューズは深く息をついた。

「いや、始めから分かってはいた。お前のランベールを見る目でな」

　リックがじっと見つめると、アリューズの頰ほおが赤みを帯びる。

「僕は……あの方を尊敬しています。貧まずしい生まれながら、勉学を重ねて至神智教団の司祭となり、今は卓たく越えつした指導力でみんなの指し揮きを執とっているランベールを。あの方がいなければ、僕らはとっくに屈くつ伏ぷくしていたでしょう。優すぐれた指導者ですよ」

　アリューズはそれだけ言うと、黙もく々もくと狭い回かい廊ろうを歩き続けた。




「ここです」

　サイベルたちが通されたのは、回かい廊ろうの突き当たりの部屋だった。

　大きな机と椅い子すが数脚あるだけのその質しつ素そな部屋で、一行を出迎えたのは二人の男。

　そのうちのひとりは、リックにとって見覚えのある人間だった。

「……グフフ。おや、これはお久しぶりですね、陛へい下か」

　ビヤ樽だるのように太った赤い法ほう衣い姿の男が、リックを見るなり不ぶ気き味みな鼻音を鳴らした。

「陛下と呼ぶなとは、前にも言ったはずだ。……相変わらず怪あやしげだな、ゲールラッハ」

　リックは冷笑を浮かべる。

「陛下？」

　ゲールラッハが敬称を使うのを聞いて、アリューズが怪け訝げんそうな顔をした。

「知らなかったのですか、この方は以前、ヤーバシアの国王だったのですよ、グフ」

　少年、いや、少女の表情を見て、ゲールラッハは笑った。

「リック、この変なの、知り合い？」

　と、ピュティア。

「至神智教団の魔ま道どう士しだ。半年ほど、付きまとわれたことがある」

「……そうですか、あなたがあのフレオリックさん」

　法衣姿のもう一人の男が、椅子から立ち上がり、前に進み出た。こちらは口くち髭ひげを整ととのえた、三十代半なかばの温厚な表情をした男。魔道士というより、商人といった雰ふん囲い気きである。

「私はアノー。このゲールラッハと同じく、教団に属する者です。それから……」

　彼はサイベルの手を取り、口づけした。

「あなたのような方に出会えて光栄です、御婦人」

「ほほほほっ！　久ひさ方かた振ぶりに礼儀を心得た殿との方がたに出会えましたわ」

　サイベルの口調が変わった。

「粗そ野やな連中の相手には、うんざりしていたところでしたのよ」

「……よかった～、ご機き嫌げんがやっと直った」

　先ほどから彼女の発言にハラハラしていたフロランドが、ホッと胸を撫なで下ろす。

「まったく、裏表の極端な女だぜ……」

　ダル・ハーは、ボソリとピュティアに耳打ちした。

「ゲールラッハ、やはりお前がここの内乱で暗あん躍やくしていたのか？」

　リックは椅子に腰を下ろすと、肥満の魔道士に単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋ねる。

「いや、期待を裏切って悪いのですが……」

　彼は脂あぶらぎった頭を撫でた。

「今回に限っていえば、我われ々われも巻き込まれた口でしてね」

「もう十日もここで足止めですよ。本当なら、急いでミシュハバードに向かわなくてはならないところなのですが」

　アノーもうなずく。聞くと、二人は教団本山からの使者として、ミシュハバードに派は遣けんされたのだという。

「あなたたちもミシュハバードへ？　どうしてこう、誰もがあの街に向かうのかしら？」

　と、サイベルが美しい顔をしかめた時。

「お待たせした」

　ランベールが、部下らしき数名の男女と、七、八歳のひとりの少女を連れて現あらわれた。

「客人方に、我々が置かれている状況を説明しよう」

「やあ、エルシー」

　アノーが、少女に手を振った。

　少女も軽く手を振って返す。どうやらこの至神智教団の男とは、すでに顔見知りらしい。

「申し遅れた。これは私の娘、エルシーだ」

　ランベールは、リックたちの前で少女の頭を撫なでる。

　エルシーは一瞬ギュッと目をつぶるが、すぐにリックたちに向けて笑顔を見せた。

　だが、その様よう子すに、ピュティアはちょっとした違い和わ感かんを覚える。

（……なぜかな、この二人、あんまり親子みたいじゃないよね）

　ピュティアは、観察力の鋭するどいリックも同じことを感じていないかと彼を見上げたが、無論、その横顔からは何も読み取れない。

　一方、サイベルは、ランベールとエルシーの顔を見み比くらべていた。

「ふ～ん。……あなた、結婚してたの？」

「……妻は死んだ」

　通常よりもやや低い、沈んだ声で、ランベールは答える。

「戦いが始まってすぐの頃、炎ほのおの雨が街に降った。一瞬のうちに妻は、骨まで灰となった」

　彼は胸のメダリオンにちょっと手をやると、娘を抱き上げてから話し始めた。

「半年前、この街の領主、ワズガは領民に至神智教団の信仰を禁じる布ふ告こくを出した。このアムサールは、エレネイ南部でも最も教団の教えが浸しん透とうした、敬けい虔けんな信徒の多い街だ。当然、我々は不服を申し立てた。これに対してあの暴君は、無差別な殺さつ戮りくで応こたえたのだ」

「ワズガの弟である魔道士ドローズは、街に白熱球を降らせて家々を焼いた上に、領民側の死者を骸兵に仕立てて、肉親や友人と同どう士し討うちをさせたんだ」

　アリューズが補ほ足そくする。

「街は廃はい墟きよと化し、住民の半分が、戦いが始まって十日以内に死んだ。僕の親や弟も……。親しい友人の中でまだ生き延のびているのは、イヴリンぐらいのものだよ」

「ことはすでに信しん仰こうの問題を越えた。我々とワズガ、どちらが生き残るかだ」

　後ろに立つ仲間を見渡したランベールの目に、決意の色が光る。

「何でまた、そんな訳わけの分からねえ布告を出しやがったんだ、そのワズガって野郎は？」

　ダル・ハーが首を傾かしげながらヒゲを搔かいた。

「おそらく、教団とザモーラの関係悪化の影響かと」

　と、アノー。

　ここ数年、ザモーラ太たい主しゆ国と至神智教団の危あやうい均きん衡こうを維い持じしてきたドウルジの和わ約やく。

　その和約が破は棄きされたのは、ちょうど半年前のこと。以来、エレネイの各地では両者の小こ競ぜり合いが頻ひん発ぱつし、全面戦争へ向かっての緊張が高まっているのだ。

「ワズガは、ザモーラ太主の甥おいに当たります。取り入ろうとしたんでしょうね、あわよくば、息むす子このいない太主の後継者になることを狙ねらって」

「結局はこれも、ザモーラと教団の代理戦争の一つという訳ね」

　サイベルはつまらなそうな顔で頰ほお杖づえをつくと、ちょっと意い地じ悪わるな目でリックを見る。

「ねえ、ザモーラ太主の甥ってことは、あなたと遠縁になるんじゃない？」

「……そうか」

　ようやくリックは思い出したようだった。

「太主の即位二十周年の記念式典でザモーラを訪問した時に、そんな名前の若者と顔を合わせたことがあったな。鼻持ちのならない我わが儘まま坊やだった。領主の器うつわではない」

　リックの言葉に、ランベールは同意した。

「下級官かん吏りの器でさえ、疑わしい小こ者ものだ。もちろん、ワズガの側がわにつく民たみなどほとんどいない。だが、奴は街を見下ろす要よう塞さいアラアト・アル・ガバルに少数の支持者、傭兵などと立てこもり、今日のような襲撃を繰り返している。我々が屈くつするのを待っているのだ」

　ランベールは一同を見渡して、ひと呼吸置いてから再び口を開いた。

「はっきりいって我々は現在、劣勢に立たされている。是ぜ非ひ、君たちの協力が欲ほしい」

「お断り。私たちには関係ないわ」

　サイベルは即座に言い放った。

「私もこれ以上、関わり合いになる気はない。ミシュハバードで人を待たせているからな」

　リックも頭を振る。

　だが……。

「ミシュハバードに向かうのならば、我々に手を貸さぬ訳にはいかないだろう」

　ランベールは抱いていたエルシーを下ろしてその頭を撫でてやりながら、やや大げさに肩をすくめた。エルシーは父から離れてアリューズの膝ひざに抱きつき、ようやくほっとしたような顔を見せる。

「あらあら、また脅おどす気かしら？」

　サイベルはほんの少し、目を細めた。

「まさか、友人にそんなことはしない。だが、私の言ったことも事実だ」

　と、ランベール。

「グフフ、つまりはこういうことですよ」

　ゲールラッハが、二重アゴを震わせて口を挟はさんだ。

「ここから南のミシュハバードに行くには、アル・カヒール渓けい谷こくを抜けねばならない。ところが、その渓谷にはアラアト・アル・ガバルという難なん攻こう不ふ落らくの要塞があり、我々の通過を阻はばんでいる。そして、その要塞に立てこもっているのが、領主のワズガ」

　肥満の魔道士は、面おも白しろがっているようだった。

「いやいや、困りましたね。我々も至し急きゆう、ミシュハバードに行く必要があるのですが」

「説明を感謝する、兄きよう弟だいゲールラッハ」

　ランベールは魔道士に向かって、教団流の礼をした。

「……ねえ、本当に他の道ってないの？」

　ピュティアは、リックの袖そでを引っ張って尋たずねる。

「ないだろうな、ランベールのあの自信を見ると」

　リックは頭を振った。

「ご主人さま、やっぱりここは協力してあげた方が……」

　フロランドがサイベルにささやく。

「お黙り」

　サイベルはピシャリと言ったが、打だ開かい策さくがある訳でもない。

　結局……。

「……ところで報ほう酬しゆうの他に、柔やわらかい寝台と給きゆう仕じ付きの温あたたかい食事、それに香油の入ったお風ふ呂ろぐらいは用意してくれるんでしょうね？」

　腸はらわたが煮えくり返る思いで、サイベルはほとんど嫌いやがらせのような要求を突きつけた。

「善ぜん処しよしよう。ここには客人を置く余裕はない。諸君の宿は別の場所に用意させる」

　ランベールは口元に余裕の笑みをたたえて答えたが、その目は笑っていない。

「……ったく」

　ピュティアは、人間観察の鋭するどい方ではない。だが、彼女にもこのランベールとサイベルがまったく反そりの合わない人間であることが、話し方からはっきり分かる。

　ランベールは、話し相手と同等に、その場にいる第三者の反応をも考慮する人間。

　ただ、その口調には自然ではない、どこか作ったような印象がある。娘に対する愛情に満ちた態度さえも、その場の演出に利用している感じが漂ただようのだ。

　一方のサイベルは、まわりの人間すべてを呆あきれさせ、怒らせるような憎まれ口を平気で叩たたくのだが、それでもピュティアは心しん底そこサイベルを嫌いになることはできない。先ほど崩ほう壊かいした街を目まのあたりにした時の表情などを見ると、あの悪あつ口こう雑ぞう言ごんにも本ほん音ねといえない部分がちょっぴりはあるように思えるのだ。

　それに、口ではボロくそに言っていても、サイベルがピュティアを見る瞳ひとみにはまったく蔑さげすみの色がない。

　彼女の目を見ていると、ピュティアはリックと出会ったときのことを思い出す。

　バールベグという街の郊外で、晒さらし台に繫つながれていた惨みじめなピュティアにリックが初めて目を向けたとき、彼の灰色の瞳はサイベルの今の瞳と同じく、夏の日の空のように澄すんでいたのだ。

（悪い女、じゃないんだよね。……多分）

　だが……。

「言っておきますけど、部屋は個室よ。この垢あか臭くさいピュティアと同じ部屋にでもされたら、香水が幾らあっても足りないもの」

　サイベルは、ランベールに駄だ目め押おしの注文をつけた。

（……やっぱり、この女、大っ嫌いだ）

　ピュティアは見解を改め、サイベルに向かってべえっと舌を出した。




　　　　＊　＊　＊




　その日の夕刻……。

　アル・カヒール渓けい谷こくを遮さえぎるようにそびえる鋼鉄と石の巨大建造物は、西日を浴びて深しん紅くに輝かがやいていた。

　牙きばを思わせる九本の尖せん塔とうと、それを結ぶ捻ねじれた渡り廊ろう下か。

　いかなる侵入者をも阻はばむよう、幾いく重えにも循めぐらされた黒い城じよう壁へきと、厚い鉄の扉とびらを持つ城門。

　そして、守りの要かなめたる奇怪な形の七つの外がい郭かく。

　こうした要素で構成されるそのまがまがしい姿は、まるで巨大な黒こく竜りゆうが谷に降り立ち、アムサールの街を睥へい睨げいしているかのようだ。

　これこそ、エレネイ史上名高い建築家ヘゼカイアがその人生の最後に設計した、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい、アラアト・アル・ガバルである。

　今、その中心である内ない郭かくの最上階、大理石を床ゆかに敷き詰め、壁や柱を宝ほう玉ぎよくで飾った贅ぜい沢たくな謁えつ見けんの間まに、数人の男たちが集つどっていた。

「む、骸むくろ兵へいが一体も戻ってこないとは、どういうことだ!?　あれはお前の自信作ではなかったのか、ドローズ!?」

　玉ぎよく座ざから神経質そうな小太りの青年が、ひざまずく猫ねこ背ぜの若者を問い詰めた。

「り、理由が皆かい目もく分からないのです、兄上。一定の被害を受けたら、死者を回収しながら撤てつ退たいを始めるように予あらかじめ指示してあり、全滅させられることなど、あり得ぬはずで……」

　ドローズは途と方ほうに暮れた顔で、ワズガを見上げる。

「では、撤退を始める前に全部がやられたということだ」

「今までこの規模の襲撃では、一度に五体以上の損失を被こうむったことはなかったのですが」

「だが、あの木で偶く人形どもが戻ってこないのは事実だ」

「……無む闇やみに火球を落として街を灰にすると、再建に金がかかる。骸兵を使って人間だけを始末しろと命令したのは兄上ですぞ」

「口を謹つつしめ、ドローズ！」

　ワズガは立ち上がって黄色い髪を搔かきむしったが、この時、柱に寄り掛かって立つひとりの男の存在に気がついた。

「おお、そうだ！　オリヴィエ殿！　そなたはどう思われる？」

　領主の呼び掛けは丁てい寧ねいだった。

　オリヴィエは氷のように冷たい目をした、美しい高こう貴きな顔立ちの男。

　年は二十代半なかばだろうか。やや長めの髪は、銀とも黒とも言いがたい微妙な色。中ちゆう背ぜいのワズガより、頭ひとつ背が高い。

　細くしなやかな身体からだの線を隠さない、質素でありながら洗練された暗灰色の服。背負った剣は、特別あつらえの長刀らしく、緩ゆるやかな反そりがあり、その長さは通常の剣の一倍半ほど。柄の部分もかなり長い。明らかに、これを扱うにはかなりの技術と修練が必要だ。

「相手に戦力の増強があったことは間ま違ちがいないだろう」

　オリヴィエは静かに言った。

「やはりな！」

　ワズガはパンッと両手を打ち合わせ、何度もうなずいた。

「連中の外部との連絡は断ったはずだが、ランベールめ、どこから傭よう兵へい部隊を」

「部隊？　ほんの数名でことは足りる」

　オリヴィエは冷笑する。

「数名だと、馬ば鹿かな！　骸兵は我わが秘術が産うみ出した究極の兵士だ！　それ故ゆえ、教団は私を追放したのだ！」

　ドローズは怒りに顔を真っ赤にした。

「ランベール一党は骸兵の弱点を知っている。今まで彼らが敗北を続けていたのは、甦よみがえった死者が自分たちの身内であり、それに刃を向けることにためらいがあったからだ。そのしがらみのない者ならば、百にも満たない数の骸兵、倒せぬことはない」

「それだけの言葉を吐く利り口こうな貴き様さまであれば、打つべき手が分かっているのだろうな！」

　自分の作り出した骸兵を簡単に倒せると断言され、ドローズはいきり立った。

　これに対し、

「貴き殿でんは何な故ぜ、陛へい下かがお怒りなのか、まだ理解していないようだ」

　と、オリヴィエは返す。

「なに？」

「過去に造つくり出した作品の評価に溺おぼれ、さらなる高みを目め指ざそうとする姿勢が今の貴殿には失われている。現在の骸兵が通用しないのならば、より優すぐれた動く死体を作り出せばいいだけだろう。陛下がお怒りなのは、骸兵が全滅したことではない。己おのれの才を生かして次の戦いに臨のぞもうとしない、貴殿の怠たい惰だな姿勢ではないのかな？」

「……私の才」

「期待していいのだろう？」

「む、無論だ！」

「……ふむ」

　ワズガは、弟が反乱者殲せん滅めつの意欲を燃え立たせるのを見て、満足そうにうなずいた。

　一か月ほど前、ふらりとアラアト・アル・ガバルに単身現われて、居着いてしまった剣士オリヴィエ。大した考えもなくそばに置いたこのオリヴィエが、今、状況を素す早ばやく分析し、無能な弟に的確な指示を出している。

（……余よの人望が、この剣士を惹ひきつけたのだ）

　ワズガは、彼を受け入れた自分の見けん識しきに酔っていた。

「さすがはオリヴィエ殿。しかし、残念なことにランベールどもの本ほん拠きよが分からなければ、根本的な解決にはならないのだ」

「確かに、奴らが現われるところを叩いているだけでは切りがないな」

　うなずくオリヴィエ。

「うむ、そうなのだ。奴らの根ね城じろを発見できれば、傭兵と骸兵の投とう入にゆうに加えて白熱球による攻撃も集中でき、連中を一気に滅ほろぼせるのだが」

　彼はオリヴィエをさらに利用するつもりで、猫なで声で尋たずねた。

「ランベールは普ふ段だん、避難所の間を行き来し、一か所には長い時間留とどまらない。武器や食料、それに戦力の主力を隠した本ほん拠きよ地ちには、総攻撃の時まで極きよく力りよく立ち寄らないようにしている。尻しつ尾ぽをつかむのは難むずかしいが……」

「任まかせてくれればいい」

　オリヴィエは、感情の一いつ切さい表われない瞳ひとみをワズガに向ける。

「連中が骸兵を撃退した美び酒しゆに酔っている間に、道案内を連れてこよう」

「た、頼んだぞ」

　剣士の不ぶ気き味みな視線に、領主は身を震わせながら唾つばを吞のみ込んだ。







　第二章　サイベルの激情







　早朝……。

　フロランドに揺り起こされて目を覚ましたサイベルは不ふ機き嫌げんだった。

　彼女たちに与えられた部屋は、広くはないが清潔なもの。昨日きのうの避ひ難なん所じよから見て西に位置する広場に面した、旧教団施設の隣となりにある馬小屋の地下の一室だ。

「午前中にベッドから出るなんて、貧乏人のすることだわ。……ああ、もうっ！　お化け粧しようの乗りが悪い！」

　フロランドに鏡を持たせて白粉おしろいをはたきながら、サイベルは罵ののしった。

「……うるさいなあ」

　水盤に張られた水で顔を洗いながら、ピュティアはつぶやく。

「それに、あれほど言ったのに、この小娘と同室なんて！」

　サイベルは小こ瓶びんを手に立ち上がると、ピュティアの背中に回り、瓶の中身を振りかけた。

「ぷわっ！　な、なに引っ掛けたのさ、くっさ～いっ！」

　自分の頭から漂ただよってくる匂においに、ピュティアは顔をクシャクシャにする。

「香水よ、それも麝じや香こう！　高いものなんだから感謝しなさい！　あなたが一生、いえ、三生、奴ど隷れいのように働いても買えないくらい、高価なものなんですからね！」

「も、も、も、も、も、もう怒った！　あんたって、本当に最っっっっ低の女！」

　ピュティアは頭をゴシゴシと拭ふきながら地じ団だん駄だを踏んだ。

　そこに見かねたフロランドが、

「まあまあ、お二人とも、喧けん嘩かするほど仲がいいと言いますけど……」

　と、ビクビクしながらも割って入る。

「冗談じゃない！」

　両側から同時に、甲かん高だかい罵ば声せいが鼓こ膜まくを突き破った。

「え～ん、頭がガンガンしますう～」

　フロランドはあえなく仲ちゆう裁さいから撤てつ退たいする。

　そして、このままサイベルとピュティアの口こう論ろんがつかみ合いに発展しかけた時……。

「サイベルさん！　ピュティアさん！」

　ノックもなく扉とびらが開いて、アリューズが飛び込んできた。ピュティアもサイベルも着替えの途中だったので、アリューズの姿を見た瞬間、ドキリとしたが、すぐに彼女が女性であったことを思い出す。

「敵です！　手を貸してください！」

　男装の少女は、急せいた調子で告げた。

「リックは？」

　上衣を羽は織おりながら、ピュティアが尋たずねる。

「すでに出ています！」

「……結局、首を突っ込んでるのね、あいつ」

　サイベルは舌打ちした。

「どうせ敵って、昨日の骸むくろ兵へいでしょ？　フレオリックひとりで十分じゃない？」

「いいえ、今度は竜です！　大きな黒い竜りゆうが……昨日の避難所を……」

　アリューズは言葉を続けられなくなって顔を伏せたが、その時、サイベルの手が跡あとがつくくらいの強い力でアリューズの二の腕をつかんだ。

「竜……と言ったわね？　それも黒竜と。大きさは三階建ての塔とうぐらい？　その背に誰か乗っていなかった？　そう、例たとえば……異常なくらいに冷たい目をした男とか？」

　巫ふ山ざ戯けた調子が一いつ切さい消えたサイベルの口から、質問が飛ぶ。

「さ、さあ、そこまで観察している余裕はなかったから」

　気け圧おされたアリューズは口くち籠ごもる。

「……フロランド、あの服と剣を」

　アリューズからこれ以上情報が得られないことを悟さとると、サイベルは不思議なくらい落ち着いた声で侍じ女じよに命じた。

　フロランドは黙ってうなずき、馬車の隠してある小屋に向かって走った。




　巨大な翼つばさを羽は撃ばたかせながら、竜は雲の厚く垂たれこめるアムサールの空を斬きり裂くようにして飛んでゆく。

　その身体からだは、光こう沢たくを帯おびた漆しつ黒こく。鱗うろこの一枚一枚から、人間の上じよう腕わんほどの長さがある牙きば、曲きよく刀とうを並べたような背中の刺とげ、大おお鎌がま状じようの鉤かぎ爪づめまで、全身が黒こく曜よう石せきでできているのでは、と錯覚させるほどだ。ただ、二つの目だけがまるでルビーのように、その内側に燃えさかる炎ほのおをたたえ、邪じや悪あくな深しん紅くに輝かがやいている。

「……今までにもワズガという領りよう主しゆは竜を？」

　飛行する竜を追って黒馬を疾しつ駆くさせるリックは、轡くつわを並べるランベールに声をかけた。

「いや、あんな怪物が襲ってきたのは初めてだ。……くそっ！」

　ランベールは罵りの言葉を幾つか吐き捨てた。

「まさか、二日続けて同じ場所を狙ねらうとは……」

「北避難所は全滅でしたねえ。あそこには二百人以上がいたはずですが。……グフゥ～、しんどいですね」

　やや遅れて馬を走らせるゲールラッハが、腹の肉を波打たせて息をつく。

「ああ。ほとんどが女性やお年寄りだ！……信徒でない者も大勢いたというのに！」

　物静かな人間に見えたアノーは、激しい怒りをあらわにした。

「もうこれ以上、あの竜の跳ちよう梁りようを許してはいけない！」

「……奴の次の狙いは？」

　黒竜が海の方に向かっているのを見て、リックは再びランベールに尋ねた。

　北の避難所では、犠牲者のほとんどが焼き殺されていた。殺さつ戮りくと同様に人肉を貪むさぼることを好むこの種の竜が、この程度の〝食事〟で満足するはずがない。

「おそらく、今度は埠ふ頭とうの避難所。我われ々われは市民を数か所に分けて保護しているが、そのうちのいくつかの位置は、すでにワズガに知られている」

「昨日襲われた時点で、人を他の場所に移しておくべきだったな」

「街の半分はすでに瓦が礫れきと化している、そう簡単に代わりの場所が見つかるものか。それに今まで北避難所の地下壕ごうは、魔ま道どう士しローレスの火球攻撃さえも防いできた。骸兵対策に警備も増強していたし、安全なはずだった。……安全なはずだったんだ！」

　ランベールは鞍くら頭がしらを叩たたいた。

「弁解は止よすんだな。貴き様さまの落ち度だ」

　リックは冷たく言った。




　一方……。

　この頃やっと、サイベルたちは破壊された北避難所に到着していた。すでに地下からの遺体の運び出しが始まっており、ほぼ骨だけになった犠牲者が地面の上に並べられている。

「食事を取ったばかりの人間は、中に入らない方がいいわね」

　様よう子すを調べに潜もぐっていたサイベルは、地下室から上がってくるとアリューズに言った。

「生き残りはいないわ、一人も」

　アリューズは愕がく然ぜんとした表情で、イヴリンとともに焼け跡に立ちすくむ。

「昨日ここに泊まらなかったことを、蛇じや神しんクネプに感謝しないとね」

　サイベルは手の煤すすを、絹のスカーフで拭ぬぐった。今け朝さは動きやすい白の狩しゆ猟りよう服ふくをまとい、左右の腰には細身の剣を合わせて三振り、差している。

「ご主人さま、たくさん人が死んでるんですよ、そういう言い方は……」

　フロランドがたしなめる。

「言葉を選んでもしょうがないでしょう。現にここにいた連中は死んで、私たちは生きているんだから」

「……たぶん、そんなには苦しまなかったんじゃねえか」

　サイベルの後から地上に出てきたダル・ハーは唸うなった。

「一瞬のことだったと思うぜ。テメエたちが死んだことだって分からなかっただろうな」

「誰も助からなかったなんて……、昨日リックは何のために頑がん張ばったんだろ？」

　ピュティアはしゃがみ込み、幼おさない娘のものらしい焦こげた骸がい骨こつに視線を落とす。

「一体どうやれば、地面の下にいた人間をこんなにできるのさ……？」

「ただ炎の息を吹きつけただけだと、地下まで熱は伝わらないわ。これは狡こう猾かつな人ひと喰くい竜の典型的なやり口よ」

　と、サイベル。その瞳ひとみはいつになく厳しい。

「人間を殺すことに長たけた竜はね、人間が地下室みたいなところに逃げ込むと、腕で頭が入るくらいの穴を掘って、そこから炎の息を吹き込むの。直接炎を浴びなくても、中にいる人たちは燃える空気で肺まで焼き尽くされる訳わけ」

「フレオリックの野郎は、その竜を追って行ったんだろ？　どうする、じゃねえ、どうしなさるんで、サイベル様？」

　御ぎよ者しや台だいに乗りながらダル・ハーが尋ねた。

「さあね」

　と、言いつつもサイベルはダル・ハーの隣に座すわる。

「ピュティア、フロランドと一いつ緒しよに中に入って」

　ピュティアは素直に乗り込んだ。自分のことを、さり気なく気き遣づかってくれていることが分かったからだ。サイベル一流の傲ごう慢まんな調子が、今は影を潜ひそめている。

「僕らも……」

　アリューズが馬にまたがり、イヴリンがこれに続こうとする。

「イヴリン。あなたはここに残りなさい」

　鞍くらにまたがった少女に、サイベルは顔を正面に向けたままで声をかける。

「……どうして？」

　イヴリンは赤毛の女の背中を見た。

「理由は分かっているでしょ？」

　サイベルは少女を手て招まねきすると、その耳にささやいた。

「相手は竜なのよ。今度は、昨日きのうみたいに逃げられないかも知れないわよ」

「……！」

「昨日見たあなたの剣には、血ち曇くもりも刃は毀こぼれもなかった。あの襲撃の中、あなたは一回も剣を抜かなかったのよ。仲間が避難民を守るために命をかけて戦っている場を、あなたは逃げ出してきた」

「う、噓うそよ」

「責めているんじゃないわ。あなたは逃げるしかなかった。戦った経験のない素人しろうとだもの。でも、今から相手にするのは狡猾な黒竜。足手まといの面めん倒どうを見ている余裕はないの」

　サイベルはそれだけ告げると、ダル・ハーを振り返った。

「やって」

「へいっ！」

　六頭立ての馬車は、港に向かって走り出した。

　イヴリンは手綱をぎゅっと握り締めたまま、それを見送る。

「……何を話していたんだ？」

　アリューズが馬を寄せて、イヴリンに話しかけた。

　少女は友人の声にもしばらく反応しなかったが、やがて、黙ったまま馬の腹に拍はく車しやを強く当てた。彼女の乗る鹿か毛げの駿しゆん馬めは、驚いて飛び出すように駆け出した。

「イヴリン……」

　少女の態度が気にならないといえば噓になるが、今はそんなことにかまっている場合ではない。アリューズも雑ざつ念ねんを払うように頭を振り、馬車とイヴリンの後を追った。




　リックたちが埠頭の避難所に着いた時、すでに黒竜は十数名の男女を踏みつけ、嚙かみ砕いていた。ここの避難所は以前は商館だったらしく、古びてはいるものの木造のしっかりした構造で、地上部分も避難民の収容に使っているようだった。ランベールが配していた守り手はとっくに全滅し、黒竜は窓を引き剝はがして腕を中に突っ込み、人を引きずり出しては口に運んでいた。炎の息を使っていないのは、血の味を楽しみたいからだろう。

「……中の人間を避難させろ」

　黒馬から飛び下りながら、リックはゲールラッハに指示を出した。

「奴の死角から建物に近づくだけでも一仕事ですな。それに、怯おびえ切った連中が素直にこちらの言うことに従ってくれるかどうか、グフ」

「その脂あぶらぎった口よりも、身体からだを動かせ」

「その通りだ、行くぞ、兄きよう弟だい！」

　アノーは肥満の魔ま道どう士しに声をかけると、竜の背はい後ごに回り込むべく馬の向きを変えた。

「やれやれ、気が短いですね、我わが兄弟アノーは……」

　ゲールラッハも仕方がないという表情で、その後に続く。

「貴き様さまも行け。貴様の言うことなら、みな従うだろう」

　リックはランベールにも命じた。

「あ、ああ。……そうしよう」

　食欲のままに人を喰くらう黒竜を前に、すっかり茫ぼう然ぜん自じ失しつだったランベールは、顔がん面めん蒼そう白はくのまま魔道士たちを追った。

　リックは彼らの姿が裏通りに消えると、鞍に留とめてあった氷ひよう剣けんに久しぶりに手をかける。

「……お前に相応ふさわしい相手だろう、違うか？」

　妖よう精せい族ぞくの手によって、氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられた魔剣が、ブーンと低い音を立てた。

「ふっ、我わが儘ままな剣だ」

　普ふ段だんは決してリックの意志に従おうとしない氷ひよう剣けんが、まったく抵抗を感じさせずにスルリと抜き放たれた。鞘さや払ばらった瞬間、銀の刃は冷気を放ち、周囲の空気を白く凍こおらせる。

　リックはその剣を手に、ゆっくりと黒竜の前に立った。

　すると……。

「面おも白しろい、竜の顎あぎとの前に立つ愚おろかな道どう化けか……」
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　上空で声がした。

　リックが見ると、黒竜の肩の上のあたりに長身の男の姿がある。今までは翼つばさの陰になって見えなかったが、おそらくこの男は飛ひ翔しよう中も、先ほどの避難所の虐ぎやく殺さつの間も黒竜の背に乗っていたに違いない。

「なるほど、お前だな。骸兵を倒したのは」

　男は黒竜の背から飛び下りると、リックの前に立って彼をじっくりと観察した。

「……竜使いか？」

　リックは静かに尋ねる。

「竜使いなど、お伽とぎ話ばなしに過ぎぬと言いたげだな」

　男は笑い、背の長剣に手をかけた。

「さあ、相手になれ！　黒竜トルケマーダの前に立ちはだかった蛮ばん勇ゆうに免じて、苦しまぬようにとどめを刺してやる」

　通常のものよりはるかに長い、やや細身の刃が抜かれた。

「ならばこちらも、悪夢を見せてやろう」

　一瞬後、二人は斬きり結んだ。

　キイイイーンッ！

　鋭するどい金属音が三つ、ほぼ重なって響く。刹せつ那なの間に三回、剣が打ち合わされたのだ。

　次の瞬間、二人は同時に飛び退すさって、間合いと相手の呼吸をはかった。

「ほう……」

　じりじりと下がりながら、竜使いは感心したようにリックの顔を見つめる。

「俺の初はつ太た刀ちをかわせる者は、ほぼ百人に一人。二の太刀をかわせた者は、さらにそのうちの百人に一人。三の太刀までかわせた人間は、お前が初めてだ」

　彼は左手で後ろの黒竜に合あい図ずした。

「トルケマーダ、これは俺の相手だ。しばらくひとりで遊んでいてくれ」

　黒竜はこれに従い、翼を大きく羽撃いて飛び上がると、上空をゆっくりと旋回し始める。

「かなりの修練を積んだ剣士と見た。ぜひ、その名を聞きたい、お前の死後もその名を思い出せるように」

「先に名乗るのだな」

　リックは告げた。

「もっとも、私は死んでゆく人間の名になど興味はないが」

「……よかろう。我が名はオリヴィエ、ミシュハバードの三神しん官かんの一人」

　男はその冷たい瞳ひとみに、氷の笑みをたたえた。

「何？」

　リックは眉まゆをひそめる。彼の言うことが真実なら、これでこの一年の間に、別々の時に別々の場所で三人全員に出会ったことになる。

「三神官がなぜ、アムサールで愚おろかな領りよう主しゆが行なう殺さつ戮りくに手を貸している？」

「血を流すこと、命を奪うことは神官としての務めだからな」

　オリヴィエは続けた。

「……もっとも、お前にはそう言っても分からぬだろう。まあいい、礼儀は守った。今度はそちらが名乗れ」

　そう促うながしながらも、オリヴィエにはまったく隙すきがない。

　逆にリックがほんのわずかでも隙を見せれば、すかさずそこにつけ入る気だ。

「フレオリック。……ヤーバシアのフレオリック」

「なるほど。お前だったのか、ダイモニオンが入れ込んでいた賞金首は？」

　オリヴィエは、納なつ得とくしたようだった。

「……だが、俺も自分の剣でその腕を見み極きわめたい」

「できるかな？」

　リックは一歩、相手の間合いに踏み込んだ。先に仕掛けるつもりはなく、相手を自分の間合いに引き込むために、動いて見せたのだ。

　この誘いに、オリヴィエは乗った。おそらくは承しよう知ちの上で。

　剣先を下げた体勢で、一気にリックに迫るオリヴィエ。空気を斬り裂いて、再度、銀色の二筋の光が交こう錯さくする。

　そして……。

　再び二人が大きく間合いをとった時、オリヴィエの顔からゆとりが消えていた。

　オリヴィエの脇わき腹ばらをグリードはかすめ、暗あん灰かい色しよくの服とその下の皮膚を裂いていたのだ。

　にじみ出る血が、服に濃い紫の染しみを作ってゆく。

「多少は、やるか」

　オリヴィエは正せい眼がんの構えから、剣先を地面スレスレまで下げてゆく。その目に、すでに遊びの色はない。

　だが、一方のリックも灰色の瞳は厳しかった。彼もまた右肩に浅あさ手でを受けていたのだ。

　失しつ血けつは大したことはないが、鋭い一撃は痺しびれを右腕に残している。

「……次は、仕し留とめる」

　リックはグリードを鞘さやに戻して抜ばつ刀とうの姿勢を取り、二人の立ち合いは膠こう着ちやく状態に陥おちいった。

　両者はやや遠い間合いに立ったまま、動こうとはしない。焦じれてうかつに攻勢に出れば、〝後の先〟を取られての敗はい北ぼくは必ひつ至し。リックもオリヴィエも、相手を〝観〟つつ、たった一度の機会を待つ。

　凍った時間の中、静かな死し闘とうが二人の間で演じられていた。

　そんな時……。

「リック！」

　六頭立ての馬車の窓から身を乗り出したピュティアの声が、黒衣の剣士の耳に達とどいた。

　ダル・ハーの操あやつる馬車が、蹄ひづめの音を嵐のように響かせ、決闘の場に突っ込んできたのだ。

　一瞬、リックの注意がそちらにそれる。

　すかさずオリヴィエは間合いを詰め、必殺の横よこ薙なぎでリックの首を狙った。

　ギュンッ！

　長剣の白はく刃じんが、稲いな妻ずまのように奔はしる。リックは倒れるようにして腰を落とし、辛かろうじてこれをやり過ごした。だが、オリヴィエの長剣は頭上スレスレのところを通過して反転、右の肩口に飛ぶ。体勢を崩くずしたリックはこれを避よけきれない。

「リック！」

　ピュティアの悲ひ鳴めい。

「済すまんな、ダイモニオン！　腕うで試だめしはやめだ！」

　オリヴィエは勝利を確信した。

　しかし。

「……！」

　オリヴィエは突然、リックの肩に食い込む寸前の長剣を返し、振り向きざまに払った。

　チュイーンッ！

　真っすぐに彼の喉のど元もとを狙って飛んできた陶製の短剣が二つに斬られ、その中に仕込んであった強酸があたりに飛び散った。

　オリヴィエはこれをまともに浴びるほど鈍にぶくはない。大きく真横に飛んで避ける。

　この隙にリックは石いし畳だたみの上を転ころがり、オリヴィエとの間に十分な距離を取った。

「つまらぬ邪じや魔まが……」

　オリヴィエは玩具おもちやを取り上げられた子供のような表情で、短剣の飛んできた方向を見る。

「……女？」

　彼はつぶやいた。

　急停車した馬車から飛び下りたのは、燃えるような紅くれないの髪を風になびかせた一人の女。

　サイベルである。

「……まさかとは思ったけれど」

　普ふ段だんとは違う響きが、サイベルの声にはあった。

「とうとう………、とうとう見つけたわ、黒竜の剣士！」

　その緑の瞳がオリヴィエを捉とらえた瞬間から、彼女の心臓は燃え上がる血の奔ほん流りゆうで張り裂けんばかりになり、紅の髪は怒りと殺意の衝しよう動どうで逆立つように波打っている。

「邪魔をするな、女」

　煩わずらわしげにオリヴィエは言った。

「死にたいのなら、後で殺してやる」

「……私を覚えていない？」

　サイベルはアゴを上げて自分の顔を見せたが、オリヴィエは肩をすくめただけだ。

「でしょうね」

　サイベルの口元に引きつった笑みが浮かんだ。

「クネプの修道院を襲ったことなんて、あなたにとっては過去のことでしょうから」

　彼女は両手で、二振りの細身の剣を抜いた。

　いつものように右手には、速効性の毒が塗られた、慈じ悲ひの剣。

　左には、苦しみ抜いた末に絶ぜつ命めいする猛毒の塗られた、悔かい恨こんの剣である。

　だが、いつもと違い、剣を握る両の手は震えていた。

　意識して指に力を込めていないと、剣を落としてしまいそうになるほどに。

「クネプの修道院？……ああ、生き残った者がいたのか？」

　オリヴィエは目を細めた。

「たった一人だけね」

　サイベルは、未いまだに夢に見る。

　燃え上がる修道院を背景に浮かび上がる黒竜と、その背に乗る冷たい目の剣士の姿を。

　竜に嚙み砕かれ、焼き殺される友人の修道女たちを。

　そして、自分をかばって死んだ、母のように優しかった院長の最後を。

「私は片かた時ときも忘れたことはなかったわ。……私から大たい切せつな人たちを奪ったあなたを探さがし、殺すために、賞金首に成り下がってまで生きてきたのだから！」

　サイベルは胸の前で二振りの剣を交差させた。ぶつかり合った刃が蒼あおい火花を散らす。

「サイベル、下がれ。お前では勝てない」

　立ち上がったリックが言った。

「ごめんなさいね、これだけは譲れないの」

　サイベルは、リックの方を見ようともしなかった。

「……刺し違えるくらいの覚悟はできているわ」

「己おのれの腕を知ることだ、女。つけ焼き刃の剣術では、差し違えることさえできぬぞ」

　オリヴィエは嘲ちよう笑しようする。

「試してみましょうよ」

　サイベルはいきなり、オリヴィエの間合いに飛び込んでいった。細身の剣がしなり、竜使いを狙ねらう。ピュティアは彼女が剣を使うところを初めて見るが、確かにつけ焼き刃ではない。ダル・ハーや、今までリックが相手にしてきた賞金稼かせぎたちより、かなり腕は上だ。

　だがやはり、剣速はリックやオリヴィエと比くらべると遅おそい。オリヴィエは楽々とこれを見切り、一度も剣を打ち合わせることなくサイベルの周囲を回り、嘲ちよう弄ろうする。

「仲間のところに送ってやろう」

　歯を食い縛しばりながら剣を操るサイベルに、哀あわれみの目を向けながらオリヴィエは言った。

「どう殺されたい？　ひと思いに喉を裂くか？　無数の浅手で血ち塗まみれになってゆっくりと死んでゆくか？　それとも修道院の女どもと同じように、竜の牙で嚙み砕いてやろうか？」

　上空で旋回する黒竜が、応こたえるように咆ほう哮こうを上げた。

「こいつ！　こいつ！　こいつ！　こいつ！」

　サイベルはさらに熱くなり、力の入り過ぎた太た刀ち筋すじは鈍にぶくなった。

　手のひらの汗で剣の握りが甘くなり、軽量の細身の剣も何度か取り落としかける。

「惜おしいな、もう少しだ！」

　オリヴィエはサイベルを翻ほん弄ろうしつつ、逃げ場のない方向に追い詰めてゆく。彼女自身は終しゆう始し攻めているつもりだが、その位置取りは巧たくみに竜使いの思おも惑わく通りに誘導されている。

　怒りに視野が狭せばまっているのだ。

「……まずいな」

　リックはサイベルとオリヴィエの間に走り込んだ。

　キーンッ！

「……貴き様さまの相手は、私ではないのか？」

　抜き放たれたグリードが長剣をはね上げ、リックとオリヴィエの視線がぶつかる。

「二人同時か？　よかろう、どちらも逃のがしはしない」

　オリヴィエは言い放つ。

「余計な手出しはしないで！」

　汗まみれのサイベルは叫さけんだ。

　その抗議を聞き流し、リックはオリヴィエの右手に回る。竜使いを中心に、サイベルと対称の位置に立とうというのだ。サイベルに向いているオリヴィエの注意を自分に引きつけ、サイベルに離り脱だつの機会を与えるために。

　しかし、オリヴィエはこれには乗らなかった。身体はリックに向けて開きつつ、長剣の切っ先はサイベルの眉み間けんをピタリと指さして隙はない。

「ようやく出会えた……みんなの仇かたき……。ここで逃がしたら……」

　肩で息をしながら、サイベルはうわ言のようにつぶやく。

　彼女の頭の上で舞う黒竜は、まるで荒こう野やで迷った人間が死ぬのを待つ禿はげ鷹たかのようだ。

「……トルケマーダ、退屈か？」

　黒竜が再び咆哮して空気を震わせると、オリヴィエは苦笑した。

「分かった、早めにけりをつけて、仕事に戻ろう」

　オリヴィエはサイベルに突きつけていた剣をいったん引いて、逆さか手てに持ちかえてその場に膝ひざをつき、さらにリックを正面にしながら、その顔を伏せる。

「リック、今！」

　この千せん載ざい一いち遇ぐうの機会に、ピュティアから声が飛ぶ。

「…………」

　だが、リックは動こうとはしなかった。

　オリヴィエの剣気の急激な高まりが、彼を踏み止とどまらせたのである。

　竜使いを中心に旋風が起こり、空間が歪ゆがみ始める。リックたちの目の前で、長剣とオリヴィエの身体が光を帯び出し、やがて金色の輝きが全身を包み込んだ。

「何さ、あれ……？」

　ピュティアもようやく異変に気がつく。そこにやってきたアリューズとイヴリンも、畏い怖ふに近い念を覚え、馬から下りるとその場で立ちすくんだ。

「あれは……人間なの？」

　イヴリンはアリューズの手を無意識のうちに握った。

「……グフ、これはまずそうですね」

「〝呪じゆ波は〟？　いや、違うな」

　人々を外に逃がして戻ってきた二人の魔道士も、これを目のあたりにしてつぶやいた。

　そして……。

「……待たせたな、フレオリック、女」

　オリヴィエは立ち上がった。今や、リックに向けられたその瞳までが黄金色である。

「サイベル」

　リックは抜刀の姿勢のまま、やや落ち着きを取り戻した赤毛の貴き婦ふ人じんに声をかけた。

「何よ！　まだ下がれって言うの!?」

　挑戦的な口調でサイベルは答える。

「いいや、それにはもう間に合わぬ」

　と、リック。

「フロランドたちをここから避難させろ。下へ手たをするとあの娘たちも巻き込まれるぞ」

「……えっ？」

　だが、この警告も遅きに失した。

「……冥めい府ふへの道案内だ」

　突然、オリヴィエは動きだした。サイベルの懐ふところに飛び込むとその胸ぐらをつかみ、そのまま踵きびすを返してリックの間合いに飛び込む。

　抜刀をかけようとするリックに対し、彼はサイベルを盾たてに二段突きを放つ。

「！」

　一撃目がサイベルの脇わきをかすめてリックの右上腕を、二撃目はサイベルの肩をえぐりながらリックの頰ほおをかすった。氷剣がまだ、鞘から半分も抜け切らないうちにである。

　リックは大きく跳とんで後ろに下がり、再び遠い間合いにもってゆく。

「……信じられんな」

　リックは石畳に滴したたり落ちる血に、やや不快げに眉をひそめる。その表情を曇らせたのは、傷を負わされたことよりも、この二段突きがまったく目に映らなかったという事実だった。

　先ほどまでの動きでさえ、リック自身の剣より確実に数段は速かった。

　しかし、今は剣速を問うこと自体が無意味。足あし捌さばきでさえ、見えなかったのだ。

　リックをしてこの有あり様さまとあれば、他の人間の反応は推おして知るべし。

　ピュティアやフロランド、アリューズたちの目にも竜使いは消えたとしか見えなかった。

「ど、どうなったの！」

「分かりませ～ん！　ご主人さまが～」

　ピュティアとフロランドが顔を見合わせる。

　アリューズはしがみつくイヴリンの手を振り切って剣を抜こうとするが、これをダル・ハーが制した。

「あいつらがてこずってるんだぜ。俺たちじゃ加か勢せいのしようもねえ、邪魔になるだけだ」

　頭を振る賞金稼ぎだが、

（ひょっとして、あの二人がくたばる？　そうなりゃ、賞金の金貨合計一万枚は……）

　と、心の隅すみで思っていたりもする。

「……身体機能の強化か？」

「それだけではなさそうですよ。かといって、どう違うかと聞かれても……」

　魔道士たちは声を潜ひそめて話す。〝呪じゆ波は〟の力によって知覚能力を高めることで、二人はオリヴィエの動きを辛かろうじて視認できたのだ。

「攻撃魔法の発動時間内に、視界の端から端まで移動されるようでは……」

　アノーが苦く渋じゆうの表情を浮かべた。

「我われ々われでは手が出せませんな」

　うなずくゲールラッハ。

「もっとも、あの男なら……」

「兄弟ゲールラッハ、君が彼の名を出すかね？」

「ダレク猊げい下かも、今はザモーラとの決戦の準備に忙いそがしく、彼に関わっている時間はありませんからねえ。この使命を果たすまでは、私もあの異い端たん者しやを敵視する必要はない訳わけで」

「彼が異端なら、我々の中で正当を名乗れる者はいなくなる」

「おやおや、異端審しん問もん官かんとは思えぬ言葉ですな」

　ゲールラッハは短い首をすくめた。




（…………）

　サイベルの意識は朦もう朧ろうとしていた。

　首を締め上げられた格かつ好こうで、人間の目では追いつかない速さで振り回されているのだから、当然といえば当然である。

　屈くつ辱じよく的てきなのは、オリヴィエが自分のことを、フレオリックに対する盾としてしか見ていないことだった。自分の腕の未熟さを、これほどまでに実感したことはなかった。

「どうした、フレオリック!?　太刀筋が鈍いぞ！」

　時おり、オリヴィエは動きを止め、余裕の表情をリックに見せる。竜使いの目はもうサイベルには向けられていない。彼女に注意を向ける必要を、まったく感じていないのだ。

　悔かい恨こんの剣も慈悲の剣も、いつ落としたのか覚えていないが、手にはない。四し肢しは重く、力が入らない。操り人形になって、壁にぶら下げられているような感覚だ。

（それに……）

　サイベルは思う。

（魂たましいの指輪、働いていない）

　修道院長の形かた見みであり、七色の光を発して常にサイベルを護まもっていた魂の指輪が、機能していなかった。

　魂の指輪は、外からの攻撃には無敵ともいえる障しよう壁へきを張るが、密着された位置からの攻撃には反応できない。今は、サイベルとオリヴィエの位置が近すぎるのだ。

　一方で、リックがオリヴィエに向ける攻撃に対しては障壁が生まれている。サイベルを護るための障壁が、皮肉なことにオリヴィエを護っているのである。

　この戦いの中、剣鬼と呼ばれるフレオリックは、見えないオリヴィエの動きにも次し第だいに対処できるようになりつつあったが、反撃を試こころみる度たび、魂の指輪が必殺の一撃を無効にする。グリードは障壁にはね返され、その切っ先をそらされてしまうのだ。

（こんなことって……）

　全身の血が逆流するような憤ふん怒ぬが、サイベルの身体を駆け巡る。

（この私が……足手まといですって！）

　誇ほこりが、闘志に新たな火を灯ともした。サイベルは大きく息を吸い込むと、震える右手を上げて唇くちびるの間に中指を差し込み、身体に残っているすべての力を集中してアゴを閉じた。

　ブツッ！

　鉄の錆さびのような味の、生なま温あたたかいドロリとした液体が口の中に広がる。と同時に、魂の指輪が作り出していた障壁が搔かき消えた。

　指輪をしている中指をサイベルは嚙み切り、その力を失わせたのだ。

「フレオリック！」

　サイベルは口に残っていたものを吐き出しながら、黒衣の剣士を見る。
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「やって！」

　リックは一瞬のうちに、彼女の意志を理解した。

　サイベルは自分とともに、グリードでオリヴィエを貫つらぬけというのだ。

　リックはうなずいた。

「……何をする気だ？」

　オリヴィエが、困こん惑わくの色をその冷たい瞳に過よぎらせた。

「すまない、フロランド……」

　リックはグリードを背に回し、オリヴィエに向かって突進する。

　剣速に、疾しつ走そうの速度を加えて竜使いに対抗しようというのだ。

　それを見て、

「……ざまあみろ」

　サイベルは力なく笑う。

「まさか！」

　オリヴィエはようやく、リックたちの意い図とに気がついた。切っ先を下げていた長剣を黒衣の剣士に向けようとするが、左腕でつかんでいるサイベルが暴あばれてこれを妨害する。

　そこに、迷いを断ったグリードの氷刃が、オリヴィエの剣に劣おとららぬ勢いでサイベルの胸の中心を狙う。

「リック、やめ……！」

「ご主人さま！」

「リックさん！」

　ピュティアが、フロランドが、アリューズが目を閉じた。

　そして、次の瞬間……。

　ドーンッ！

　轟ごう音おんと衝撃が、ピュティアたちを襲った。

　何かが、リックとオリヴィエの間で爆ばく発はつしたのだ。土つち煙けむりが巻き起こり、視界を包み込む。

　意外な展開に茫ぼう然ぜんとするフロランドやアリューズたち。

「まさか？」

「グフ、これは」

　アノーとゲールラッハは目め配くばせを交かわす。

「リック！　サイベル！」

　ピュティアは叫さけび、リックたちが戦っていた場所に向かって走りかけた。

　だが……。

「……！」

　その肩を背後から白い手が伸びてきてつかみ、引き止めた。

「リック？」

　ピュティアは振り返る。

　しかし、そこにあったのは思いもかけぬ人物の姿だった。

「お止やめなさい。彼は無事に決まってるわ」

　声の主は、長身の銀色の髪の女。

　そして、彼女と並んで立つのは、金髪の優しい顔つきの青年。

「ア、アマラ！　それにセイル！」

　アマラは微ほほ笑えんで手を放すと、魔道士を振り返る。

「間に合ったようね」

「ええ」

　セイルは、さっきまでオリヴィエたちがいた場所に向けられていた腕を下ろした。

「どうして、あんたたちがここに？」

　淀よどんだ水から顔を出した川魚のように、ピュティアは口をパクパクさせる。

「説明は後ね」

　アマラは告げた。この時、ようやく土煙が収おさまり始めたのだ。

　次し第だいに浮き上がってくる人影。

　ひとつは、美しい顔を怒りに歪ませてアマラたちをにらむオリヴィエ。

　もうひとつは、サイベルを腕に抱いたリックのものだ。

「また援軍か……」

　オリヴィエの怒りは、セイルと自分自身にほぼ半々に向けられていた。

「迂う闊かつだったな、魔道士が近づいてくるのに気づかぬとは」

　またリックも、咎とがめるような視線をセイルに向けた。

「余計な手出しをしなければ、この男を仕し留とめられていた」

「ごめんなさい」

　セイルは謝あやまった。

「でも、さっきのままだと、その女性が死んでしまうところだったので」

　サイベルは、リックの腕の中でグッタリとしていた。

　かすかに胸が上下しているところを見ると、命はあるようだ。

「……そうだな」

　リックもうなずく。

「だが、助けたからといって、この女から感謝の言葉がもらえるとは思わぬ方がいいぞ」

　彼はサイベルを下ろすと、彼女のそばからゆっくりと離れる。

「これで盾はなくなったな」

　アマラとフロランドがサイベルに駆け寄り、彼女を抱だき抱かかえて後退すると、リックはオリヴィエに向かってゆっくりと間合いを詰め始めた。

「ああ。一転してこちらの不利だ」

　と、あっさり認めるオリヴィエ。

「魔道士がそちらに味方するのなら、こちらもある限りの戦力を使わせてもらう」

　彼の左手が高く上がる。

「トルケマーダ！」

　上空に待たい機きしていた黒竜が待ち兼ねたように降こう下かし、地響きとともにオリヴィエの隣に下り立った。その翼つばさが起こす旋風に再び土つち埃ぼこりが上がり、ピュティアは腕で目を覆おおう。

「お前はあの魔道士を殺やれ」

　大人しく下げられた黒竜の頭に、オリヴィエはささやいた。

　彼の言葉に反応して、邪じや悪あくな紅の瞳どう孔こうが繰り返し幅を変える。

「……無論だ。腹は壊すなよ」

　竜はうなずき、再び力強く羽は撃ばたいて、空へと戻った。そして、その飢うえた目をセイルに向けると、蝙蝠こうもりのようなその翼をたたんで一気に降下する。

「僕を食べると消化不良ですか？」

　その姿を見上げながら、セイルはつぶやく。

「油ゆ断だんしないで！」

　アマラの声は真剣だった。




　リックは再度、オリヴィエの正面、間合いギリギリのところに立っていた。

「ダイモニオンの目は正しかったようだな」

　オリヴィエは言った。

「貴様は底知れぬ。戦いの間にもどんどん腕を上げてゆく。まさか、剣気を高めた俺の動きを見切るとはな」

　長剣が鞘さやに戻された。

「お互い、抜き放っての一撃の勝負といこう。どうしても貴様との勝負、つけたくなった」

「望むところだ」

　リックも氷剣を鞘に収める。

　再び、二人の間で時間が凍った。




　黒竜トルケマーダは巨大なその顎あぎとで飲み込むべく、セイルに向かって降下していた。

　だが……。

「早くあの人の手当てもしないと……」

　セイルは、サイベルが寝かされている方に目を遣やっていた。

「何をやっているんです、相手は竜ですよ！」

　見かねてゲールラッハが声をかけた。

「ゲールラッハ？　それにアノー？　どうして二人が？」

　セイルは彼らを振り返り、見み間ま違ちがえではないかと目を細める。

「いいから、竜に集中してくれ！　事情は後で説明する！」

　セイルを高く評価するアノーも、とうとう切せつ羽ぱ詰つまった声を上げた。

「そうですね……」

　セイルは黒竜を見上げた。

「……この竜、多分、熱には強いでしょうね」

　彼は一瞬のうちに〝呪波〟を練ねり上げた。そして、その〝呪波〟を手のひらに集め、竜の眉み間けんに向けて放つ。

「目に見えぬ力が……砕くだく」

　ズンッ！

　衝撃波がトルケマーダの眉間に叩きつけられた。大脳を揺さ振られ、頭ず蓋がいにヒビが入った黒竜は、意識を失ってそのまま真下に落ちてゆく。

「あの攻撃魔法、教団の魔術書にはないぞ……」

　異端審問官として、数々の攻撃魔法を身につけているアノーが茫然とする。

「グフフッ！　これは異端の証拠のひとつと言えるのでは？」

　抜け目なくゲールラッハが尋たずねた。

「ああ。だが……」

　口ごもるアノー。

　そんな二人をよそに、黒竜は錐きり揉もみ状態で落下し、イヴリンとアリューズが立っていた場所の近くに落ちてゆく。

「危あぶない！　離れて！」

　セイルは叫さけんだ。

「こっち！」

　アリューズはイヴリンの腕を引っ張って、ピュティアたちがいるところに向かって走る。

　しかし、足の遅いイヴリンの手が離れ、二人の間の距離が開いた。

　そこに……。

　ドドーンッ！

　黒竜は落下した。

　至し近きん距きよ離りである。アリューズもイヴリンも吹き飛ばされ、瓦が礫れきに叩きつけられる。

「しまった！」

　セイルは、竜の落ちる場所にまで気を使っていなかった自分の迂う闊かつさを悔くやんだ。

　急いで駆け寄り、まずアリューズを抱き起こす。

　大きな怪け我がはない。気を失っただけのようだ。

　イヴリンの方には、アノーが向かっている。

　だが、これを見て反応を起こしたのは、彼らだけではなかった。




「……ちっ、トルケマーダ！」

　墜つい落らく音おんを聞いたオリヴィエは大きく跳ちよう躍やくして、リックとの間合いを開いた。

「勝負はまた次の機会だ！　やらねばならぬことを思い出した！」

　彼も黒竜の落下位置に向かって走った。




「セイル！」

　アリューズを介かい抱ほうする青年魔道士に、アマラの声が飛ぶ。

「早く竜にとどめを！」

　セイルは黒竜を振り返った。竜は鼻から緑の血を流し、全身を痙けい攣れんさせている。

「大だい丈じよう夫ぶ、殺すまでもないでしょう」

「そんな！　甘いこと言って！」

　アマラはサイベルの手当てをフロランドに任まかせ、大おお股またでセイルのところにやってくる。

「いい加か減げん怒るわよ！　まだ戦いは続いているのに、情けをかけている場合じゃないわ！」

「……もう怒っているじゃないですか」

「いちいちまぜっ返さな……！」

　アマラは突然、セイルに飛びつき、地面に伏せた。

　一瞬後、彼らの頭の上スレスレのところを巨大な何かが過よぎる。それが竜の尾だとセイルが気がついたのは、自分の手のひらにアマラの血を感じてからだった。

「アマラ！」

　尾に生えている鋭い刺とげの一本が、アマラの背を裂いていた。

　泉のように溢あふれ出る血が、セイルの指を伝う。

「……大丈……夫よ」

　アマラは起き上がろうとした。

「……馬ば鹿かね、ほんとに……わたしが注意……して……いないと」

　彼女は微笑み、そのまま意識を失った。

「……くっ！」

　セイルはアマラを抱き上げ、黒竜を見上げた。

　竜は失しつ神しんしていたのではなかった。その振りをして、反撃の機会を狙っていたのだ。

「魔道士！　トルケマーダは怒っているぞ！」

　いつの間にかオリヴィエが黒竜の肩の上に乗り、二人を見下ろしていた。

「どうしても、貴様を殺さないと気が済まぬそうだ」

「……僕も同じ気持ちになりそうなのを、堪こらえているところですよ」

　セイルは肩を震わせた。

「そうか」

　オリヴィエは、彼の反応を楽しんでいた。

「戦わせてやりたいところだが、当初の目的を果たした今は、アラアト・アル・ガバルに一いつ旦たん戻らねばならぬ。さらばだ、また会おう！」

　黒竜は突風を巻き起こして飛ひ翔しようすると、上空で滞たい空くうし、勝利を誇るような吠ほえ声を上げてから南のアラアト・アル・ガバルに向かって飛び去っていった。

　セイルは次し第だいに小さくなってゆく竜の姿に向けて、〝呪波〟を放とうとして止める。

　ここで戦いをさらに続ければ、アマラの手当てが間に合わなくなるかも知れないからだ。

「僕の油ゆ断だんが……」

　セイルはアマラの身体を強く抱き締めた。

　そこに、アノーとゲールラッハ、やや遅れてリックとピュティアが集まってくる。

「セイル！　アマラは！」

　ピュティアは、顔を涙で汚よごしていた。

「いやだよ、死んだら。あんた、怪け我がなんてしたことないくせに」

　少女は力の抜けたアマラの手を強く握り締めた。

「その御婦人、確か会ったことが……」

　ゲールラッハはアマラを見て、贅ぜい肉にくのついた首を傾かしげた。

「兄弟、前に彼女に殺されかけたんだよ、君は」

　アノーが呆あきれたように言い、異端の魔道士に尋ねる。

「怪我の程度は？」

「……軽くはない」

　セイルは短く答え、すぐに〝呪波〟を増幅して応急的な治療にかかる。

　緑の温あたたかな光を帯び始めた彼の右手が、出血を続ける背中の傷にかざされる。

「どこか安静にできる場所は？」

　セイルがアノーの顔を見上げたところに、ダル・ハーが馬車でやってきた。

「こいつで運ぼうぜ！　怪我人を全員積め込みな！」

　ここにはアマラの他に、アリューズとサイベルが意識を失って倒れていた。

　すでに黒竜に咬かみ殺された人々は別にして。

　リックの受けたいくつかの傷も、軽くはない。

　リックはまず、ダル・ハーの手を借りて、サイベルを馬車の中に運び入れた。続いて、アリューズ。最後にピュティアが手を握ったまま放さないアマラだ。

「イヴリンは？」







[image: ]







　三人を収容した後、リックはあたりを見渡した。先ほどから姿が見当たらないのだ。

「……あのオリヴィエという男です」

　アノーが言い辛づらそうに答える。

「竜が落ちた時に気絶して……。それをあの男が抱えて竜に乗り込みました」

「殺さずに？……何のためだ？」

　リックは眉まゆをひそめる。

「何でもいいったら！　早く、アマラたちを！」

　ピュティアが急せかした。

「ほら、フロランドも乗りなって！」

　だが……。

「ご主人さま……」

　フロランドは馬車の傍かたわらでしゃがみ、震えていた。

「もう！　急がないと危あぶないんだからさ！」

　ピュティアはアマラから離れ、馬車を飛び降りる。

　フロランドは顔を上げ、唇くちびるを震わせるとピュティアの胸にしがみついた。

「……独ひとりぼっちになっちゃうんです！　あの方がいないと、もうわたしには誰もいないんです～！」

「な、泣くんじゃないよ！」

　ついさっきまで自分が泣いていたことを忘れ、対応に困るピュティア。

　そこにやってきてフロランドを抱き上げたのは、リックだった。

「手間をかけさせるな」

「リックさん～！　わたし……わたし……」

（……むうっ！）

　たとえ幼おさないフロランドでも、無断でリックに抱きつかれるとピュティアの頰ほおが膨ふくれる。

「サイベルがそう簡単に死ぬ女かどうか、お前が一番よく知っているだろう？」

　リックは、しゃくり上げるフロランドの頭に手を置いた。

「うろたえている暇ひまがあったら、あの女が目を覚まして文句を言い出す前に、食事と着替えの用意をしておくことだ」

「……うう、………はい」

　少女は小さく、うなずいた。

「アマラも同じだ」

　リックはフロランドを抱き上げたまま馬車の扉とびらを開けて、独り言のようにつぶやく。

　その言葉が誰に向けられたものか、ピュティアにははっきりと伝わる。

「……そうだよね」

　ピュティアは笑顔を見せた。

「あと百年ぐらいは死にそうにないよね」

　その時。

「セイル！」

　ひとりの青年が、瓦礫の間を駆け抜けてきた。

　青年はセイルの知り合いらしく、御ぎよ者しや台だいの彼に声をかける。

「思ったよりも、船団が着くのは早そうだぜ。潮しおの加減から見ると、明後日あさつてぐらいには港に入るんじゃないか。……おい、アマラはどうした？」

　青年はセイルの強こわばった表情に言葉を切ると、周囲を見た。

「あれ、ピュティア？　それにフレオリック？　いったいここで何が起こっているんだ？」

「あ、あ、あ、あ、あんた！」

　ピュティアは、震える手で青年を指さした。青年の顔には見覚えがある。かつて蓄たくわえていたヒゲはないが、ヒュオンという剣士に間違いない。

　だが、ピュティアの記憶では、彼はタレントゥムの街で死んでいるはずだった。

「ゆ、幽霊……」

　ピュティアはとうとう気を失った。







　第三章　浄化、または再生に至る破壊







　黒竜トルケマーダは尖せん塔とうの間を縫ぬうように飛んで、アラアト・アル・ガバルの中庭に舞い下りた。

　オリヴィエはイヴリンを抱いたまま竜の背から下り立つと、暗く人ひと気けのない回かい廊ろうを歩き、ワズガの待つ謁えつ見けんの間まに向かった。かつては二千人近い貴族とその使用人が暮らし、働いていたこの要よう塞さいも現在ではワズガの血けつ縁えんの他には百人ほどの傭よう兵へいしかいない。回廊で誰かとすれ違うことは、かなり稀まれである。

　この時も、オリヴィエは誰にも会わずに謁見の間に着いた。

「おおっ！　どうであった、オリヴィエ殿！」

　ワズガは玉ぎよく座ざから立ち上がって竜使いを迎えた。

「それで、つかめたのか？　ランベールどもの潜せん伏ぷく場所は？」

「この女から聞き出す。ランベールの副官の小こ僧ぞうと共にいた女だ」

　オリヴィエは、少女を冷たい大だい理り石せきの床ゆかに投げ出すと、領りよう主しゆに冷えきった視線を向ける。

「御自分で尋じん問もんを、陛へい下か？」

「……ふむ」

　陛下という言葉の響きに皮肉が込められていたことに気づきもしないワズガ。

　その血走った視線が、力なくのびたイヴリンの白い太ももに粘り着くように這はう。

　だが、すぐに臆おく病びようなためらいが彼の心に生まれた。情報を何も聞き出せなかった場合、無能な為い政せい者しやとみなされ、オリヴィエに見捨てられるのではないか、と考えたのだ。

「……では、こうしよう」

　迷う領主に、オリヴィエは提案する。

「まず、陛下が穏おだやかにこの娘を説得する。それで吐かなければ、その後に俺が尋問する」

「それがよい」

　ワズガは汗ばんだ手を擦こすり合わせた。

　これならば面めん目もくを保たもてる上に、この娘を我わがものとできる。

「では、しばらくの間、下がっていてもらおうか、オリヴィエ殿。……それと、誰もここへは通さぬようにな」

　オリヴィエは領主に一礼して辞じ去きよした。

　扉とびらを後ろ手に閉めた時、服の裂ける音が背はい後ごで聞こえた。

「屑くずが……！」

　オリヴィエは吐き捨てるように言い、壁にこぶしを打ちつけた。




　しばらくして、アル・カヒール渓けい谷こくが要塞の暗い巨大な影に覆おおわれ始めた頃……。

　オリヴィエが謁見の間に戻ると、そこにはすでにドローズもやってきていた。

「おお、来たか！」

　ワズガは上じよう機き嫌げんの様よう子すで竜使いを迎えた。オリヴィエがチラリと部屋の隅すみに目を遣やると、そこにはボロボロの服を申し訳程度にまとい、すすり泣くイヴリンの姿があった。

「オリヴィエ殿、ランベール一党の拠きよ点てんが分かった」

「あの娘が吐いたのか？」

　ワズガは鷹おう揚ようにうなずく。すでに、少女に対する興味は失ったようだった。

「奴め、考えたわ！　反乱が起こった時、真っ先にドローズが火の海にした施せ療りよう院いんの地下に、武器や食料を隠しておったのだ！」

「主力も今、そこに？」

「そのようだ。かなり潰つぶしたと考えてはいたが、まだ戦える者が三百は残っているらしい」

　ワズガは楽しげに、玉座の肘ひじ掛かけを指先でコツコツと調子良く叩たたく。

「そこで、余よはここで一気に奴らを消し去ろうと思う。……さて、ドローズ」

「はい。……オリヴィエ殿、これが新しい骸むくろ兵へいだ」

　兄に声をかけられた猫ねこ背ぜの青年は、パンパンと手を打った。

　すると、傭兵が小さな車輪のついた四角い檻おりを謁見の間に運び込んでくる。

　檻の中で呻うめいているのは、一匹の醜しゆう怪かいな存在だった。骸兵に似てはいるが、その首は二つ。どちらも、捻ねじくれた背骨の延長上ではなく、肩口や背中に近い位置から出ている。目は澱よどみ、舌は伸びきり、アゴはだらしなく開きっぱなしだ。左手は原形を保っているが、右手は腐くさり、溶とけ落ちかけている。

「開あけろ」

　ドローズは傭兵に命じた。屈くつ強きようそうな傭兵はこれに従い、閂かんぬきを外はずして檻の扉を開く。

　その時……。

　ドンッ！

　ドローズはすかさず傭兵の背中に回り込み、彼を檻の中に押し込んだ。

「な、何を！」

　傭兵が驚いている間に閂が再び下ろされ、狭い檻の中に骸兵と傭兵が閉じ込められる。

「……さあ、やれ」

　ドローズは骸兵に命じた。

「くそっ！」

　傭兵は悪あく態たいをつき、剣を抜く。だが、新しい骸兵の動きは素す早ばやかった。鈍どん重じゆうそうな見かけと裏腹に、跳ちよう躍やくして体当たりをかけると、傭兵の腕から剣をもぎ取り──正確には手首ごと引き千ち切ぎり──、その刃を傭兵の腹に突き立てて裂いた。

　骸兵はそれから剣を投げ捨てると、腹に腕を差し入れて内臓を引き出し、口に運ぶ。貪むさぼり喰くう音と傭兵の悲ひ鳴めいが、謁見の間に響きわたり、やがて腸はらわたをすべて胃に収おさめた骸兵は、残りの部分の処理にかかった。

　オリヴィエたちの見ている前で、すべてが食べ尽くされてゆく。

　結局、残ったのは靴くつと剣だけ。勝利し、食事を終えて一回り身体からだの大きくなった骸兵の腹部には、新しい首が生えていた。その顔は紛まぎれもなく、餌え食じきとなった傭兵のものだった。

「どうだ、オリヴィエ殿？」

　誇らしげにドローズは尋たずねた。

「ああ。これならば、以前の骸兵の三倍以上の働きはするだろうな」

　控えめな表現だが、称しよう賛さんを受けたドローズは何度もうなずく。

「そうであろう。こやつを投とう入にゆうすれば、あのランベール一味を逃のがすことはない」

「この骸兵と傭兵百人を投じて、我われらは奴らの拠点を包囲する」

　ワズガは言った。

「その後はドローズの〝呪じゆ波は〟が、立てこもる連中を焼き殺す。位置さえ正確に分かれば、熱弾を集中して降らせ、岩をも煮立たせてやることができる、というのが本人の弁だ」

　ワズガは背もたれに寄り掛かり、尊そん大だいな笑みを浮かべた。

「これで、連中も終わりだ。逃げる隙すきはない」

　だが、この時……。

「街の人間を皆みな殺ごろしにするつもり!?」

　部屋の隅にいたイヴリンが彼を見上げて叫さけんだ。

「誰もいない廃はい墟きよの領主！　あなたはそこで鼠ねずみや蛆うじ虫むしを支配しているのがお似合いよ！」

　ワズガは玉座から立ち上がり、イヴリンの前に出るとその顔を踏み躙にじった。

「……余を怒らすな。せっかく拾った命だろう？」

　彼は踵かかとをジリジリとイヴリンの頰ほおに押しつける。

「愚おろかな娘だ。この国は最悪、余さえ生き残っていればいいのだ。今やエレネイはどこも戦いに満ち溢あふれている。その中で、余が速すみやかに反乱を鎮ちん圧あつし、平和をもたらしたという報が拡ひろがってみろ。各地から戦乱を避さけて人間が集まってくるわ」

　甲かん高だかい声が、一段と高くなる。

「彼らが忠実なアムサールの新しい臣しん民みんだ！　そもそも、今の民たみなど、我が祖先が苦難を重ねて拓ひらいた土地に、後から甘い蜜みつにたかる蠅はえのようにやってきた連中ではないか!?　連中など一人として必要ではないわ！」

　ワズガはオリヴィエを振り返った。

「オリヴィエ殿、貴き殿でんには余の警護を頼みたい。翌早朝、アムサールの新しい歴史が始まる！　これは浄化だ！　貴殿にはその生き証人となってもらおう」




　　　　＊　＊　＊




「……やな夢」

　ピュティアは目を覚ました。

　見ていた夢は、アマラたちが傷つき倒れ、死んだはずの男がニヤつきながら現われた夢。

（疲れてんのかな？）

　眼がん前ぜんに、自分の顔をのぞき込むリックの顔がある。少し、心配そうな表情にも見える。

「リック、あたし、何だか変な夢見てさ」

　ピュティアはゴシゴシと両手のひらで目を擦こすりながら身体からだを起こす。

　すると……。

「よおっ、お嬢ちゃん」

　リックの横から、ヒュオンがヒョイと顔を出した。一瞬、夢の続きかと思ったピュティアの反応は鈍にぶい。だが、次し第だいに顔から血の気けが失うせ、そして……。

「…………ひ、ひいいいいい～っ！　おばけ～っ！」

　ピュティアはブーツの投げナイフを抜こうと毛布の下でジタバタした。

「オバケはないだろう。久しぶりにあったんじゃないか」

　傷ついた表情のヒュオン。

「しょうがないわよ。あなたは死んだことになっていたんだから」

「……アマラ？」

　ピュティアは声の主を振り返った。隣となりの寝台で銀髪の女はセイルの手当てを受けていた。

「アマラッ！」

　ピュティアは転ころがるようにして寝台から抜け出し、アマラの首にしがみつく。

「どうしたのよ、珍めずらしい」

　アマラは少女の背を撫なでながら笑う。

「馬ば鹿か！　心配したんだから！」

「……少し、動かないでいてくれるとありがたいんですが」

　数種の薬草と〝呪じゆ波は〟を併へい用ようし、手当てを続けていたセイルが、ため息をつく。

　どうやらここは、昨日泊まったところとは別の隠かくれ家がのようである。

「ちょっと元気になると、これですからね」

　彼はセンテラの葉とエリンジウムの根の湿しつ布ぷを張りながら、ピュティアに目め配くばせする。

「は、早くしてよ……」

　セイルの手が剝むき出だしの肌に触ふれていることを突然意識したアマラは、胸元の毛布を引き上げ、頰が火ほ照てっていることを気づかれないように顔を伏せた。

　そして、自己嫌悪……。十代の少女じゃあるまいし、と彼女は心の中で舌打ちする。

「……で、なんでこの悪党、生きてんのさ？　死んだんじゃなかったの？」

　ピュティアはヒュオンを振り返った。どうやら幽霊ではないことに納なつ得とくしたようだ。

「まあ、確かにあの時、死にかけはしたがね」

　ヒュオンは困った顔つきになる。

　あのときというのは、去年の初冬のこと。

　高名な剣士が集つどう武術大会に参加すべくタレントゥムを訪おとずれたヒュオンは、そこでリックたちと知り合った。

　思えばこれが、ケチのつき始め。

　ヒュオンはこの街でアクーザルという妖よう剣けんに魅み入いられて、その剣に操あやつられるままある剣けん豪ごうを殺して剣を奪うと、仇あだ討うちを誓ちかったその剣豪の娘に、胸を貫つらぬかれて敗はい北ぼくしたのだ。

　決けつ闘とうに立ち合ったピュティアはこの時、ヒュオンが血ち塗まみれになって倒れるところを見ていた。それでてっきり、彼は死んだものと思っていたのだ。

　ところが、ヒュオンは辛かろうじて生きていた。そして虫の息のまま、アマラのもとへと運ばれたのである。

「で、手当てを受けて、それからはず～っと、オンボロ一座の使いっ走りさ」

　かつては野や望ぼうに燃えていた青年剣士の口調に、悲ひ哀あいが漂ただよう。

「……リック、知ってたんでしょ？」

　ピュティアは眉まゆを吊つり上がらせて、黒衣の剣士をにらんだ。

　知らなかったはずがない。これがリックの差し金であったことを、少女は確信していた。

「ああ」

　案の定じよう、リックはうなずく。

「もうっ！　ど～して教えてくれなかったのさっ！　いつも、いつも、い～っつも！　大たい切せつなことは、こっちが聞かないと教えてくれないんだから！」

「忘れていただけだ」

　リックはピュティアの激げき怒どを軽くやり過ごす。

　そして、そのやりとりの間に、セイルはアマラの手当てを終える。

「さあ、これで今はいいですよ」

「ありがと」

　アマラは上衣を羽は織おる。ちょうどそこに入ってきたのが、ゲールラッハとアノーだ。

「陛下がセイル・グレイをご存じとは驚きましたな。いや～、世間は狭い」

　ゲールラッハは剃そり上げた頭を撫でる。

「お互い、何度か顔を見たことがある、という程度だが……」

　リックは答え、それから、ふと、眉を上げてピュティアを見る。

「そういえば、なぜお前がこの男を知っている？」

「だって、前に助けてもらって怪け我がの手当てを……あわわっ！」

　ピュティアは自分の口を押さえたが、もう遅い。

「……なるほど、お前も大切なことは、こちらが尋ねないと教えぬようだな、相あい棒ぼう」

「あ～ん、もう皮肉言わないで！」

「……ところで、サイベルさんの容よう体だいは？」

　アノーがセイルに尋ねた。

「カモマイルの沈ちん静せい薬やくが効きいて、よく眠っています」

　セイルは、フロランドが付きっきりで介かい護ごをしている寝台を視線で示した。

「あの子も頑がん張ばっていますからね、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ」

「事じ態たいが落ち着いたら、少し君と話がしたいのだが……」

「ええ。僕も聞きたいことがあります」

　セイルはうなずいた。

　その時……。

「セ、セ、セ、セイルさん！　ヒュオンお兄ちゃん！　ご主人さまが！」

　と、フロランドの声。一同はサイベルの寝台の回りに集まる。

「……んっ」

　緑の目が、パッチリと開いた。今はドぎつい化粧も落としてあるので、その顔には十八の女の子らしい可か愛わいらしさがある。

「……フロランド、お腹なかが減った」

　第一声がこれである。

「はいっ！」

　フロランドは顔いっぱいに喜びを表現しながら、立ち上がって食事を取りに走った。

「やっぱり、リックさんの言った通りでした！」

　いったん扉とびらのところで振り返り、少女は笑った。

「……で、何よ。随ずい分ぶんと人が集まっているじゃない」

「あっ、駄だ目めですよ！　まだ、指はしっかりくっついた訳わけじゃないんですから！」

　サイベルがあたりを見渡して、頭を搔かこうとした時、セイルがその手を押さえた。

「……指」

　サイベルは右手を見た。中指に包ほう帯たいが巻かれている。

「そうか……」

　彼女は思い出した。魂たましいの指輪の効果を断つために、自分で指を嚙かみ切ったことを。

　確か、指は指輪とともに吐き出して……。

「フロランドに感謝するべきですね」

　セイルは七色に輝かがやく指輪を、サイベルに差し出した。

「あの子が地面を舐なめるように這はって、食い千ち切ぎった指を探さがしてくれたから接合できたんです。機能が完全に回復するには、まだしばらくかかりますが」

「あなた、お医者さん？……ずいぶん可愛いけど？」

　魂の指輪を手のひらに乗せたサイベルは、セイルの顔を見上げた。

「魔ま道どう士しよ。これでもね、あなたより年上なの」

　アマラがちょっと苛いら立だたしげに口を挟はさむ。

「でも、あなたよりかなり下でしょ？」

　すかさず、サイベルもやり返した。

「しかし、ポネット、変わったよな、お前も」

　この時、ヒュオンが苦笑を浮かべながら、サイベルの前の椅い子すに座すわった。

「……誰よ、あなた？」

　サイベルは自分を幼よう名みようで呼ぶ男を見て、眉み間けんにしわを寄せた。

「おいおい、俺だって。忘れたのか？」

　ヒュオンは顔を近づける。

「そういえばさっき、フロランドも〝ヒュオンお兄ちゃん〟って呼んでたよね？　もしかして、知り合い？」

　ピュティアは尋ねた。

「幼おさな馴な染じみさ。二人ともモスルの出でね。俺はこの子のおしめを替かえたこともあるんだ」

「あ、あなた、まさかヒュオン！」

「だからそうだって……」

　バキッ！

　その瞬間、サイベルのこぶしがアゴに命中した。椅子から転ころがり落ちるヒュオン。

「……ってえ、何するんだよ。相変わらずの乱暴もんだな、ポネット」

「ポネットって呼ぶなあ～っ！」

　サイベルは寝台から立ち上がった。

「ポ、ポネットねえ……」

　そのあまりにも愛らしい名前に吹き出しそうになるのを堪こらえ、ピュティアはヒュオンに耳打ちする。

「あんた、何かあのオバさんの恨うらみ買ったんでしょ？」

「……さてな？」

　ヒュオンは考え込んだ。

「覚えていないって言うの！　私の十二の誕生日のパーティでしでかしたことを！」

　いよいよ激げつ昂こうするサイベル。

「……悪いけど」

　まったくヒュオンは記憶にないようだ。

「あなたはね、みんなの拍はく手しゆの中、私が新しいドレスを着て螺ら旋せん階かい段だんを降おりてきた時に、こともあろうに、釣つり針を引っ掛けて、私のスカートを派は手でにめくり上げたのよ！」

「あ～！　あった、あった、そんなこと！」

　ヒュオンはポンと手を叩たたく。

「ガキの悪戯いたずらじゃないか。なんだ、そんなこと根に持っていたのか？」

「そんなことですって～っ！」

　サイベルは毛布を引き千切り、寝台の上に仁に王おう立だちになる。

「私、その時下着つけていなかったんだから！」

　周囲の空気が凍こおった。

「……何だかもう、全快って感じですね」

　セイルはこっそりとピュティアにささやく。

「本当にリックの言った通り、殺しても死なない女だよ」

　少女はため息をついた。

　その時……。

「はいはい、落ち着いてくださいね～、ご主人さま」

　いいところでフロランドが、ランベールの娘のエルシーとともに戻ってきた。サイベルは侍じ女じよが差し出したバスケットから、カラス麦入りのパンを引ったくってかじりつく。よほど空腹だったらしい。

「よく嚙まないと太りますよ」

　フロランドが注意する。

「ひようはんへ、ははってひはふぇはいわ！」

　どうやら、美容なんてかまっていられないわ、と言っているようだ。

「……うっ、むぐぐぐっ！」

　今度は喉のどに詰まらせたらしく、エルシーが差し出したワインの瓶びんを引ったくってゴクゴクと吞のみ干す。

「こういうところは変わらないな」

　ヒュオンはニヤニヤして、そんなサイベルを見つめた。

「普ふ段だんはあたしのこと、下げ品ひんだって馬ば鹿かにするくせにさ」

　ピュティアは呆あきれ顔だ。

「ねえ、昔のサイベルってどんな子だったの？」

　少女は振り向き、ヒュオンに尋ねる。

「そうだな、ポネットっていうのは、一日中、郊外で馬を乗り回して、生なま傷きずが絶えない娘だったぜ。他の女の子と人形遊びしているところなんか見たことがなかった。でも、男の子には人気があったなあ」

「……余計なこと言わないでよ」

　パンを胃に流し込んだサイベルがにらむ。

「本当のことだろ？　宰さい相しようのところへ輿こし入いれが決まった日には、みんな泣いてたぜ」

「ふん、本当に惚ほれていたんなら、私をさらって遠くに逃げたらよかったのよ。誰もそんな勇気なかったくせに」

　サイベルは遠い目になる。

「……あなたも含めてね」

「えっ？」

　ヒュオンは珍めずらしく狼ろう狽ばいした。

「そりゃあ、その、なんだ……」

「あれあれ？　あんた、もしかして？」

　ピュティアが脇わきを小こ突づく。

「昔はと～っても仲が良かったんですよ、お二人は」

　フロランドがニコニコして言った。

「ご主人さまの婚礼の日に、ヒュオンお兄ちゃんが街を出るまでは」

「うんうん、振られ男の傷しよう心しんの旅立ちか……」

　ピュティアは腕を組んでうなずく。

「でも、本当にサイベルって宰相夫人だったんだ。あたしさ、あんたのこと、てっきり欺さ師ぎ詐しだと思ってたけど。……で、なんで旦だん那なを殺したの？」

　これは前から感じていた疑問だった。

　宰相夫人なら、贅ぜい沢たくのし放題。たいていの横おう暴ぼうも通る。夫を殺す必要はないはずだ。

「殺していないわ」

　サイベルは頭を振る。

「えっ？　だって、あんたが賞金をかけられてる原因って……」

　ピュティアの知る限りでは、〝血ち塗まみれの貴婦人〟の二つ名は、夫殺しとその後の修しゆう道どう院いんの惨ざん殺さつ事件からきているはずだ。

「まあね。でも、夫は……あの老人は自然死よ」

「……七十近く、離れていたよな。どうしてあんな醜しゆう怪かいな爺じいさんが良かったんだか」

　ヒュオンがポツリと言った。

「金か、地位か？　まあ、俺には関係ないさ」

　彼は立ち上がり、部屋を出ていった。

「……結けつ構こう本気だったみたいですね」

　いつもの軽いヒュオンの姿しか知らないセイルが、その背を見送る。

「本気だったら、あの時、首でも吊っていれば良かったのよ」

　サイベルは鼻を鳴らした。

「ご主人さま～、お願いですからそういう発言は～」

　フロランドは頭を抱かかえる。

「お黙り。美び貌ぼうと恋の手て管くだで何人の男を殺したか、それで女の値打ちは決まるものなの」

「……そうなんですか？」

　セイルは小声でアマラに尋ねた。

「なんで私に聞くのよ？」

　アマラはジロリと彼をにらむ。

「ご主人さまが、あの時のお家の事情をヒュオンお兄ちゃんにちゃんと教えていれば……」

　フロランドは頭を振った。

「私を批判しようっていうの？」

　サイベルは腰に手を当てて、ふんとアゴを上げる。

「しませんよ、批判なんて～。……どうせ聞いてくれませんから～」

　フロランドはバスケットを椅子に置き、サイベルが裂いた毛布を片づけ始める。

「ああ～、もったいないですね～」

「……あなた、最近言葉の端はし々ばしにトゲがあるわよ」

　サイベルはちょっと唇くちびるを尖とがらせた。

「でさ、結局」

　足を投げ出して寝台に飛び乗ったピュティアは、首を傾かしげながらサイベルを見上げた。

「……あんた、どうして七十も離れた爺さんと結婚したの？」

「ご実家が商売の失敗で大きな借金を抱えたんです。それで……」

　説明しようとしたのはフロランドだ。

「フロランド！」

　サイベルが鋭するどい口調で遮さえぎる。

「もう、いいじゃないですか～」

　フロランドは頭を振った。

「このリックさんたちはお友達です。片かた意い地じ張ることありませんよ～」

「……ふん！　好きになさい！」

　サイベルは寝っ転ころがってフロランドから破れた毛布を奪い、引っ被かぶった。

「では」

　フロランドは軽く咳せき払ばらいをして話を始めた。

「ご主人様は、モスルの穀こく物もつを商あきなう家のお生まれで、本当の名はポネットと申されます」

「その名前はもう使わないわ。安っぽいから嫌きらい」

　サイベルが毛布の中から声を上げたが、フロランドは構わずに続けた。

「ポネット様は、十二になるまで商家特有の自由な雰囲気に包まれて、のびのびと……ほんの少しばかりわがままにお育ちになられました。

　ところがその年、未み曾ぞ有うの飢き饉きんがモスルを襲いました。飢うえた市民を救うため、ポネット様のお父上は倉庫の穀物をすべて放出しました。そして、飢饉が去った時、彼のもとには莫ばく大だいな借金だけが残ったのです。飢えていた時には、お父上が提供した食料に感謝の涙を流した人々は、破産した時には知らんぷりで誰も手を差し伸べてはくれませんでした。そんな時でした。宰相のエズラン様から提案があったのは」

「……なんか、想像つくけど」

　ピュティアは顔をしかめる

「ポネット様を花嫁に差し出せば、資金を援助するとの提案です。当時、エズラン様は八十歳でした」

「この人、十二だったんでしょ？　ゲゲッ、変へん態たい爺じじいじゃない！」

「……許せなかったのは父よ」

　サイベルはポツリと言った。

「使用人たちの生活を守ることが、大切なのは分かってた。……でも、そのために私は売られたのよ。飢えた人々のために商品をただ同然で放出した時には、父を尊敬したわ。でも、あの人にとって大事だったのは、商人としての名めい声せいと体たい面めんだけだったことが分かってしまった。宰相のもとに私を連れていった時の、父の顔は忘れない。あの人、ちょうど、お得意様に商品を届けた時と同じ、誇らしげな顔をしていたの」

　彼女は自じ嘲ちよう気ぎ味みに続けた。

「私は、売り物のひとつだったのよ」

　この悲しい自覚に、ピュティアたちは黙ってしまった。

「……でも、悪いことは、それだけでは終わりませんでした」

　しばらくしてから、フロランドが話を進めようと再び口を開いた。

「結婚の当夜、宰相様は……その、人には言えないような……亡なくなり方を」

「はっきり言って構かまわないわよ」

　開き直ったのか、サイベルは投げやりな様よう子すで促うながした。

「初夜の寝室で、鼻の穴を拡ひろげて挑いどみかかってきた時に、興奮のあまり、ポックリと逝いっちゃった訳。私は最初の一日で未み亡ぼう人じん」

「じゃあ良かったんじゃないの？　非ひ道どいめにあわずに遺い産さんが転がり込んだんでしょ？」

　ピュティアが尋ねると、フロランドは頭を振った。

「そう簡単にはいきませんでした。宰相のご遺族が、ポネット様を蛇じや神しんの修道院に押し込み、遺産が自分たちの手に入るようにと画かく策さくしたのです。無論、ポネット様は法に訴うつたえ、ご自分の権利を主張なされました」

「三年……三年かかったわ、遺産の自分の取り分を認めさせるのに」

　毛布から頭だけを出したサイベルは、寂さびしげな笑みを浮かべる。

「誰も、小さな女の子の言葉なんか聞いてくれやしない。立りつ派ぱな服を着て偉えらそうにした、遺族の言うことだけに耳を貸すの。だから、私は考えた。人が身分や見かけで判断するなら、私はみんなが平へい伏ふくするような女になってやろうってね。貴き婦ふ人じんらしい態度とはどういうものなのか、人を魅み了りようする話し方とはどんなものか……。修道院の薄暗い部屋の中で、本や院長さまの教えを頼りに、私はそれを身につけた」

「それで財産を手に入れた訳わけだね！」

　お金にからむ話になると、ピュティアの目も輝く。

「ところが…」

　フロランドはため息をついた。

「訴そ訟しように負けた宰相様のご遺族は、実じつ力りよく行こう使しに出ました。修道院を襲わせ、他の修道女とともにポネット様を葬ほうむり去ろうとしたのです」

　その時襲ってきたのが、あのオリヴィエだったんだ、とピュティアは納なつ得とくした。

「サイベルという名は修道院の院長様から頂いただいたものよ。あの方は……立派で、とても優しい方だったわ」

　修道院長のことを口にした時、初めてサイベルの目に優しい光が宿った。

「その修道院長様に、ポネット様は命を救われました。その時の襲撃を生き延のびたのは、ポネット様だけだったのです。その上、宰相様のご遺族たちは、修道院の襲撃は、野や盗とうと結けつ託たくしたポネット様の仕組んだことと太たい主しゆ陛下に訴うつたえ、さらに恥知らずにも、三年前のエズラン様の死も、ポネット様に毒殺されたものだと言い出したのです」

「どういうふうに手を回したのか知らないけれど、それで私は立派な賞金首、という訳」

　サイベルは毛布を剝はいで上体を起こすと、皮肉な笑みを浮かべる。

「なるほど、宰相夫人っていうの、まんざらデタラメでもないんだ」

　ピュティアは納得したようだった。

「けどさ、よく堂々と名乗れるよね、宰相夫人だって。普通、賞金がかかってたらさ、偽ぎ名めいを使うとか、身分を誤ご魔ま化かすとかしそうなもんじゃない？」

「……だが、分かりますな」

　アノーが深くうなずく。

「身売り同然に輿こし入いれさせられ、裁判に巻き込まれ、修道院に入れられ……。残ったものは、貴婦人の肩書きだけですよ。それさえも捨ててしまったら……」

「私が今まで生きてきたことが全部、無む駄だだったことになる。そう、確かにそう思うわ。それに……」

　サイベルはキッと顔を上げた。

「私はあの宰相の一族を許さない。何の関係もない修道院のみんなの命を奪い、今でもモスルで権勢を揮ふるっているあの連中を！　いつか、絶対、あいつらに罪を償つぐなわせて、本来私のものであるものをすべて取り戻してやるのよ！」

　そう宣言した時、サイベルの表情は、まさに貴婦人のものとなっていた。

「……さあ、少し休んでください」

　セイルはサイベルの肩に優しく手をかけ、横にしてやる。

「あまり興奮してはいけませんよ」

「子供扱いしないで！」

　跳はね起きようとするサイベル。

「十八は、子供です」

　セイルの力は意外に強く、そっと柔やわらかく肩を押さえられているだけの彼女が動けない。

「……ふん、今はあなたの顔を立てて上げる」

　サイベルは寝返りを打った。

「僕はアリューズさんの様子を見てきます。エルシーさん、案内をお願いできますか？」

　ずっと無言で部屋の隅すみの方にいたエルシーがうなずくと、彼は微ほほ笑えみかけ、それからアマラのそばに行って、肩に毛布を掛けてやる。

「アマラ、あなたも休みなさい。それから、フレオリックさん」

　セイルは今度は、黒衣の剣士の方を振り返った。

「肺の傷の方も治ち癒ゆを促進させておいたので呼吸が楽になっているはずですが、失血がかなりあります。少なくとも、今日は無理な運動を控えて、食事と睡眠を十分に取るように」

　そう言いながら、施せ療りよう師しに戻ったような自分の言葉遣づかいに、セイルは顔をほころばせた。

　かつて教団本山近くの施療院で、恋人だったイフィーとともに長い時間を病人や怪け我が人にんの手当てに費ついやしていたことが思い出されたのだ。

「そうしよう」

　リックはセイルの指示に素直にうなずいた。

（げっ！　リックが他人の忠告を聞いてる！）

　ピュティアは自分の目と耳を疑う。

　アマラも同じように思ったらしく、二人は顔を見合わせると同時に頭を振った。




　セイルがエルシーを連れて部屋を出ると、リックはアマラに尋ねた。

「さて、聞かせてもらおう。今度は何を企たくらんでいる？」

「いやね、私があなたに近づく時は、いつも何か下した心ごごろがあるみたいじゃない」

　寝台にうつぶせになり、アマラは抗議する。

　隣となりの寝台ではサイベルが静かな寝ね息いきをたてている。やはり、疲れていたのだろう。

　脇の椅子に腰を下ろしたフロランドも同様で、うとうとしていたところにリックが毛布をかけてやる。

「今回はこの街に用があったの。あなたを追いかけてきた訳じゃないわ」

「な～んだ、セイルと駈かけ落ちしたのかと思ったのに。……あっ、でもヒュオンがいるか」

　と、つまらなそうなピュティア。

「駈け落ちなんかしないわよ！……つつっ！」

　声を荒らげた途と端たん、アマラの背中に痛みが走る。どうも、セイルの名が出ると調子が狂うらしい。

「〝日陰〟のタイタスがね、ミシュハバードへの傭よう兵へいの派は遣けんを認めたの。それで、千人の傭兵を乗せた船団が、今このアムサールを目め指ざしているのよ」

　オリヴィエたち三神しん官かんの支配するミシュハバードでも、ここアムサールと同じく反乱が起きようとしていた。

　傭兵の元もと締じめタイタスは反乱側に手を貸す決定を下くだしたのだが、大量の兵を一気に投とう入にゆうするには、大型船を使って海路を移動するのが最善の手段。兵の疲ひ弊へいも少なく、迅じん速そくだ。だが、内陸のミシュハバードに港はない。一番近い港がこのアムサールだった。

「待ってよ！　ワズガって、港に入ろうとする船を片かたっ端ぱしから沈めてるんだよね？」

　ピュティアが顔をしかめる。

「船団の姿が見えた途端に、ドボーン、ブクブク、じゃない？」

「タイタスは、港がここ半年閉へい鎖さされているという情報しか握っていなかったようね。入港を強きよう行こうできると思っていたみたい。タイタスから連絡がきた時、私たちはこの近くまできていたから、港が船の墓場になっている噂うわさを知っていた」

「それで、入港を避さけさせるためにやってきた訳か」

　と、リック。

「途中、船団がどこかの小さな港に寄ってくれれば、連絡をつけられたんだけど、その必要がないくらい物資を積んでいるみたいね」

　アマラは大きく息をついた。胸を下にしたこの姿勢、結構苦しいのだ。

「ヒュオンの予測だと、一両日中に船団は姿を見せるはず。小舟で外洋に出て船団を待ち、そこで止めるしかないわ。……その船団、キムリも乗っているのよ」

「えっ、あの子が？」

　タイタスの娘キムリは、ピュティアも知っている。

「絶対助けなきゃ！　あいつには金貨二十枚と必要経費、貸しがあるんだから！」

　ピュティアはこぶしを握って立ち上がった。以前、ブレーグまでキムリの護ご衛えいをした時に、礼金を踏み倒されたことをしっかりと覚えていたのだ。

「しかし、そううまい具合に外洋で船団と接せつ触しよくできるものか？」

　ピュティアを無視して、リックとアマラは会話を続ける。

「他に手て立だてがないもの」

「ないことは、ない。アラアト・アル・ガバルを、入港までに制せい圧あつすればいい」

「できるの？　あの竜使いを相手に？」

「今日は二度ほど、殺されかけたな」

　あっさりとリックは認めた。

「しかし、確実に千人の傭兵とキムリを救うにはそれしかあるまい」

「……他の手段が本当にないかどうか、考えましょう」

　アマラには決断が下くだせなかった。




　その頃、セイルはアリューズの部屋の前に立っていた。

「……ここは道が複雑ですね。侵しん入にゆう者しやを防ぐためでしょうか？」

　セイルはここまで道案内をしてくれたエルシーに微笑みかけたが、エルシーはギュッと唇を閉じたまま何も答えなかった。どうやらセイルが自分から何かを聞きだそうとしているのでは、と警戒しているようだ。

「ありがとう、もうお父さんのところへ行っていいですよ」

　セイルがそう言うと、エルシーは回かい廊ろうの奥へと全速力で消えていった。

「……かなり嫌われてますね」

　肩をすくめたセイルは、扉をノックした。

「入ってくれ」

　中から返事。セイルは薬やく湯とうの入ったカップを手に、扉を開いた。

　だが、顔を部屋の中に向けた途と端たん、彼は薬湯を落としそうになる。上半身をはだけたアリューズが、身体からだを拭ふいていたからだ。

「す、すいません、もう少ししてからきます！」

　セイルは慌あわてて扉を閉じようとする。

「待って！　気にしないでくれ！　僕はここでは男として扱ってもらっている」

　そうはいっても、どう見ても女性である。セイルは目をそらそうとして、ふと、彼女の背に大きな傷きず痕あとを見た。背中の三分の一を覆おおう、えぐられたような火傷やけどの痕あとだ。

「これかい？」

　アリューズはセイルの視線に気がつくと、寂さびしく笑った。

「ワズガの最初の攻撃でね。真っ赤に焼けた石が弟の頭を砕くだいて、僕の背中に食い込んだんだ。三週間、僕の意識は戻らなかった。戻った時には、家族は誰も生きていなかった」

　セイルは黙って薬湯を差し出した。

「この傷も役に立つことはあるんだ」

　両手でカップを持って、アリューズは傍かたわらの椅子に腰を下ろした。

「この傷さえ見せれば、馬鹿な男が言い寄ってこないからね」

「傷を負って間まがない時なら、もっと痕が目立たない処置が僕にもできたでしょうが」

「この醜みにくい傷と一いつ緒しよに生きてゆく覚悟はできているよ。……不ま味ずい」

　アリューズは一口、薬を口に含むと唇を曲げた。

「でも、これで疲れは取れます。打ち身も和やわらぐはずです」

「そうだね。今日の襲撃で二百人以上が死に、リックさんやサイベルさんも傷を負った。イヴリンもさらわれ……、僕が休んでいる場合じゃない」

「休息は必要です」

「君だって休んでいないじゃないか。リックさんやサイベルさんたちの他に、避ひ難なん民みんの手当てまで手伝って。丸一日、ひと息だってついていない」

「働いている方が気が紛まぎれますからね。自分の情けなさに腹を立てずに済すむんです」

「君が？　たったひとつの〝呪じゆ波は〟で竜を撃ち落とした魔道士が？」

　アリューズはセイルの目を見つめる。

「いい気になっていたんですよ。そのため、あなたにも怪我をさせ、イヴリンがさらわれる原因を作った。それにアマラも、僕を助けるために」

「…………」

　アリューズは戸と惑まどっていた。異い端たんの天才魔道士。本山を遠く離れたアムサールにまで手配書が回っている殺さつ戮りく者しやが、これほどまでに普通の人間だったなんて……。

「すいません、愚ぐ痴ち、こぼしちゃいました」

　セイルは笑って、空からになったカップを受け取った。

「少し、休んでからにしましょう、イヴリンを探さがしにいくのは。僕も手伝いますから」

「どうしてそれを？」

「僕があなただったら、同じことを考えますからね」

「まいったな。お見通しか」

　アリューズからも、くすくすと笑いがこぼれる。先ほどの自じ嘲ちようの笑みではない。心が温あたたかくなり、自然に生まれてきた笑みが今、彼女の顔にはあった。

「……ちょっと、僕が眠るまでそばにいてくれないか」

　アリューズは寝台に潜もぐり込みながら、自分でも驚くようなことを口にしていた。

　これほど誰かに心を許したのは、久しぶりのことだ。

「ええ。そうしますよ」

　セイルは少女の手を握った。だが、そこに……。

「アリューズさん！」

　仲間の一人が部屋に駆け込んできた。

「イヴリンが戻ってきました」

　セイルとアリューズはうなずき、立ち上がった。




　セイルたちが地下道を走り、教えられた集会所に駆けつけると、そこではランベールが百人以上の部下を前にイヴリンの帰き還かんを祝っていた。

　どうやら、この地下街が反乱者の本ほん拠きよらしいことが、セイルにもやっと分かってきた。

「諸しよ君くん、今こうして仲間のひとりがアラアト・アル・ガバルを抜け出して戻ってきた！」

　彼は抱だき抱かかえていた娘を肩から下ろし、イヴリンのところへ走らせた。エルシーはイヴリンの胸に飛び込み、イヴリンはすすり泣く。

「見ろ！　少女でさえ、あのアラアト・アル・ガバルから抜け出すことができたのだ！　つまり、決してあの要よう塞さいも難なん攻こう不ふ落らくではなく、つけ入る隙すきはあるということだ！　諸君、戦おう！　今日も多くの市民が殺された！　これ以上手をこまねいている訳にはいかぬ！　攻勢に出るのだ！　我われ々われの手でワズガを必ず討うち取ろう！」

　演出的には満点だった。これまでだったら、一同は熱狂したことだろう。

　だが今、ランベールの仲間たちの反応はもうひとつ。沈黙が彼らの答えだった。

　今け朝さの戦いで、実際に身体からだを張って戦ったのがリックとサイベルたちであり、ランベールは避難民とともに逃げたということが、みんなの間に伝わっていたのだ。

「へへへ。どうやら、一党を仕切ってやがったランベールの神じん通つう力りきも衰おとろえてきたようだな」

　先に集会所に来ていたダル・ハーが、セイルたちを見つけて話しかけてきた。

「無理もないわ」

　いつの間にか、アマラとヒュオンもそばに立っていた。

「大きな過あやまちを犯おかした訳じゃないけど、今はサイベルやフレオリックがここにいるんですもの。あの二人の前だと、普通の人間はどうしてもかすんでしまう。今、二人のうちのどちらかが命令を下くだせば、ランベールの千の言葉よりそちらに耳を傾かたむけるでしょうね。サイベルはともかく、フレオリックが命令を出そうとするかは疑問だけど」

　アマラは言った。

　ダル・ハーの脳のう裏りに、市民を平伏させ、踏みつけて高笑いするサイベルの姿が浮かんだ。

「……ふ～、くわばらくわばら」

　賞金稼かせぎはつぶやいた。

「しかし、あの男、敵がいないところだと威い勢せいがいいな」

　頭の後ろで手を組みながら、ヒュオンは壁に寄りかかる。

「あの方は勇ゆう敢かんです！」

　アリューズが弁護する。

「ただ、竜とか、竜使いの剣士とか、初めて目にする相手ばかりだったから……」

「だからといって、指導者が敵の前から逃げていいって法はないぜ」

　なおもヒュオンが言うと、その脇をアマラが小突いた。

　アマラは薄々、ランベールに対する彼女の気持ちに気がついていたのだ。

　だが、そのアマラに向かってセイルが渋い顔をする。

「寝ていなさいと言ったはずですが……」

「ごめん。でも、ほら、あの部屋、サイベルとピュティアがうるさくて」

　アマラは舌を出す。

「僕の部屋を使ってください」

　アリューズが提案した。

「僕は……しばらく休めそうにありませんから」

　彼女はチラリとすまなそうにセイルを見る。ランベールが自分に向かって目め配くばせしていることに気がついたのだ。

　集会所からは、次し第だいに人々が散り始めている。

　ランベールのそばに集まっている同志は、ごく少数だった。




　セイルはアマラをアリューズの部屋に送ると、自分に与えられた部屋に戻った。

　そこには、アノーとゲールラッハ、それにリックが待っていた。

「あなたも起きているんですか？」

　リックの姿を見てセイルは頭を振る。

「……どうしてみんな、僕の言うことを聞いてくれないんでしょうね」

「この連中の話を聞かせてもらおうと思っただけだ。もう休息は十分に取った」

　と、リック。

　もう諦あきらめたのか、セイルはアノーたちの方を振り向いた。

「話をうかがいましょう」

　アノーとゲールラッハは顔を見合わせたが、先に口を開いたのはアノーだった。

「世せ間けんでは……」

　彼は言った。

「我わが教団がザモーラとの決戦の準備に入っている、との噂うわさが流れていますが、現実には教団は二つに割れているのです。聖せい俗ぞく分ぶん離りを主張し、ザモーラとの対決を避さけようとする一派と、ザモーラとの覇はを競い、信仰の世俗に対する優位を示そうとする一派の」

「和平派の長はゴフレドゥス総そう司し教きよう、主戦派の筆ひつ頭とうはダレク猊げい下かですよ、グフ」

　と、肥満の魔道士。

「変ですね」

　セイルは考え込む。

「そもそもザモーラとの協力に熱心で、ドウルジの和わ約やくに最も貢こう献けんしたのがダレク師じゃないですか？」

「あの人の頭の中にあるのは、教団内での発言力を高めることだけですからね、グフ。ゴフレドゥスを蹴け落おとす機会と見れば、今までの主張なぞ簡単に翻ひるがえしますよ」

「ダレク派の人間の発言とは思えんね」

　アノーは、ゲールラッハを冷たい目で見た。

「秘密ですよ、グフフ」

　ゲールラッハはウインクを返す。

「お前たちがミシュハバードに向かっていることと、これは関係があるのか？」

　そう聞いたのはリックである。

「主戦派、和平派の対立で、教団としての方針が立てられなくなって久しい先日、情報がもたらされたのです」

　アノーは続けた。

「教団の創そう設せつ者しやがミシュハバードに滞在しているという」

「創設者？」

　リックは眉をひそめる。

「至し神しん智ち教きよう団だんの歴史は、百五十年以上になると思うが？」

「ええ」

　と、セイル。

「でも、創設者は存命だと僕も教えられました。……じゃあ、創設者の裁さい定ていを仰あおぎに？」

「ええ。和平派からは私、アノーが、主戦派からはこのゲールラッハが代表として」

「そういう訳で、我われ々われはどうしても早くミシュハバードに出発したいんです。そこで、グフ、マギの杖つえを持つあなたにも協力していただけないかと」

　セイルは黙ったまま、部屋の隅すみに置かれた棺ひつぎに目を遣やった。

　滅めつ多たなことでは彼が傍そばから離さないこの棺の中に眠るのはイフィー。セイルの恋人だった女性だ。今、このイフィーの手にマギの杖は抱かれている。術者の生命力を〝呪波〟に換かえるマギの杖は、教団でも最高の魔道士に与えられる証あかしだった。

「あれが、イフィー……さんの？」

　ゲールラッハは擦かすれる声で言った。

「……会わせて、もらえませんかな？」

「兄きよう弟だい、マギの杖を奪うつもりなら、諦めることだ。私もそれを許しはしない」

　アノーが、棺と肥満の魔道士の間に割り込む。

「そんなことはしませんよ」

　ゲールラッハが頭を振ると、セイルは棺のところにゆき、蓋ふたを開いた。

　安置されている金髪の娘の木み乃い伊らが、姿を現わす。

「……この方は……幸せでしたか？」

　膝ひざをつき、棺の傍かたわらでしばらく木乃伊を見つめた後で、ゲールラッハは質問した。

「そう信じたいです」

　うなずいたセイルも、常にそう祈っていた。

「……もう結けつ構こう」

　しばらくして肥満の魔道士は立ち上がった。

「さて。……で、協力していただけるので？」

　ゲールラッハは声の調子を元に戻す。

「僕はもともと教団と対立するつもりはありませんから。それに、アマラの話だと、あの要塞をどうしても落とす必要がありそうです」

「それを聞いて安心した。お陰でハイン祖そ師しに会うことができそうだ」

　ほっとした表情のアノー。だがこの時、リックの目に厳きびしい光が宿った。

「ハイン……だと？」

「ええ、ハイン祖師」

　アノーはその名を繰り返した。

「我が至神智教団の創設者の名前は、ハインというのです」




「あっ、エルシー」

　リックを探さがして地下道を歩いていたピュティアは、ランベールの娘が誰もいない部屋の隅すみっこで人形遊びをしているのを見つけた。

「何してんのさ？　お父さんは？」

　と、声をかけると、エルシーは人形を抱き締めて逃げ出そうとし、ちょうどその時通りがかったフロランドとぶつかって転ころんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、腕を引いて起こしてやるピュティア。

「でも、逃げることないじゃないですか～。さっき葡ぶ萄どう酒しゆを持ってきてくれたお礼を言おうとしたんですよ～」

　フロランドはちょっと口を尖とがらす。

　だが……。

「これ、どうしたの？」

　ピュティアはエルシーの腕が青あお痣あざや傷だらけであることに気がついた。

　調べてみると、傷はほぼ全身に及んでいる。

「これ……、殴なぐられたり、抓つねられたりした痕あとだよね？　誰にやられたの？」

　エルシーは強く頭を振った。

「……言っちゃ駄だ目めなの」

「どうして！」

「言ったら、お父さんが怒おこる」

「お父さんってランベールだよね？　なんで……まさかあの人に？」

　少女は頭を振る。

「言っちゃいけないの」

「ピュティアちゃん、これ……」

　フロランドは声をひそめる。

　その時。

「エルシー、どうしたんだ？」

　少女たちの背はい後ごで声。

　ピュティアとフロランドは飛び上がった。ランベールは足音もなく、やってきていた。

「二人に遊んでもらっていたのかい？」

　ランベールは明るい声で娘に声をかける。

「すまなかったね」

　次に彼は笑みを浮かべ、ピュティアたちの目をのぞき込んだ。

「い、いいえ～」

　フロランドは頭を振る。

「もう夜も遅い。部屋に戻った方がいい」

　有う無むを言わせぬ調子がランベールの声にはあった。

「……そうだね、行こ」

　ピュティアはフロランドの手を引いてランベールのそばを離れた。

　そして……。

　二人の姿が見えなくなると、誰もいなくなった部屋でランベールは娘を呼んだ。

「……こっちへおいで、エルシー」

　部屋の隅で膝を抱えていたエルシーは震えながら立ち上がり、父親の方に歩み寄る。

「お前、二人に何か話したか？」

　ランベールは娘の頭を撫なでた。

　エルシーは首を横に振る。

「そうか。……役立たずが！」

　ランベールは目を細め、エルシーの頭を壁に叩たたきつけた。

　ガツッ！

　エルシーがそのまま床ゆかに倒れ込むと、ランベールはさらに少女の幼い頰ほおを爪つま先さきで蹴ける。

「何か聞き出してこいと命じても、ろくに役目も果たせん。逆にこちらの内情を聞き出されそうになるとはな。もういい、やつらには何も話すなよ。話せばこんなものではすまんぞ」

　彼は痙けい攣れんを起こす我が娘を放ったまま、部屋を出ていった。







　第四章　燃え落ちる野望







　ズズーンッ！

　ピュティアは、頭ず蓋がい骨こつを直接殴なぐられたような振動を感じて目を覚ました。

「……うるさいよ、サイベル」

　少女は目を擦こする。

「馬ば鹿かな子、私じゃないわ」

　すでに着替えているサイベルは言った。

　そこに、部屋の外の様よう子すを見にいっていたフロランドが戻ってくる。

「みんな走り回っています～。なんか大変なことになっているみたいです～」

「その大変なことの内容を調べてこなくてどうするの、この役立たず！」

　サイベルは自みずから飛び出していった。

「ちょっと！　何が起きているの!?　答えなさい！」

　彼女は、右う往おう左さ往おうしている男のひとりを捕まえて問い質ただす。

「攻撃だ！　火の玉の雨が降っている、この真上に！」

「地下までは達とどかないから安心だって、ランベールは言っていなかったっけ？」

　続いて部屋から出てきたピュティアが尋たずねる。

「当てにはならんな」

　と、リックがそこにやってきた。

「かなり熱くなってきている。脱出路がなければ、我われ々われは蒸し焼きだ」

「馬車と馬をここから離れた場所に置いておいたのは正解だったわね。取り敢あえず、集会所にいってみましょう。情報が欲しいわ」

　サイベルの提案は受け入れられた。




　集会所でアマラとセイル、ヒュオン、それにダル・ハーが合ごう流りゆうした。

「やばいぜ、こりゃ！」

　ダル・ハーはダラダラ流れる額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「これがひとりの魔ま道どう士しの攻撃だとしたら、大したものです。連続してこれだけ白はく熱ねつ球きゆうを放てる魔道士はそうはいません」

「セイル、あんたって妙みように落ち着いてるよね、こんな時に」

　ピュティアがため息をつく。

「落ち着け！　まだしばらくここは耐えられる！　避ひ難なん路ろを使ってゆっくりと脱出するんだ！　各自、持てるだけの武器と物資を持て！」

　集会所の中心にある壇だん上じようで、ランベールが怒ど鳴なっていた。

　だが、ほとんどの人間が恐きよう慌こうを来きたし、それぞれ勝手に逃げようとしている。

「こんな連中が反乱の主体とはな」

　リックは軽けい蔑べつを隠そうともしなかった。

「こんなものでしょう、所しよ詮せんは戦いの素人しろうとですもの」

　とは、まだ多少同情的なアマラ。

「見苦しいったらありゃしないわね！」

　サイベルは逃げ惑まどう人間を搔かき分けて、ランベールのもとに走った。

「避難路はいくつあるの!?」

　途と方ほうに暮れるランベールの袖そでをつかんで、サイベルは詰きつ問もんする。

「……あっ、ええと、……ろ、六本だ」

「だったら、ここにいる人間を六つに分けなさい！」

「どうやって？　誰も聞く耳を持たないんだぞ！」

「セイル坊や！」

　サイベルはランベールを突き放し、魔道士を振り返る。

「……坊やですか？」

　セイルはため息をつき、〝呪じゆ波は〟を練ねった。

「静かに……白いヴェールを」

〝呪波〟は、地下室の天てん井じよう部分に雲を生み出した。

　冷たい細かな雨が、みんなの頭上に降り注ぎ始める。

「……！」

　気温が急激に下がり、ずぶ濡ぬれになった人々はその場にたたずんだ。

「……髪が傷むわ」

　赤毛を頰ほおに張りつかせたサイベルは、不ふ機き嫌げんな顔でセイルをにらむ。

「さあ、みんなを分けて」

「ああ」

　サイベルに促うながされたランベールは、避難の誘導を始める。

　いったん落ち着くと、こういう手て際ぎわはいい。

　だが……。




「駄だ目めだ！」

　しばらくすると、最初に避難路に向かった者たちが駆け戻ってきた。

「避難路は、傭よう兵へいと骸むくろ兵へいでふさがれている！」

「何だと！」

　啞あ然ぜんとするランベール。続いて、他の避難路に回った者たちも続々と戻ってくる。

「全部、奴らが入り込んできているんだ！」

「すべて遮しや断だんされた！　逃げ道がない！」

　再び恐きよう慌こうが集会所を支配する。

「どうなっているんだ!?」

　イヴリンとともに、アリューズがやってきた。

「どうやら、相手は本気でこちらを殲せん滅めつする気ですね」

　セイルが言った。

「……どうしてここが分かったんだ」

　つぶやくランベール。

「そんなこと今さら考えてもしょうがないじゃない」

　ピョンピョンと跳はねるフロランドに髪を拭ふかせながら、サイベルはランベールの前にやってきて鼻を鳴らした。

「あなたも指導者なら、次の手を打ち出すことね。それも速すみやかに」

「リックさん、サイベルさん……」

　アリューズが、救いを求める目で二人を見た。

　その周囲にいた人々も、二人を期待のこもった目で見つめる。

「おいおい、おめえら、一応は領りよう主しゆをぶっ倒す覚悟を決めて集まった連中なんだろ？」

　と、ダル・ハーはうんざりした顔。

「こいつらを見ていると、どっちもどっちって気がしてくるな」

　ヒュオンも呆あきれ果てている。

「……どうやら、私たちがやるしかないようね」

「迷っている暇はありません」

　サイベルとセイルがうなずき合った。

「一番近い避難路まで案内しろ」

　リックの手がランベールの肩にかかった。




　　　　＊　＊　＊




「見えぬ力の……束そく縛ばくを……」

　セイルの〝呪じゆ波は〟が、傭よう兵へいたちの動きの自由を奪った。

　ほぼ同時にリックとサイベル、ヒュオンそしてダル・ハーが斬きり込んでゆく。

「極きよく力りよく、人間は傷つけないでください！」

　後ろからセイルの声が飛ぶと、リックは煩わずらわしそうにチラリと振り返ったが、それでも狙ねらいは骸むくろ兵へいに絞しぼった。

　ドローズ自じ慢まんの新しい骸兵は、すでに何人もの人間を吞のみ込んで、うごめく巨大な肉にく塊かいと化していた。

「オリャアッ！」

　ダル・ハーが戦せん斧ぷを打ち込んでも、傷口はすぐに塞ふさがり、逆にブヨブヨした腕が賞金稼かせぎの足首をつかんで取り込もうとする。

　リックはその腕をはね飛ばし、肉塊に浮き出た顔のひとつを剝はぎ取る。

「……。バスティン」

　その顔を見て呻うめくランベール。
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「毒が効きかないようね！」

　慈じ悲ひの剣を何度も突き刺したサイベルが舌打ちする。

「首をはねればいいって言ってもさ、こいつ、首が幾つあるんだ!?」

　サイベルの横につくヒュオンも、顔をしかめた。

　ピュティアはリックが鈍にぶった剣を捨てるのを見て、新しい剣を投げ渡した。

「グリード、駄だ目めなの!?」

　リックは無言で頭を振りかけたが、ふと、腰の氷ひよう剣けんに触ふれてみると、例のブーンという振動を発している。

「いけるか……」

　リックの手がグリードの柄つかにかかった。

　ズギュンッ！

　冷気と蒼あおい光が走り、骸兵の巨体がほとんど真っ二つになった。

　凍こおりついたその切断面は、通常の剣によるものと違い、再生しない。

　それでもまだ、その表面の何十もの顔に苦く悶もんの表情を浮かべ、骸兵はうごめいている。

「リックさん、とどめを」

　アリューズが顔をそらした。

「……氷ひよう竜りゆうよ」

　グリードがその顔のひとつに突き立った。骸兵は一瞬のうちに氷結すると、粉々に砕くだけ散った。

「……これでここは通れるな」

　傭兵を縛り上げたヒュオンが言った。

「どうする？　もういっちょう避難路を確保するか？」

「いや」

　リックは氷剣を鞘さやに収おさめた。

「アラアト・アル・ガバルに乗り込む」

「本気かよ？」

「このままでは死者が増ふえるだけだ」

「オリヴィエがいるんでしょう？　私も行くわ」

　サイベルが真剣な眼まな差ざしをリックに向け、一歩踏み出した。

「僕も行きますよ」

　セイルも前に出る。

「……邪じや魔まはしないでよ」

「努力します」

　サイベルの冷たい声に、セイルは肩をすくめる。

　しかし、

「じゃあ……」

　と、アマラもついて行こうとすると、セイルは止めた。

「あなたは残ってください。怪け我ががまだ治なおっていませんから」

「どうして？　怪我ならフレオリックもサイベルも同じで……」

　セイルは彼女の額ひたいに手を当てた。アマラはふっと意識をなくし、崩くずれ落ちる。

「……一座のみんなに約束したんですよ、あなたを守ると。……ヒュオン、頼みます」

「俺は居残りか？　まあ、仕方ないな」

　彼はアマラを抱かかえ上げると、サイベルを見た。

「……ポネット、死ぬなよ」

「死ぬ？　誰が？」

「……すまん。余よ計けいなことを言った」

「さて、俺はおめえたちに付き合う義理はねえな」

　と、ダル・ハー。

「言うと思った。まあ、いても足手まといになるだけだけど」

　ピュティアはリックのそばに行く。

「お前は残れと言っても……」

　リックは諦てい観かんの視線を少女に落とす。

「当たり前」

「では、お前はフロランドを守れ」

「はいはい！……って、フロランドも来るの？」

「ご主人さまのあるところ、常にフロランドありで～す」

　忠実な侍じ女じよは、女主人の背はい後ごにピッタリと寄り添った。




「さあ、僕らは同志の誘導を」

　彼らの姿が避難路の奥に消えてゆくと、アリューズは言った。

「そうだな、行くか」

　アマラを背負ったヒュオンは、ダル・ハーとともに道を引き返す。

「ランベール……？」

　ヒュオンたちが去った後でアリューズは、暗くら闇やみをじっと見つめてたたずむ指導者に声をかけた。

「……ここまで戦ってきたのは私たち、……いや、私だ」

　彼はつぶやいていた。

「ラン……ベール？」

「あんな賞金首どもに……最後の勝利を奪われてたまるか！」

　ランベールは、リックたちの後を追って駆け出した。

「ランベール！　くそ！　イヴリン、僕は彼を連れ戻す！　君は……」

「駄目！」

　振り返ったアリューズの腕を、イヴリンはつかんだ。

「だけど！」

「駄目よ！　ランベールはもうおしまい。助かるのは私たちだけよ！」

　アリューズはイヴリンの顔をまじまじと見た。

「……何を言っている？」

「ワ、ワズガと約束したの」

　イヴリンは目をそらす。

「私たちだけは見み逃のがしてくれるって。だから、だから逃げましょ！　今すぐここから！」
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「イヴリン、君は……」

　アリューズは耳を疑った。

「そうよ！　この場所と避難路をワズガに教えたのは私よ！　そうしなければ死んでいたんだもの！　テス、私、あなたが好き！　一いつ緒しよに逃げて、お願い！」

　イヴリンはアリューズの胸に飛び込み、口づけをした。

「……やめろ！」

　アリューズは少女を乱暴に突き放した。

「テス？」

　転ころんだイヴリンは、信じられぬといった顔でアリューズを見上げる。

「君が……裏切った。僕やみんなを……」

「あなたを助けたかったから！」

　アリューズは少女に背を向ける。

「……ランベールを呼び戻す。君の措そ置ちはそれからだ」

「テス！」

　アリューズは走り出した。

「私を好きになってくれないのなら、死んじゃえ！　死んじゃえばいいのよ！」

　イヴリンは、闇に消えてゆくアリューズの姿に向かってそう叫び、泣き崩れた。




　それから少し置いて……。

「……そろそろ、我われ々われも追いましょうか、グフ」

　ゲールラッハとアノーが同じ避難路に姿を現わした。

「ああ、だが、なぜ彼らと一いつ緒しよに行かない？」

「我々はハイン祖そ師しへの使節です。ここの反乱に表立っては介かい入にゆうできないでしょう。それにセイル・グレイが絡からむとなると……」

「確かに、難むずかしい立場だな」

　こうして二人もアラアト・アル・ガバルに足を向けた。




「難なん攻こう不ふ落らく……。そう呼ばれた男を何人落としてきたことか……」

　アラアト・アル・ガバルの鋼鉄の門を前に、サイベルはつぶやいた。

　ピュティアが、本当かと尋たずねるようにフロランドの顔を見ると、少女はサイベルの死角で鼻の頭にしわを寄せながら、手のひらを顔の前で振る。

（……まあ、これなら昨日きのうみたいに熱くなり過ぎちゃう心配はないよね）

　サイベルの口からこうした高こう慢まんな言葉が飛び出すのをいい兆ちよう候こうに取ろうと、ピュティアは苦心して自分に言い聞かせた。要よう塞さいを見上げると、一番奥の塔から時おり白はく熱ねつ球きゆうが飛び、反乱者の拠きよ点てんに落下して地面を真っ赤に熱している。

「一気にいきましょう。あれだけの数の傭兵と骸兵を繰り出したということは、ここは手て薄うすのはず」

　セイルは手を空中にかざした。すると、そこに漆しつ黒こくの杖つえが現われる。

「マギの杖か……」

　リックはこの杖が術者の生命力を〝呪波〟に換かえるものであることを知っていた。

「不ふ可か視し化かして持ってきたんです。僕がこれを握っているのを見ると、アマラが悲しそうな顔をするもので……」

「……ねえ、前から思ってたんだけど、あんたアマラとアリシアのどっちが……むぐっ？」

「余計な詮せん索さくはするな」

　リックが少女の口をふさいだ。

「冷たき鉄よ……赤く……そして白く滾たぎれ」

　セイルは〝呪波〟を練ねって門にぶつけた。

　一瞬後、たっぷり手のひら二つ分の厚さがあった鋼こう鉄てつの門は、ドロドロに溶とけて流れ出した。この鉄をリックがグリードを振って硬化させると、一行は中へと踏み込んでゆく。

「時間がないから、それぞれ、目標を決めて二ふた手てに分かれて行動しましょ」

　サイベルが言った。

「では、私は魔ま道どう士しを探さがしてあの白熱球を止めよう」

　と、リック。

「残りのお前たちはワズガだ」

「……なんであなたが決めるのよ」

「ど～してあたしは、リックと一いつ緒しよじゃないのさ！」

　リックの言葉に不服そうな、サイベルとピュティア。

「この要塞を訪おとずれたことがあり、ワズガに会って顔を覚えているのは、サイベル、お前だけだ。ピュティア、お前はフロランドを守ると言っただろう」

　両方とも、もっともな理由である。

「それから、オリヴィエは最後だ。先走るな」

　リックはさらにサイベルに釘くぎを刺す。

「分かってるわよ」

　サイベルは心にもない返事をし、真っ先に進んでゆく。

「ついてらっしゃい、道は覚えてるわ、……たぶん」

「待ってくださ～い、ご主人さま～！」

　フロランドが必死でその後を追い、セイルとピュティアもやれやれという表情で続く。

　リックはひとり、外から見えた塔をめざして、別の道を取った。




「……我々はどちらを？」

「まずはセイルでしょう、グフ」

　一行の後をつけていた魔道士たちは、セイルの向かった方向に足を踏み出した。




　それからやや遅れて、焦あせりの表情を浮かべたアリューズが門にたどり着いた。

「……ランベール、どこに行ったの？」

　あたりを見回した彼女もまた、アラアト・アル・ガバルに入っていった。




　　　　＊　＊　＊




　アムサールの街の中心部は、坩る堝つぼの中のように真っ白に滾たぎっていた。

　その熱は周囲にも拡ひろがり、街のほとんど全域で火か災さいが起きている。

「どれほど深く隠れていようと、これだけの白熱球を食らい続ければ、骨まで焼き上がるというもの。生き残った連中も、骸むくろ兵へいたちが確実に仕し留とめる……」

　一番南の塔の屋おく上じように立つ猫ねこ背ぜの魔ま道どう士しは、唇くちびるの間から息を漏もらすようにして笑った。

「さて、もう少し鼠ねずみどもをいたぶるか……」

　と、ドローズがもう一度〝呪じゆ波は〟を練ねりにかかった時。

「……貴き様さまの笑い顔は醜みにくいな」

　背はい後ごで静かな声。

「誰だ!?」

　ドローズは振り返って怒ど鳴なった。

「な、何者かと聞いている!?」

　再び問い質ただした魔道士。だがその足は竦すくみ、膝ひざはガクガクと震えていた。

　音もなく背後に立った黒衣の剣士に、底知れぬ恐ろしさを感じたのだ。

「我わが名は剣に聞け」

「……まさか!?」

　白はく刃じんの放つ冷気を感じ取ったドローズの細い目が、カッと開かれた。

　焦あせって練った〝呪波〟を電撃に変へん換かんして、彼は目の前の剣士に叩たたきつける。

　だが、電撃は氷ひよう剣けんに吸収され、一瞬その刃を明るく輝かがやかせただけだった。

「……どうしてあいつがここに？」

　自分の魔法の効果を見とどけもせず、ドローズは剣士に背を向けて、転ころびそうになりながら走って逃げ道を探さがした。

　直接の面識はなかったが、氷剣を持つ剣士フレオリックについては何度となく耳にしていた。伯お父じであるザモーラ太たい主しゆが、その首に金貨五千の賞金をかけた危険な男だ。

「そうだ！」

　ドローズは屋おく上じようの隅すみに置いてある檻おりに向かって走った。その檻には、傭兵を貪むさぼり喰くった新型骸兵の最初の一匹が入っているのだ。

「いけ！」

　ドローズが閂かんぬきを開けると、骸兵はのっそりと檻から這はい出してきた。

「ヤーバシア王、お前はなかなかの素材だ。私が優すぐれた骸兵に作り直してやろう！」

　と言いつつ、ドローズは骸兵の後ろに隠れる。

「……この化ばけ物も醜いが、貴様の歪ゆがんだ心はさらに醜しゆう悪あくだ」

　眼がん前ぜんに立ちふさがる骸兵に対し、リックの氷ひよう剣けんは十字に奔はしった。骸兵の四し肢しは宙に舞い、本体は細こまかな肉片と化して四し散さん、どす黒い血の驟しゆう雨うとなって、ドローズの頭上に降り注ぐ。

「あわわっ！」

　ドローズは逃げようとして、血に濡ぬれた床ゆかに足を滑すべらせて転んだ。

「……冥めい府ふが待っている」

　リックは魔道士の胸にグリードを突きつけた。

「ま、ま、ま、待ってくれ！」

　ドローズは突然、強こわばった表情を緩ゆるめて、媚こびるような笑い顔を作った。

「手を結ばないか？　街を燃やすのは止やめよう。私と組んで兄を倒せば、私はアムサールの領主として、金でも地位でも望むものを与えよう」

「兄きよう弟だいを裏切るつもりか？」

「威い張ばり散らすだけで無能な兄より、私の方がよほど領主の資格がある。私なら、あのランベールとも和解する用意がある」

　ドローズはリックに歩み寄り、その手を取る。

「決して悪いようには……せぬよ！」

　次の瞬間、ドローズはリックの身体からだに〝呪波〟を炎ほのおに変換してぶつけた。

「どうだ！」

　リックが炎に包まれるのを見て、ドローズは高笑いする。

「この炎は街を焼き、数えられぬ程の鼠を骨まで黒くろ焦こげにしてきた炎だ！　お前も所しよ詮せんは只ただの剣士よ、本気を出した魔道士に適かなうものか！……か？　あっ!?」

　ドローズはあんぐりと口を開いたまま、硬こう直ちよくした。

　彼の放った炎は、グリードの冷気に阻はばまれ、リックの身体に達していなかったのだ。

　シュウシュウと音を立てる冷気に負けて、炎は啞あ然ぜんとするドローズの前で搔かき消えた。

「同じ魔道士でも、貴様はセイル・グレイの足元にも及およばぬ。……散れ」

　リックは氷ひよう刃じんを一いつ閃せんさせた。魔道士の身体は芯しんまで凍こおりつき、衝しよう撃げき波はに吹き飛ばされて、アラアト・アル・ガバルの城壁を越える。そして、アムサールの街の上空に達すると、そこで細かな氷の欠片かけらとなり、炎えん上じようする街に降り注いだ。

「……火か勢せいを衰おとろえさせる役にも立たぬか。つくづく、使えぬ奴だ」

　リックは街を見下ろしながら剣を収おさめると、サイベルたちの後を追った。




　その頃……。

　謁えつ見けんの間までは、ワズガが落ち着かぬ様よう子すで、玉ぎよく座ざで身み動じろぎしていた。

「……オリヴィエ殿はどこに行った!?　なぜ余よのそばにおらぬ!?」

「おやおや、その様よう子すじゃ、頼みの竜使いに逃げられたようね！」

「……！」

　はっと振り返るワズガの目の前で、扉とびらが開かれた。

　両手を腰にそこに立っているのは、もちろんサイベルである。

「貴き様さま、……いつかの宰さい相しよう夫人」

　ワズガは呻うめいた。

「あら、覚えていて？　今度は引いん導どうを渡しにきたわ」

「……街への攻撃は、もうフレオリックさんが止めたようです。諦あきらめて降こう伏ふくすることを勧すすめますよ」

　サイベルの横に、マギの杖つえを握ったセイルが立った。

「ひいいいいいいっ！」

　ワズガは情けない声を上げる。

「な、なぜ、この難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいに！　き、貴様らなどが！」

「私は一度来た場所は忘れないのよ」

　サイベルは悔かい恨こんの剣を喉のどに突きつけた。

「……かなり迷ったくせに」

　セイルの陰で、ピュティアがこっそりとフロランドにささやく。

「オ、オリヴィエ殿！　た、助けて！」

　ワズガは泣きながら叫んだ。

「無む駄だよ」

　と、サイベルが剣に力を込めようとした時。

「俺はここだ！」

　突然、謁見の間の壁が崩くずれ落ちた。

　落下する瓦が礫れきを避よけて、サイベルたちは跳とび退すさる。

「現われましたね……」

　セイルは両脇に抱かかえていたピュティアとフロランドを下ろした。

　ポッカリと開いた穴の縁ふちにかかる、鋭するどく長い黒竜の爪つめ。

　青空を背景に竜の背に立つオリヴィエの姿が浮かび上がる。

「昨日の決着をつけよう！　ここでは狭い、城壁の上に出ろ！」

　オリヴィエは声をかけると、再び竜を舞い上がらせる。

「追いますよ！」

「待って、そいつは私の獲え物ものよ！」

　セイルとサイベルは黒竜を追って壁の穴から飛び出し、城じよう壁へきへと走った。

「……ちょっと、あたしたちじゃ」

「飛べませんねえ」

　穴から下をのぞき込んで、ピュティアとフロランドはため息をついた。

「こっち回って行こ！」

　ピュティアはフロランドの腕を引いて、扉の方に走った。

「…………」

　その隙すきに、こそこそと逃げ出そうとするワズガ。

　だが……。

「うっ！」

　その首をつかむ手があった。

「……逃がしはしない。お前を殺すのは私だ」

　いつの間にやってきていたのか、瞳ひとみに狂気を宿らせたランベールがワズガに言った。

「やめて！」

　そこに駆け込んできたアリューズが止めに入る。

「今、ここでこの男を殺すのはあなたの仕事じゃないはずだ！」

「黙だまれ！」

　ランベールはしがみつくアリューズを突き飛ばした。

「聞け！　あの賞金首どものお陰で、すでに問題は戦後の処理に移っている！　ここでワズガの首を取るという功こう績せきを上げれば、新しく生まれ変わったアムサールでの私の地位は確かつ固こたるものになる！　いや、みなの支持を受けて新領主となることも夢ではない！」

「あなたが……領主？」

　アリューズは信じられないといった顔で、愛情を抱いだいていた男を見上げた。

「そうだ、……こうして！」

　ランベールはワズガの首を絞しめ上げる。

「やめてくっ！　やめっ！　ぐ、ぐぐっ！……がっ、うっ……」

　白い泡を吹き、顔を赤黒くするワズガ。

「死ね、死ね、死ね！」

　蒼あお白じろい血管の浮き上がったランベールの腕にさらに力がこもる。

「…………グハッ！」

　暗あん愚ぐの領主は、痙けい攣れんを起こして醜みにくく事こと切きれた。

　その死体を投げ出したランベールは、アリューズの方を振り返る。

「あなたは……、以前のあなたはこんな人間じゃなかった」

　澄すんだ瞳を潤うるませたアリューズは、立ち上がりながら頭を振った。

「あなたは教養に溢あふれ、慈じ愛あいに満ちていた。奥さんを、それにエルシーをとても愛していて……、正直、まだ子供だった僕は奥さんが羨うらやましかった。僕はずっとあなたを見ていたから、あなたが奥さんを失った孤独も理解できたし、あなたがワズガを憎にくむ気持ちも、みんなを集めて立ち上がった心情も分かった。あなたは心に傷を負いながら、背中に醜い傷を負った僕に優しかったし……、だから僕はあなたに自分を委ゆだねた！」

　アリューズは胸の前でこぶしをギュッと握り締めた。

「でも……いつからか、あなたは変わった。僕にも何も話さなくなり、あんなに大事にしていたエルシーを、集会で抱き上げてあげる時以外は遠ざけるようになった。一緒に立ち上がった仲間とも、集会の演説を通してしか言葉を交かわさなくなった」

「変わらぬ者などいない。情じよう況きようが変われば、変わらざるをえないのが人間だ」

　ランベールは踵かかとでワズガの死体の頭を蹴けった。

「変われぬ者は、こういう様ざまになる」

「でも、どうして！　エルシーの怪け我がだって、僕はとっくに気がついていた！　ただ、信じたくなかっただけだった！」

「あのガキもうっとうしいのさ。お前と同様にな。アムサールの領主になれば、富も女も好きなだけ手に入れられる。どこかの太主家の娘を娶めとることができるかも知れん。過去に関わる物は、すべてが邪じや魔まなだけだ」

「……僕は」

　少女は小さな心の庭を踏み躙にじられたような思いに捉とらわれていた。

　過去に関わる〝物〟……。お前は物に過ぎなかったという言葉は、普通なら恋を夢見ている年頃の少女にとって、もっとも残酷な宣言だった。

「僕は認めない！　あなたが、あなたみたいな人が領主になるなんて絶対に認めない！」

　アリューズは素す手でのまま、ランベールに飛びかかっていった。

「では、ワズガと同じ運命をたどれ」

　ランベールは剣を抜き、少女の胸に向けて突き出した。

　その時。

「テス！」

　死を覚悟したアリューズは、誰かの声を聞いた。




「舞台に遅れたか？」

　黒竜を前にしたサイベルとセイルのところに、リックが追いついてきた。

「いいえ。お楽しみはこれからよ」

　サイベルが、オリヴィエに視線を向けたまま答える。

「あの竜は僕が相手をしますよ」

　セイルはマギの杖に自分の生命力を注ぎ込む。

「オリヴィエは私が殺やるわ、今度こそ」

「下がっていろ、指がまだ治なおっていないのだろう」

「そっちだってボロボロじゃない！」

　まったく息の合わない三人である。

「……面おも白しろい。俺はフレオリックと女の相手をする。お前は昨日きのう喰くい損なったあの魔ま道どう士しをやれ」

　オリヴィエは城壁の上に飛び下りつつ、長剣を抜き放った。

　キーンッ！

　まずこれを迎え撃ったのがリックである。

　着地寸前のオリヴィエの胴を、冷気の奔はしる抜ばつ刀とうで薙なぐ。

　これを長刀で受けとめると、オリヴィエは剣の交まじわったところを起点に身体からだを回転させ、空中で剣気を高めて黄金の光に全身を包む。

「私を忘れてもらったら困るわ！」

　サイベルが慈悲の剣を繰り出す。

　オリヴィエの身体が消え、一瞬後、リックの背後に現われる。

　だが、サイベルはリックの首をかすめるようにして剣を突き出し、その先せん端たんがオリヴィエの袖そでを裂いた。

　電でん光こう石せつ火か放たれたオリヴィエの反撃は、薬指に移した魂たましいの指輪が虹にじ色いろの光こう壁へきで弾はじく。

「やるな、女！」

　惜おしくも皮膚には達とどかなかったが、今の攻撃はオリヴィエを感かん嘆たんさせた。

「女とは何よ！　サイベル様とお呼びなさい！」

　慈悲の剣がさらに一閃。竜使いは後退するが、リックはこれを許さず間合いを詰める。

「……言ったはずだ、お前の相手は私だ」

　長剣と鍔つば競ぜり合いを演じるグリードが、冷気の旋風を巻き起こした。




　一方、セイルは炎ほのおの息を障しよう壁へきで防いでいた。

　憤ふん怒ぬに満ちた紅ぐ蓮れんの炎はセイルの全身を覆おおうが、マギの杖で増幅された〝呪波〟は完かん璧ぺきにこれを遮しや断だんしている。セイルの命を貪むさぼる杖は、いつになく増幅率を上げていたのだ。
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「……早めにけりをつけますよ。アマラの痛み、焼き殺された者の苦しみ、喰い殺された人々の恐怖、あなたも味わうといい」

　セイルは障壁を消し、一気に炎の中を抜けて空高く飛ひ翔しようした。そして、唸うなりを上げるマギの杖の先端に空間の歪ゆがみを発生させると、さらにその中心に白熱球を生み出した。

「光と熱が剣と化し……貫つらぬく……」

　白熱球は捻ねじれ、縮み、次の瞬間、無数に分かれて飛び散った。

「……あの術、見たことがありますか、グフフ？」

　セイルを追ってきていたゲールラッハがアノーに尋ねる。

　アノーは首を振った。

「この半世紀、我わが教団の魔法研究は停滞していた。以前会った時から今日までの間に、こうした魔法を生み出したとなると、やはり是ぜ非ひとも復帰させたい人材なのだが……」

「ええ、どれほどの生命力を今の魔法で消費したでしょう……」

　セイルの命を狙ねらったことがある肥満の魔道士も、重いため息をついた。

　バサッ、バサッ！

　黒竜は四散した白熱球を無視して羽は撃ばたき、セイルの上に回ろうとしていた。

　だが、小さな白熱球の一つ一つは、それぞれが光の剣と化し、そのトルケマーダを目め指ざして一いつ斉せいに飛んだ。

　セイルに向けてその顎あぎとを開いたトルケマーダを、すべての光剣が貫く。

　輝く光の剣は、蝙蝠こうもりのような翼つばさを破り、右の眼がん球きゆうを破は裂れつさせた。

　トルケマーダは錐きり揉もみ状態になり、大地へと落ちてゆく。

「死ぬことはありませんが、次に僕の大たい切せつな人たちを傷つけたら……今度こそ」

　セイルは苦しそうな息でつぶやくと、リックたちの戦いの場に向かった。

　激突寸前、辛かろうじて体勢を立て直した黒竜は、何とか水平に姿し勢せいを保って墜つい落らく死しを免まぬかれたが、悔くやしそうな咆ほう哮こうを轟とどろかせた。




「ちっ！　忌いま々いましい魔道士が！」

　トルケマーダの叫さけびを聞いたオリヴィエは眉まゆをひそめる。

　竜使いが見せた、ほんのわずかな隙すきだ。

　そこに……。

「氷ひよう竜りゆうよ！」

　リックは、二人の身体からだがぶつかり合うような狭い間合いから抜刀した。

　マギの杖や魂の指輪と同じく、氷剣グリードもその能力を高めていた。

　白い閃せん光こうが、衝しよう撃げき波はとともに竜使いを襲う。

　凍こおった空気の渦うずがオリヴィエを包み込み、氷雪が輝くその身体に叩きつけられる。

　刹せつ那な、オリヴィエの動きが止まった。

　もう一度同じ技わざをしかければ、オリヴィエは完全に凍りついて砕け散ったはずだった。

　だが、

「サイベル！」

　リックは最後の一撃を譲ゆずった。

　サイベルは慈じ悲ひの剣を投げつけると、オリヴィエがそれを払ったところに、抜き放った悔かい恨こんの剣を回転をかけて突き出した。

「遅い！」

　オリヴィエはギリギリのところでこれをかわそうとする。

　その時。

「風が……道を開く」

　セイルの〝呪波〟が、悔恨の剣に向けられて放たれた。

〝呪波〟に包まれた悔恨の剣は、速度を上げて音よりも早く奔はしる。

「！」

　これを見た竜使いは、侮あなどり難がたい危険を本能的に感じ取り、大きく左に跳とんだ。

　だが、緑の輝きを帯びた剣はオリヴィエの逃げた方向にしなり、切っ先がほんのわずか、竜使いの肩に刺さる。

「やったわ！　院長！　みんな！」

　悔恨の剣に塗られた毒は、少量でも長時間苦しんだ後に絶命する猛毒である。

　サイベルは黒竜の剣士を討うち取ったことを確信して叫んだ。

　しかし……。

「くっ！　毒か！」

　オリヴィエは剣を逆さか手てに持ち替え、毒が全身に回るのを防ぐため、素す早ばやく傷口の肉を抉えぐった。

　同時に、金色の光が次し第だいに眩まばゆさを失ってゆく。

「……どうやら今回は俺の負けだ」

　オリヴィエは後退すると城壁から身を躍おどらせ、低空を飛ぶ黒竜の背に飛び移った。

　翼をボロボロにされ、片目を失った黒竜は、それでも羽は撃ばたいて高度を上げる。

「フレオリック、サイベル、そして魔道士！　いい戦いだった！　ミシュハバードで待っているぞ！」

　セイルは〝呪波〟を練ろうとしたが、連続して攻撃魔法を繰り出した疲労から目め眩まいを起こし、ひざまずいた。

「……くそっ！　あと少し！　あと少しだったのに！」

　サイベルはこぶしを城壁に叩きつけた。

「……三人で……ようやく互ご角かくか」

　リックはグリードを鞘さやに収おさめた。

　三人が見守る中、オリヴィエを乗せた黒竜は、真っ赤な南の空へと消えていった。




　アリューズは、血に濡ぬれた自分の胸と手を凝ぎよう視しして動けずにいた。

「馬ば鹿かな娘だ」

　吐き捨てるようにランベールは言った。

「次はお前の番だ」

「……イヴリン」

　アリューズは、朱に染まって自分の目の前で事こと切きれている少女の名を呼んだ。

　ランベールが剣を振り上げて飛びかかった時、突然現われたイヴリンが自分の身を盾たてにしてアリューズを守ったのだ。

「ごめんなさい、私、ついてきて……、だって、あなたを愛して……」

　アリューズの顔を見てそう言いかけ、イヴリンは死んだ。

「……お前を失うのは惜おしいよ、アリューズ。だが、仕方がない」

　ぼんやりとした表情で振り返るアリューズ。

　ランベールは剣の切っ先を少女の左胸に向けた。

　その時。

「やめな！」

　投げナイフが飛び、ランベールの上じよう腕わんをかすめた。

　ピュティアである。

「最っ低の野や郎ろうだね。自分の娘に暴力振るって、今度はこんなにあんたを愛してた人を殺そうとするなんて！」

「あのあと、私たち見ていたんですよ～」

　後ろに立つフロランドが言った。

「あなたがエルシーに何をしていたか」

「何のことか分からんな」

「あんた、歪ゆがんでるよ。エルシーはね、あんたの身勝手な暴力で、身体よりもここに非ひ道どい傷を受けたんだ」

　ピュティアは自分の胸を指さした。

「そんな奴が領りよう主しゆになんかなれるもんか！」

「どんな悪あく業ぎようも、知っている者がいなければ存在しないも同じだ」

　ランベールはうそぶき、まずはアリューズを片づけようと剣を大きく振りかぶった。

「……！」

　ピュティアがもう一本の投げナイフに手をかける。

　だが、その時。

　ひとつの影が、ランベールとアリューズの間に走り込んだ。

「ご主人さま！」

　フロランドが声を上げた。

　サイベルは侍じ女じよにウインクし、不敵な笑いをランベールに向けた。

「とうとう本ほん性しようを現わしたわね」

「ちっ！」

　ランベールは素早く切っ先を赤毛の女に向けるが、サイベルは慈悲の剣を抜きつつこれを見切った。
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「どうしようもない屑くずだけど……、この子に免めんじて苦しまないで逝いかせてあげる」

　サイベルは、ランベールの眉み間けんに突きつけた慈悲の剣をさっと振った。

「……な……んで……こうなった……ん……だろ……う……な……もう一歩……で」

　額ひたいから流れ落ちる血を拭ぬぐい、市民の指導者だった男は微ほほ笑えんで倒れた。

「ランベール！」

　アリューズは、冷たくなってゆく彼の身体を抱き締めた。

「ランベールッ！」

　少女に戻ったアリューズ、いや、テスの鳴お咽えつはいつまでも、主人を亡なくしたアラアト・アル・ガバルの謁えつ見けんの間まに響いていた。







　終章　アムサール　明日への希望







　翌日になって、アムサールの街を包んでいた業ごう火かは消えた。

　かつては美しかった街のほとんどすべてが、灰かい燼じんに帰きしていた。

「……これからどうなるんだろう、ここ？」

　ピュティアはあたりを見渡してつぶやいた。

「領りよう主しゆとその一族は死に、反乱の指導者も死んだ。おしめえだな」

　ダル・ハーは出しゆつ立たつの準備をしながら、ペッと焦こげた石いし畳だたみに唾つばを吐いた。

「そうともいえないわよ」

　サイベルは風になびく赤毛を搔かき上げ、黒衣の剣士と並んで港に立つ少女に目を遣やった。

　エルシーを抱だいたアリューズは、リックとともに海を見ていた。

「……僕は嫌いやな人間です」

　少女は言った。

「あんな醜みにくい心の持ち主だと知ってしまったのにまだ、あの人のことを愛しています。反対に、最後には僕を助けて死んだのに、今でもイヴリンの裏切りを許すことはできない」

「人の心は、そう単純に割り切れるものではないからな」

「あなたのような人でも？」

　リックはうなずく。

「だが、それでも人は生きてゆかねばならぬ」

　彼は黒の外がい套とうを翻ひるがえすと、黒馬の方へと向かった。

「僕は！」

　アリューズは、去ってゆくその背に向かって尋たずねる。

「僕は、乗り越えていけるのでしょうか!?」

「……希望は常にある」

　いつの間にか、アリューズのまわりに生き残った人々が集まり始めていた。

「希望……」

　少女は愛した男の娘をギュッと抱き締めた。




「さあ、出発の準備よ！」

　サイベルは御ぎよ者しや台だいの上に立って元気な声を張り上げた。

「フロランド、キビキビ働きなさい！」

「ご主人さま、人使い荒いです～」

　大きな荷物を抱かかえて侍じ女じよは喘あえぐ。

「今に始まったことじゃねえや」

　ブツブツ言うダル・ハー。

「ダル・ハー、お給料」

「本当に払ってくれるんでしょうねえ？」

「疑う気？」

「め、滅めつ相そうもない！」

　まだしばらく、ダル・ハーの下げ僕ぼく生活は続きそうである。

「リック、またこの女と一いつ緒しよの旅？」

　馬車に乗るように促うながされ、ピュティアは頰ほっぺたを膨ふくらませた。

「行き先が同じだ、仕方なかろう」

　リックの表情にも諦あきらめが見える。

「見ていらっしゃい！　まずハインを締しめ上げて、次はオリヴィエ！　あの二人を倒すのはこの私、モスル宰さい相しよう夫人サイベルよ！」

　周囲のげんなりした顔など眼がん中ちゆうにないサイベルは、高々と宣言した。




「先に行くんですね。僕らは傭よう兵へい船団の到着を待ちますが」

　六頭立ての馬車の出立をセイルは見送った。

「ああ、お前も無理はするな」

　黒馬の上からリックは言った。

「ええ」

　セイルはニッコリとうなずき、それから声をひそめる。

「アマラがうるさいですからね」

「聞こえているわよ、セイル」

　アマラは腰に手を当てて、セイルの後ろに立つ。

「すぐに追いつくわね。どうやら、わたしの運命もミシュハバードにあるみたい」

〝一の神〟の巫み女こは、黒衣の剣士に告げた。

「水晶球か？」

「ええ、昨日見えたの。これで長い旅も終わるわ」

　アマラはサイベルを見上げた。

「じゃあね、あなたも」

「ふん、待ってるわよ」

「俺もな」

　ひょいとヒュオンが顔を出す。

「あなたを待つ気は全っ然ないの！」

　サイベルは苛いら立だたしげに、隣となりのダル・ハーの頭を手袋で叩たたいた。

「早く、馬車を出しなさい！」

「へいへい、仰おおせの通りに！」

　こうして、サイベルとリックの一行はアムサールを発たった。

　そして、半日後……。




「お～い、アマラじゃないか！」

　入港してきた傭兵船団の一隻の甲かん板ぱんから、金髪の大男が手を振って怒ど鳴なった。

「……シャインデル!?」

　アマラは一瞬、目を疑う。

「あなたどうしてここへ!?」

　元アゼラの百人隊長シャインデルは、そのたくましい腕で隣に立つキムリを抱えると、船の上から埠ふ頭とうへと飛び降りた。

「アゼラの一件で、タイタスには借りがあったからな」

　驚いて言葉を失ったアマラに、シャインデルは言った。

「あたしらと一緒に、ミシュハバードに行ってくれるってさ」

　百人隊長の腕から逃れて地面に立ったキムリは、ニッと笑った。




「セイル・グレイ。げに恐ろしき魔ま道どう士しですな、グフ」

　同じ頃、やはりミシュハバードに向かって渓けい谷こくを進むゲールラッハは、アノーに話しかけた。

「道中、私が何度も彼を敵に回すことの非を説いたこと、分かっていただけたかな？」

「ええ」

　肥満の魔道士は二重アゴを震わせる。

「ですが、ダレク猊げい下かの一派が勢力を伸ばし続けている現状では、彼を復ふつ帰きさせることは難むずかしいでしょうな」

「だから……」
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　アノーは声を低くし、二人の会話は密談調となる。

「グフ、グフフッ……」

　ゲールラッハが喉のどを鳴らす下品な音だけを残し、馬上の二人は谷の奥へと消えていった。




　　　　＊　＊　＊




　その後……。

　アリューズことテスを中心に、内乱を生き残った人々は街の復ふつ興こうにかかった。

　以前より規模は幾分縮小されたものの、十数年後にアムサールはサイベルが気に入っていた昔の美しい街並みを取り戻した。

　復興した街の市民の間では、新しい領主にアリューズを、との声も強かったが、彼女はこれを固こ辞じし、アムサールは参さん事じ会かいによって運営される自じ治ち都市となった。この自治都市は後にザモーラに併へい合ごうされることとなるが、派は遣けんされた代官バルヨナはこの街の独自性を尊重、長年にわたって平和と繁栄が保たれた。

　アラアト・アル・ガバルの廃はい墟きよは、しばらく野や盗とうの巣となっていたが、バルヨナにより掃そう討とう、その後、一部が代官の屋敷として再建された。二代目の代官となったバルヨナの息むす子こグレンと、アリューズの養女エルシーの婚礼が、この屋敷で行われた最初の公式行事とされている。




　そして……。

　フレオリックとピュティア、セイル・グレイ、シャインデル、サイベル、そしてアマラたちが、ミシュハバードで遭そう遇ぐうした脅きよう威いについては……。

　次の機会に語られることとなるだろう。







　あとがき







　どうもみなさん、三か月ぶりです。

『スターウォーズ・エピソード１』、殺た陣てがよかったんで、『ベン・ハー』の露ろ骨こつなパクリも笑って許す気になっている南なん房ぼうです。（特に唸うならされたのはリーアム・ニーソン。『ロブ・ロイ』の時も思ったけれど、この人の剣は華か麗れいじゃないけど、重さを感じさせる。実際にかなり練習を積つんでいるんじゃないかな？　彼と比くらべると、『ファーストナイト』でランスロットをやったリチャード・ギアなんか、鈍にぶいサルにしか見えないくらい。『用心棒』の三み船ふね敏とし郎ろうは、確たしかに速くて無む駄だのない動きをしているけど……、ああ、話が長くなる）

　というわけで、いよいよ、月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でんも八巻目。

　第一巻『氷ひよう刃じんのフレオリック』が平成八年だから、このシリーズが始まってもう三年かあ……。

　長かったなあ……。




　…………。




　……と。

　まだ最終巻じゃなかった。

　これからが山やま場ば、気を引き締しめていかないとね。

（と、いいつつ、手がゲームパッドに……。ああ、足は映画館とサッカー場に……）




　さて、気を取り直して今回は……。

　前巻の予告通りに、サイベルとリック（と、なぜかセイル）のエピソードです。

　時間的には、『迷めい宮きゆうのフレオリック』から二か月ちょっと後。

　三神官の最後の一人、オリヴィエが登場し、アムサールの街の覇は権けんを争う醜みにくい死し闘とうの最中、サイベルの過去の一部が明らかになります。

　それと、久しぶりに登場する連中もいるんで、忘れちゃった人は前の方の巻（特に『異い端たんの魔ま道どう士しセイル』や『決けつ闘とう者しやフレオリック』あたり）を読み直してね。

　まあ、例によって忘れていてもあんまり影えい響きようないけど。




　ともかく、これで主な登場人物は大体揃そろったことになり、最後の舞ぶ台たいの準じゆん備びは整ととのった訳わけです。

　最終巻、気合いを入れていくから、みんな待っててね。




　付記１

　今回の使用ＢＧＭは、イーファ・ニ・アーリの『イーファ』（最近はやりのケルト系だけど、全曲ゲール語は結けつ構こう珍めずらしいかも）、B'zの『ギリギリｃｈｏｐ』（締しめ切りギリギリの時に聞くとピッタリなんだな、これが……）と、中なか谷たに美み紀きの『クロニック・ラヴ』、フェイ・ウォンの『Ｅｙｅｓ Ｏｎ Ｍｅ』（ゲームの方はかなり退たい屈くつだったけど、歌だけはいいよね）、それにホセ・フェリシアーノの『Ｏｌｄ Ｔｕｒｋｙ Ｂｕｚｚａｒｄ』（昔のウエスタンの主題歌だけど、これが月蝕紀の世界と妙みように合ってたりするもので……）でした。




　付記２

　さて、次の巻は短篇集です。

　ドラゴンマガジンに掲けい載さいされたフレオリックものに新作をプラスして、計……何編だっけ？　（そのあたりは前巻の途と中ちゆうから新担当の、美人編集者Ｓさん任まかせ。無む責せき任にんな作者）

　……まあ、ともかく秋には出るので待っててね。

（で、その後が最終巻。どうなることやら……）
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